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　日本地質学会第129年学術大会 東京・早稲
田 大 会 は， ޱ 頭 発 表ɿ9月4日（ 日 ）ʙ6日

（ 火 ）， ポ ス タ ー 発 表（e-posteS）ɿ9月10日
（土）ʙ11日（日）に開催された．早稲田大
学での開催は，1984年の第91年学術大会以来
38年ぶり2回目であった．コロナՒで山ޱ大
会以来3年ぶりにޱ頭発表のみ対面で開催さ
れ，巡検も無事実施することができた．ただ
し，ޱ頭発表では発表者がオンラインでリモ
ート出演して発表することも可能とし，ポス
ターはすべて$onGitのe-posteS機能を利用し，
オンラインで実施された．念ながら࠙親会
については，感染状況にؑみ実施を取りやめ
た．38年前に開催した時には開催当番校の教
員のみならず教室の৬員にも協力いただき，
相当な労力と時間がඅやされたが，今回は外
部業者（(ג)ソウブン・ドットコム）に委ୗ
することとして，当番校の主な役割は，地質
情報展も含む会場予約とಓ具の借り出し，ア
ルバイト学生の確อなどであり，野外巡検と
シンポジウムのاըなどについては，関東支
部のװ事会を中心とした実行委員会（-O$）
メンバーで実施した．当初は2021年に開催予
定であったため，最初の-O$会議は2019年
10月に開催され，日程，会場，大会テーマ，
巡検地ઃ定に向けて話し合いが開始された．
2020年5月に名古屋大会が1年Ԇ期されたた
め，自動的に東京・早稲田大会も2022年に開
催することになり，-O$の会合もԆ期され
た．
　大学における会場の༏先予約（特ผ枠）の
申は前年の2021年4月に実施し，同じ教育・
総合科学学術Ӄの生物学教室が世話する動物
学会と日程を調し，様々な試験や卒業式な
どのイベントなどがআ外できる可能性の高い
9月4日ʙ6日（地質情報展は3日ʙ5日）に行
うことになった．幸い動物学会との連携もあ
って大学の特ผ枠申が通り，学術大会を14
号館，ࢢຽ向け講演会と地質情報展を38年前
に会場とした15号館のロビーとྡ接する大教
室に分けて確อした．教室使用料が無料とな
ることから教育・総合科学学術Ӄとの共催と
し，表জ式の来ෂѫࡰを若ྛװ夫学術Ӄ長に

依པした．ޱ頭発表会場は1֊（293名）と4
֊（160名）の6教室，展示ൢച，ܜٳ室など
が4֊の6教室，そのほか「学生のための地質
系業界説明会」の会場も5֊の6教室を確อし
た．表জ式の会場は2-3֊にまたがる大教室

（742名）を使用し，同じݐ物で学術大会の全
ての行事をうことができた．
　巡検コースについては，前回の関東支部で
開催された東京・ࡩ上水大会のコースなども
考慮しつつ-O$で検౼を重Ͷ，9つのコース
が2021年3月のװ事会で決定，最終的には定
員を大きく割り込んだ1Օ所をআく8Օ所（う
ち日ؼりコース6Օ所）で実施された．今回
の巡検コースには，ジオパークΤリアが4Օ
所（子，ட，下ਔ田，ҏ౾大島）含まれ
ていたことも特徴的である．それらのうち，
ட巡検が非会員向けのアウトリーチ巡検で
あった．巡検Ҋ内ॻの原稿కめりは2022年
1月31日にઃ定された．-O$اըの家巡検
では，上野動物園を巡って生物進化等の話題
を親子で体験するツアーをઃ定した．
　2021年8月の-O$会議では，大会テーマ・
キャッチフレーズ，支部ઃ定シンポジウム，
ຽ講演会についての検౼を行った．シンポࢢ
ジウムについては，関東平野の地下地質につ
いて，多様な分野からアプローチというり
で演者の検౼を行い，「関東の地質ɿ露頭ޱ
から大深度地下まで」というタイトルで実施
した．ࢢຽ講演会は地震，気象などの自然ࡂ
をテーマとして検౼した．また，早稲田大
学教तで地質学会会長をめ，東京の石

（化石）に指定されているトウキョウホタテ
を研究した徳Ӭ重߁に関して，何らかの形で
紹介することも確認し，क屋和Ղ会員が中心
となり大会受付そばの展示を作成した．ハイ
ライトとキャッチフレーズについては東京の
地方৭を出すことを考慮し，ハイライトとし
て「関東構造ຍ地の地下地質」，キャッチフ
レーズを「の西北から探ってみようʂ 新
しい地質学」とすることとした．大会のポス
ターと受付そばのࡔނ 幸ګ教तの水彩ըの
展示は高木が作成，-O$のࢢຽ講演会のポ
スターは支部װ事の小松原純子ࢯが作成し

た．ࢢຽ講演会のタイトルは，「関東の自然
山，ࢯというもので，࣡正展「ࡂとࡂ
崎晴雄ࢯ，土屋信行ࢯの3名の講演がاըさ
れた．講演会当日は，当初の予想を大きく上
回る参加者となり，やや密となったのが反ল
点である．同じ֊で開催されていた地質情報
展の初日（3日）ேに/),の取ࡐがあり，ன
のニュースで放өされたことも効いていたの
かもしれない．地質情報展でも，会期中に産
総研主催のࢢຽ向けミニ講演会が実施され
た．学会運営のための業者とのଧち合わせも
֓Ͷॱ調に進んだ．ただ，会場によりタイム
キーパーのアルバイト学生がうまく進行して
いないՕ所があり，来年度以降は地質学会が
อ有しているベルをきちんと配布し，ଧち合
わせをஸೡにしていただきたいと感じた．
　本大会の参加ొ録者は686名（会員601，非
会員85）で，389件（ޱ頭297，ポスター 92）
の講演申込があった．なお，次の講演はキャ
ンセルとなった（G1-O-7，510-O-6，52-P-3，
511-P-5）．また，11のا業・ஂ体による展示

基ૅ，（助会員ࢍ）ઃٕ術研究所ݐ式会ࣾג）
地盤コンサルタンツג式会ࣾ（ࢍ助会員），
日本地球惑星科学連合，ג式会ࣾライトスト
ー ン， 海 洋 研 究 開 発 機 構（+AMS5E$ 
IMG），地球掘削科学（+-DES$ +AMS5E$ 
MaSE3），ジーΤスアイג式会ࣾ，メイジテ
クノג式会ࣾ，ג式会ࣾパレオ・ラボ，ג式
会ࣾඹ山地質年代学研究所，ライカマイクロ
システムズג式会ࣾ）および8つのا業・ஂ
体よりॻ籍・ൢചブース（ேॻళ，日本地
球惑星科学連合，8I-E:，ג式会ࣾニチカ，
，古今ॻӃ（ג），式会ࣾニュートリノ東京ג
地学ஂ体研究会，SpSingeS）をご出展頂い
た．会期中，東京のコロナ新規感染者数が
減少向にあるとはいえ1万人近い中で，無
事に学術大会が実施できたことに安ూしてい
る．

東京・早稲田大会実行委員会
委員長　ߴ�ल༤
事ہ　ּؒ�༑ത

日本地質学会ୈ�2�年学ज़大会（東京・早稲田大会）ใࠂ

ࣸਅ͔ࠨΒɼ3ͿΓʹձೖ͛ܝʹޱΒΕͨେ൘ɽԬా　ձɽདྷෂएྛװֶज़Ӄɽ
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日ɹɹఔ

　大会の日程֓要は次の通りであった．

9月3日（土）
 ・地質情報展 2022 とうきょう  －心の地

下を探る－（9:30-17:00ʀ 15号館ロビー）
地質学会関連展示「第13回惑星地球フォト
コンテスト入選作展示」

 ・家巡検「生命の進化を楽しく学ぼう」
9�3日ؼり（9:50-15:00）

9月4日（日）
 ・地質情報展 2022 とうきょう  －心の地

下 を 探 る －（9:30-17:00ʀ15号 館 ロ ビ ー）
地質学会関連展示「第13回惑星地球フォト
コンテスト入選作展示」

 ・シンポジウムS1．関東の地質ɿ露頭から
大深度地下まで（9:00-14:15ʀ14号館102教
室）

 ・一ൠ発表（ޱ頭）（9:00-15:30ʀ14号館）
 ・ランチョン3件（12:30-13:30ʀ14号館）ʦ構

造地質部会定ྫ会�火山部会�文化地質学ʧ
ࢢ・  ຽ 講 演 会「 関 東 の 自 然 ࡂ  と  ࡂ 」
（13:00-16:30ʀ15号館03教室）

 ・会員顕জ式・各賞त賞式（15:30-16:10ʀ14
号館201教室）
来ෂѫࡰ（若ྛװ夫ɿ早稲田大学教育・総
合科学学術Ӄ　Ӄ長）

 ・受賞記念講演（16:10-17:40ʀ14号館201教
室）
小澤儀明賞受賞記念スピーチɿ石ྠ݈樹会
員「最終間氷期以降の東南極氷床変動史の
構築に向けてɿ堆積物試料分析とGIAモデ
ルによるアプローチ」ࡤ�山խ則賞受賞ス
ピーチɿ岡ܒ史会員「地球内部でおこる
多様な変形と物質循環の理解を目指して」
山խ則賞受賞スピーチɿӉ野正起会員ࡤ�

「プレート収束帯の動的な流体活動に関す
る研究ɿ時空間スケールの壁にઓする動
的な岩石学を目指して」�)�E�ナウマン賞
受賞記念スピーチɿ片山Ү夫会員「実験室
データからフィールドスケールへ」�功績
賞受賞記念講演ɿ高ڮ正樹会員「日本の

ʰ地質学革命期ʱ前後における花崗岩研究
－1974ʙ1986年を中心に－」

業ஂ体展示（9:00-17:00ʀ14号館4֊）ا・ 
 ・徳Ӭ重߁展（14号館1֊ロビー）

9月5日（月）
 ・シンポジウムS2．人新世における地質学ɿ

年代境界・物質境界研究のフロンティア
（13:30-17:45ʀ14号館101教室）

 ・一ൠ発表（ޱ頭）（9:00-17:30ʀ14号館）
 ・学生のための地質系業界説明会（対面ا

ը）（11:00-16:00ʀ14号館5֊）
 ・ランチョン6件（12:30-13:30ʀ14号館）ʦ法

地質学研究委員会�構造地質部会若手発表
会�岩石部会�堆積地質部会�多様なഎܠを
持つ会員のためのEDI�地域地質・層ং部

会合同ʧ
 ・間小ू会5件（18:00-19:30ʀ14号館）ʦ南

極地質研究委員会�炭酸塩堆積学に関する
࠙ஊ会�環境地質部会�地質学史࠙話会�学
生・若手のための交流会ʧ

業ஂ体展示（9:00-17:00ʀ14号館4֊）ا・ 
 ・地質情報展 2022 とうきょう －心の地下

を探る－（9:30-16:00ʀ 15号館ロビー）地
質学会関連展示「第13回惑星地球フォトコ
ンテスト入選作展示」

 ・徳Ӭ重߁展（14号館1֊ロビー）

9月6日（火）
 ・一ൠ発表（ޱ頭）（9:00-17:30ʀ14号館）
 ・ランチョン2件（12:30-13:30ʀ14号館）ʦ海

洋地質部会�Island ASc広報ʧ
業ஂ体展示（9:00-17:00ʀ14号館4֊）ا・ 
 ・徳Ӭ重߁展（14号館1֊ロビー）

9月10日（土）
 ・一ൠ発表（ポスターʀe-posteS）ポスター

コアタイム10:30-12:30（[oom）

9月11日（日）
 ・一ൠ発表（ポスターʀe-posteS）ポスター

コアタイム10:30-12:30（[oom）
 ・第20回日本地質学会ジュニアセッション
（ポスターʀe-posteS）ポスターコアタイ
ム 11:00-13:00（[oom）

9月16日（金）
 ・学生のための地質系業界説明会（オンライ

ンاը）（13:00-19:00ʀ[oom）

८　ݕɿ
Aコース「チバニアンGSSPサイトと化し

た前ހ海ຍ上総層群の層ং」（中ࢭ）
#コース「総島東部，上総層群下部の海

底地すべりと前ހテクトニクス」9�7日
り（実施）ؼ

$コース「三浦島の上総層群中－下部の層
ংと化学合成化石群ू」9�7日ؼり（実
施）

Dコース「関東山地東部の御荷৭岩ྨと
ட帯付加体の海洋性岩石」9�7日ؼり

（実施）
Eコース「御ࡔ・巨ຎ山地の黒鉱鉱床―古ҏ

のিಥとি上」9�7-8ɿ1ധ2日（実ހ౾
施）

'コース「ઍ༿ݝ東部，子周ล地域の鮮新
―更新世テフラと子ジオパーク」9�7
日ؼり（実施）

Gコース「ジオパークடのジオの多様性」
9�7日ؼり（実施）

)コース「下ਔ田ジオパークみどころめ͙り」
9�7日ؼり（実施）

Iコース「ҏ౾大島火山」9�2-3ɿ1ധ2日（実
施）

༏लϙスター賞

　今年の東京・早稲田大会（9月4ʙ6日）は，
$O7ID-19の流行第7波の下降ہ面にあたり，
2019年の山ޱ大会のあと初めて対面式で実施
できた大会でした．参加された皆さん，対面
式の良さを実感されたことと思います．しか
しポスター発表は感染ࢭのため，大会後の
ि（9月10ʙ11日）にウェブ開催となりま
した．今回のポスター総数は92件にとどまり
ました．この数は前回から40％減，前々回の
山ޱ大会からはほぼ減です．
　ネットӽしのやりとりには，発表者も参加
者も׳れてきたようで，活発な議論が行われ
たポスターが数多くあったようです．しかし
コアタイム終ྃとともに配信がられ，途中
で議論が終わることもあったのは念でし
た．来年もウェブ開催になる場合は，改善を
期したいところです．
　二日にわたるポスター発表で，༏लポスタ
ー賞の対象（Τントリー）は各日とも21件で
した．下記の審査員は利ӹ相反のないことを
前ఏに，分野のภりが少なくなるよう選ばれ
ました．時間を割いて下さった審査員の皆さ
んにお礼申し上げます．データの質・量や当
֘研究テーマにおけるインパクトなどで༏れ
た発表があった一方で，自身の研究の意義に
ついて考察が足りないというようなਏޱのコ
メントもありました．審査では，内容の良さ
はもちろん図のデザインや配置などプレθン
テーションの༏लさにも重きが置かれまし
た．審査員諸ࢯの判定を総合した結果，次の
発表が༏लポスター賞を受賞しました．な
お，講演要ࢫは，大会ホームページからどな
たでもӾཡ可能です（e-posteSのެ開はあり
ません）．

�݄��ʢʣ
G1-P-1ɿ上付加体における過去の地震断層

を伴う破砕帯のすべり挙動の制約ɿ࢛国
നѥ系࢛万十帯横࿘メランジュ．川路真
子・ڮ本善・⅓田洋平

G9-P-1ɿ下部三畳系大層の堆積場と酸化ؐ
元環境の復元ɿස発するߑ水流がもたら
す沿岸域のශ酸素化メカニズム．石㜫ඒ
೫・野༐太

55-P-5ɿ新ׁࠤݝ渡島中新統中山層の火山փ
ジルコンU-PC年代測定およびܔ化石
層ং年代との比較．٢岡純平・黒田潤一
郎・ਔ木太・松崎賢史・平田ַ史

511-P-3ɿ鉱物学的手法に基づいたInWisiCle
࠭質波堆積物の検出．中西 ྒ・芦 寿
一郎・相澤正隆・成 元・大۽祐一・
古知 武

�݄��ʢʣ
51-P-8ɿ野島長崎変成岩ྨにおける蛇紋

岩メランジュの構造岩石学的研究．木村
太星・平内݈一

54-P-3ɿ上総層群ԫ和田層上部の微化石分析
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）
に基づく北西太平洋の前期更新世海洋変
動．܂野太ี・土屋祐و・亀ඌ࢘ߒ・ྛ 
広樹・Ӊٶ正志・ٱอ田ඒ・万徳Ղ
子・大浦༎അ・岡田 誠ࡊ

57-P-7ɿ中新世御内花崗岩質岩体のジルコン
メルト包有物組成と固結圧力推定．谷
༝՚・ᴡ౻ 哲

57-P-8ɿ西南日本Ѫඤࡕ࢛ݝ島ֿ島に産する
നѥل深成岩のジルコンU-PC年代．下
岡和也・ᴡ౻ 哲・谷 ݈一郎

৹ࠪһ
9�10（土）ɿ上松ࠤ知子，܀谷　߽，ࠤ౻大
介，常盤哲也，西山賢一，松崎賢史，山崎新
太郎，部 淳
9�11（日）ɿ青ກ月，ԕ౻ढ़祐，上澤真平，
高ౢ礼ࢻ，武౻మ࢘，ೲ谷༑規，山ޱඈ鳥

（各賞選考委員長　ࢁ࿏　ರ）

ϥンνϣン

9月4（日）12:30-13:30

地質෦会ఆྫ会ߏ
第1会場
世話人ɿ森　宏・ᖛ田洋平

　大会1日目（9月4日）のランチョンにおい
て，部会活動に関する報告と意見交換を行っ
た．具体的には，事ہメンバー（部会委
員）の紹介，2021年度会計報告と活動報告，
ຖ年岩石部会と共同でఏҊしている+pGUの

「変形岩・変成岩とテクトニクス」セッショ
ンのコンビーナなどに関して話し合った．ま
た，2023年度の+pGUのセッションఏҊืू
とともに，今後，セッションఏҊ内容につい
て，メールベースでの審議を実施する予定で
あることをアナウンスした．加えて，今年度
より地質学会学術大会のセッション۠分が変
更となったことについての意見交換を行っ
た．

Ր山෦会
第4会場
世話人ɿ上澤真平

　火山部会では9月４日にランチョンを行っ
た．15名ほどの会員にご参加いただいた．ラ
ンチョンでは，近年の火山部会関連の活動報
告，新体制への移行について，+pGUでの地
質学会との共同開催セッションのఏҊ，その
他，今後の活動の活性化について話し合っ
た．新体制については，助教ʙ।教तクラス
の若手に多く参加いただき，全体のスリム化
を図った．今後の活動について，近年の地質
学会における火山地質学のセッションでは，
頭・ポスター合わせて10件にも満たない状ޱ
況が続いており，活性化に向けて本ࠊを入れ
る必要があることを議論した．活動が活発な

部会では，学生の学会発表件数が多いことな
どを;まえ議論したところ，火山地質学のັ
力をどう学生に伝えるかということや，研究
ू会・巡検などの取り組みについてまで話が
及んだ．今後，話し合った内容を共有し，実
現できるよう引き続き会員同士の連携をڧ化
したい．

จԽ地質
第5会場
世話人ɿ大༑幸子

後からの58文化地質学セッション（1日ޕ　
目）ޱ頭発表の前のனٳみ時間に行われた．
参加者は14名で，約1�3は共催する文化地質
研究会会員以外の方の参加であった．コロナ
Ւで対面での交流がٱしぶりだったので，全
参加者に自ݾ紹介と近況（最近行っているテ
ーマや研究について等）を話していただい
た．次に，ॻ籍ʰ変動帯の文化地質学ʱ進
状況の報告があった．最後に，共催の文化地
質研究会について，今後の研究会の予定や入
会方法について説明を行った．終ྃ後参加者
間での交流が行われた．ランチョンにはླ木
寿志文化地質研究会会長が[oomで参加する
予定であったが，世話人のミスにより2日目
のผの[oom U3-を連絡してしまったため参
加できなかった．

（େ༑ࢠ）

9月5（月）12:30-13:30

๏地質学研究ҕһ会
第1会場
世話人ɿ川村ل子

　今年４月に発足した法地質学研究会のラン
チョンを9�5（月）に開催しました．法地質
学とは事件や事ނの査に関わる地質学のこ
とです．法地質学研究会のメンバーにとって
今回のランチョンは研究会発足のキックオフ
ミーティングという位置づけにありました．
また学会員の皆様がこの分野を知るきっかけ
を作りたいと思い，開催させていただきまし
た．
　同日のランチョンには科学ܯ察研究所，海
上อ安ி，ג式会ࣾパレオラボからの参加者
がありました．ランチョンでは法地質学の֓
要や地学ࣙ典への「法地質学」の用語掲載，
最近の国内外の学会活動の紹介が行われまし
た．また今後の学会活動について話し合いが
行われました．これまで国内の法地質学分野
の多くの研究者は，日本法科学ٕ術学会の法
化学のセッションにおいて研究発表をしてき
ました．一方で，日本地質学会においては
2015年長野大会，2022年の地球惑星連合学会
において国際セッションが開催されました
が，これ以降にメインとなるセッションが立
ち上がる予定が無い状態にあります．特に日
本地質学会においては，法地質学者の各々の
専門によって異なるため，環境地質学や堆積

学セッションなどで研究発表をしてきまし
た．また法地質学分野のී及活動にあたりア
ウトリーチイベントの開催の意義についても
意見があげられました．法地質学分野のී及
活動については，地質学会において法地質学
分野の研究発表をまとまってฉける機会が必
要と考えられますので，研究発表のセッショ
ンの理を検౼することになりました．
　今回の法地質学研究会のランチョンはコロ
ナՒでの開催であり，多くの方々とன৯を取
りながら実施することはいませんでした
が，今後は法地質学分野のී及と研究活動の
機会を増やしていきたいと思います．また産
などでランチョンの現地参加ޢ介，ٳや育ٳ
が出来ない方々にも気ܰに参加していただけ
るように，ハイブリッドでの開催を検౼した
いと考えております．今後の会合では，多く
の学会員の皆様と議論できる機会を楽しみに
しております．

（ଜࢠلʀ海上อ安ி）

地質෦会एखൃද会ߏ
第2会場
世話人ɿᖛ田洋平

　大会2日目（9月5日）のランチョンにおい
て，若手研究発表会をاըし，東京大学大学
Ӄ博士課程3年の山岡݈さんに「炭質物ラマ
ン分光分析を用いた接触変成帯のৄ細な熱構
造決定」というタイトルで講演して頂いた

（写真参র）．
　ランチョン会場は構造地質部会員をはじめ
として多くの関係者が参加し，山岡さんの講
演に対してざっくばらんな議論が行われて，
盛況な会となった．
　構造地質部会では，来年度の地質学会でも
同様の形式で若手研究発表会の開催を検౼し
ている．

岩石෦会
第3会場
世話人ɿԕ౻ढ़祐

出੮者ɿ足立達࿕，阿部なつߐ，石渡明，板
谷పؙ，Ӊ野正起，ԕ౻ढ़祐，大柳良介，Տ
上哲生，北野一平，田ޱ知樹，௰森樹，鳥海
光弘，中島隆，中村Ղ博，原田ߒ৳，東野文
子，ኍҪඒ，松野哲士，柳ҁ٢，田݈太

（50Իॱ）

एखൃڀݚදձの༷ࢠ
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　岩石部会長のՏ上哲生会員から活動報告
（岩石部会からのトピックセッションఏҊ，
地質学会各賞候ิおよび名誉会員の推薦）が
なされた．ॸ委員の٢田݈太会員から岩石
部会の'aceCook再Ք働などについて報告が
あった．任期満ྃに伴い岩石部会の行事委員
をԕ౻ढ़祐会員からӉ野正起会員へ交代する
ことがఏҊ・承認された．連合大会の共催セ
ッションに関して，岩石部会の関係する2件
について承認された．来年度のトピックセッ
ションのఏҊ方をはじめ，次回の大会に向
けて意見交換が行われた．

ଯੵ地質෦会
第4会場
世話人ɿ野田 ಞ

　堆積地質部会ランチョンは，大会2日目（9
月5日）に対面で開催され，部会活動に関す
る報告と情報交換が行われた．出੮者は23名
程度であった．ランチョンは「去年のオンラ
イン大会では発表件数が少なかったが，今年
は講演数が増えて大変よかった」という部会
長の田村　ࢯږ（産総研）のѫࡰから始まっ
た．その後，部会の各װ事（各賞選考・ฤ
ू・行事），セッション世話人（511・509），
関連学会（連合大会・炭コロ・堆積学会・有
機地球化学シンポ）からの報告があった．本
年度の大会講演数としては，511「堆積地質
学の最新研究」では28件のޱ頭発表，7件の
ポスター発表があった．509「カーボンθロ
Τミッションに貢献する石༉天然ガス石炭地
質学・有機地球化学」では，8件のޱ頭発表
があった．その他としては，今年度から変更
されたセッション構成についての意見交換や
来年度以降の対応方について議論がなされ
た．大会全体を通して，今年度のセッション
構成の変更が意図した通りに機能していたか
どうか，従来の大会との明確なҧいは何だっ
たのだろうか，などの意見が出た．堆積に関
して言えば，今年度はセッションを統合した
ことにより，堆積関係の人々が同じ会場にू
結できたというメリットはあった．来年度も
今年度と同様に堆積関係のテーマを統合した
トピックセッションを立ち上げるなら，申込
時に発表者がわないようにセッションの名
শやキーワードを工夫して，講演者をうまく
༠導する必要がある．

ଟ༷なഎܠを持ͭ会һのたΊ
のE%I（ERVJUZ%JWFSTJUZ	
BOE	IODMVTJPO）
第5会場
世話人ɿງ　利栄

　参加者12人（会場11人，[oom1人）�　ງ
利栄委員長が早稲田大会に来られないため

（[oom参加），進行を大༑が行った．会場参
加者の11名のうち9人はジェンダーダイバー
シティ委員会委員で，他に2人の会員が参加
された．はじめに会場参加者の自ݾ紹介等を

行い，[oom参加のງ委員長が，今回を含め
て今後委員会として話し合って行く必要があ
る課題（外国人を含めて委員の数はどのくら
いが良いのかʁࡢ年から導入したEDI，E$S
ロゴなどについて）などについて説明が行わ
れた．その後，参加者から意見や要望を話し
ていただいたところ，大学1年生会員から

「今回の早稲田大会は非会員学生も参加අ無
料なので，同ڃ生などに学会に入る利点を説
明しづらい．学生が学会にはいろうと思える
ような施ࡦがあれば」という要望が述べられ
た．執行理事から学生年会අが来年から引き
下げられることや，د付ۚを元にした若手支
ԉを考えていくことが述べられた．
　以前のஉ女共同参ը委員会からも含めて，
これまで担当理事以外の委員は女性しかいな
かったのであるが，今年度14人の委員のஉ女
比は1ɿ1で，たくさんの若手も含めஉ性の委
員がランチョンに参加しており，私を含めて
女性委員にとっては感֒深くうれしい光ܠの
ランチョンとなった．

（େ༑ࢠ）

地Ҭ地質・ং෦会߹ಉ
第6会場
世話人ɿࠤ౻大介

　地域地質部会・層ং部会合同ランチョンを
大会2日目（9月5日）に議事に従い実施した
ので，以下に報告する．
１．人事
　層ং部会ɿ行事担当を௰野　ঊ会員（産総
研）に，ࡂ担当をೲ谷༑規会員（産総研）
に本学会をもって交代するҊが承認された．
２．地質学会のセッションについて
　今年度のセッションは，トピックセッショ
ンとジェネラルセッションで構成．
　部会に関連する従来のレギュラーセッショ
ン4件の対応は次のとおり．
 ・地域地質・地域層ং・年代層ংɿジェネラ

ルセッション中のサブセッション（トピッ
クセッションは立てず）として対応．

 ・新生代の地質事変記録（2018年以前は「グ
リーンタフ」）ɿトピックセッション52「新
生界地質からಡみ解く西南日本ހの成立�
付加体形成からഎހ拡大まで」を立てた．

 ・ジオパークɿトピックセッション514「大
地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパー
ク」を立てた．

 ・地質情報とその利用ɿ代ସとなるセッショ
ン（ྫえば，513ࢢ地質学やG8応用地
質）にて発表．

　発表件数は，「地域地質・地域層ং・年代
層ং」は，トピックセッションとしなかった
ためか，計15件と減少（ྫ年の1�3以下）．ト
ピックセッション化した2つは発表件数増加．
特に，「新生界ʜ」は専門分野に捉われない
幅広い発表としたためか，大幅増加．ただ
し，コロナ以前に比べると全体的に発表件数
は少ない．
３．各賞選考

　各部会から推薦した論文から論文賞と研究
励賞の各1件が選出された．
４．連合大会のセッション開催・承認につい
て
　ྫ年，地域地質部会と構造地質部会の共催
で開催している「日本列島および東アジアの
地質と構造発達史」セッションを来年もఏҊ
することで承認された．
　なお，部会の+pGU担当は現在，細Ҫ　淳
会員（産総研）だが，来年2023年度は細Ҫ　
淳会員・Ӌ地ढ़樹会員（産総研），2024年度
はӋ地ढ़樹会員の体制で担当を引き継͙予
定．

9月6日（火）12:30-13:30

海洋地質෦会
第1会場　
世話人ɿ小原ହ

　海洋地質部会ランチョンは，過去3年間の
海洋地質関連の研究機関における研究動向と
今後の調査予定等の報告を行い，各種情報の
共有を行うことを目的に開催された．
 ・東京大学大気海洋研究所（松崎賢史会員）ɿ

大規模修સྃ後のനؙの状況と大学Ӄ
生対象の計ը航海大学Ӄ生参加ܕ共同利用
について報告された．

 ・高知大学コアセンター（池原実会員）ɿコ
アセンターの共同利用や高知コアセンター
改組について報告された．また，IODPバ
ーチャル航海構想についても報告された．

 ・東海大学（ࡔ本ઘ会員）ɿ海洋学部の改組
により，海洋理工学科が誕生したことが報
告された．また，ॣՏ湾総合研究プロジェ
クトが立ち上がったことが報告された．

 ・海洋研究開発機構（ۚ松敏也会員）ɿ今年
ઃ立50周年を迎えたこと，ࡢ年「かいれ
い」が退役したこと，ࡢ年「かいめい」が
IODPのMSPとして使用されたことが報告
され，また現在ݐ造中の北極調査船の現況
として，38年引き渡し予定ということが
報告された．

 ・産業ٕ術総合研究所（三澤文ܚ会員）ɿ最
近3年間の調査について，ԭೄトラフ北部・
トカラ列島周ล調査は，望星ؙ・ਆୋؙを
使用して調査していること，沿岸域につい
ては，لҏ水ಓの調査を実施中であること
が報告された．

 ・海上อ安ி海洋情報部（小原ହ会員）ɿ
2020年に4000トンڃの大ܕ測量船「平洋」
が，また2021年に「光洋」が相次いでब役
し，現在，大ܕ測量船が4੭，600トンڃの
中ܕ測量船が3੭，合計7੭という国内最大
のフリートに成長したことが報告されڃ
た．

 ・+-DES$（੪౻実ಞ会員）ɿ最近のIODP航
海の実績について報告された．また，2024
年 以 降 のE$O3D-+apan ScientiGic Ocean 
DSilling PSogSamについて紹介され，「ち
きΎう」もMSPの一つになるという新し
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）
い֓念が報告された．

　上記の海洋地質関連の研究機関による報告
の後，海洋研究開発機構から同機構が所有す
る深海調査機ثの現況と近い将来の運用見込
みについての話題ఏ供があり，それに基づい
て今後の対応などが議論された．海洋地質部
会では，本件をզが国の今後の深海調査の命
運をࠨӈする命題として受けࢭめ，今後，地
質学・生物学・工学・調査機ثメーカーなど
զが国の深海調査コミュニティ全体での議論
の場をઃけるべきとの方向性が確認された．

ITMBOE	ASD広ใ
第2会場　
世話人ɿङ野জ宏・௰森 樹

ϫΠϦʔ・ύϒϦογϯά・δϟύϯの
+PIO�.PSSJTࢯによるITMBOE�ASDࢽの出൛ঢ়گ
ใࠂとɼฤूらとのใަ換
　ジャーナル・パブリッシング・マネージャ
ー MoSSisࢯによる出൛状況報告が英語で行
われた．Island ASc誌のインパクトファクタ
ー（I'）値がץ以来の最高値2�442を記録
したことについての報告があった他，ڝ合他
ࣾの雑誌のI'値の変動向が報告された．ま
た，Island ASc誌に関して，稿数の変動，
引用の世界各国分布，各国ಡ者，上位ダウン
ロード数，上位ඃ引用論文，ڝ合他ࣾの上位
ඃ引用論文などについてグラフ化されたࢿ料
が紹介された．将来のジャーナル引用指標や
研究評価に関わる取り組みとして，ワイリー
ࣾも最近になってॺ名しているDO3A（サン
フ ラ ン シ ス コ 研 究 評 価 એ 言: 5Ie San 
'Sanc i sco  Dec laSat ion on 3eseaScI 
Assessment）Ittps:��sGdoSa�oSgについての
紹介があり，同ࣾの裏ॻきについての説明が
なされた．MoSSisࢯの報告後に2�Aをもう
け，さらに，௰森EI$によるIsland ASc誌へ
の稿のݺびかけと，積極的な査ಡ協力のݺ
びかけが参加者むけにあった．

（௰　थ）

間小ू会

9月5（月）18:00-19:30

南極地質研究ҕһ会
第2会場
世話人ɿ外田ஐઍ

　ू会の出੮者は17名であった．最初に，本

委員会の現委員の任期（2019年9月ʙ2022年9
月）が終ྃし，次の任期（2022年9月ʙ2025
年9月）となることに伴う新たな委員の紹介，
また委員長には小山内߁人名誉教त（भ
大）に代わって大和田正明教त（山ޱ大）が
ब任することが承認された．
　引き続いて，以下の報告があった．
１． ࡢ シ ー ズ ン（2021年11月ʙ2022年3月 ）
に実施された第63次南極地域観測隊（+A3E 
63）での南極昭和基地周ล（リュツォ・ホル
ム湾沿岸，プリンスオラフ海岸）からΤンダ
ビーランド露岩域の地質調査の実施֓要につ
いて，അ場壮太郎（ླྀ球大）より報告があっ
た．
２．地質関連計ըの今後の見通しについて，
外田ஐઍ（極地研）より֓要の紹介があっ
た．南極地域観測隊の観測計ըは，今年度か
ら 第9期 ̒ カ 年 計 ը（2022-2028年，+A3E 
64-69）の期間となり，研究プロジェクトの
一ൠެืがຖ年，実施の前年य़ࠒの時期にお
こなわれる見通しである，との情報ఏ供がな
された．また，来年度2023-2024年（第65次
南極地域観測隊（+A3E 65））で南極昭和基
地周ล（リュツォ・ホルム湾沿岸，プリンス
オラフ海岸）からΤンダビーランド露岩域の
地質調査が採されたこと，またその֓要に
ついて紹介があった．
３．ຖ年開催されている極域科学シンポジウ
ムの今年度の開催予定（11月15-18日，極地
研（オンライン））について情報ఏ供があっ
た．

（֎ాஐઍ）

ࢎԘଯੵ学に関する࠙ஊ会
第3会場
世話人ɿ松田博و

　早稲田大会の中日，9月5日に間小ू会
「炭酸塩堆積学に関する࠙ஊ会」が開催され
た．本間小ू会は，1992年۽本大会からほ
ぼຖ年開催され，今年は30年目のઅ目にあた
る．コロナ感染拡大により，一ࡢ年は大会そ
のものが中ࢭに，またࡢ年はオンラインを中
心とした開催となり，本間小ू会も念な
がら開催を断念したが，今年度は3年ぶりの
対面による学会開催に伴い，改めて再開され
た．
　これまでの間小ू会では，炭酸塩に関す
る研究トピックと最新の研究動向に関して講
演・発表を行ってきたが，今回は，学会当日
までどれくらいの会員が参加できるかが不明
であったので（実際，世話人の一人は，直前
に濃厚接触者となり，学会に参加できなかっ
た），まずはこの2年間の研究・調査活動に関
する報告を中心に意見交換を行った．学会講
演数と同様に，今年の間小ू会への参加者
は十数名程度とྫ年より少なかったものの，
参加者がそれͧれコロナ感染下での調査・研
究での苦労や工夫，あるいは問題点，また教
育における課題などについて紹介した．また
今後のウィズ・コロナ状況での研究・教育活

動についても意見交換し，来年度以降のさら
なる炭酸塩研究に進展について๊負を語り合
った．さらに炭酸塩研究グループでຖ年開催
している「炭酸塩コロキウム」についても，
この2年間，オンラインでの実施であったの
で，来年य़には，ੋ非，野外巡検を含めた対
面形式で実施することが確認された．
　小ू会終ྃ後には場所を変えて，個ผにこ
れからの炭酸塩研究について議論すると共
に，やはり対面での議論が何よりも研究のア
クティビティを高めるのに重要であることを
再確認した． 

（দాതوɾాࢁ　ɾཱಸࢠ）

環境地質෦会
第4会場
世話人ɿ田村Յ೭

参加者ɿ田村Յ೭，ਿ田子，෩岡修，小ߥ
Ҫ衛，内真࢘，高ౢ洋，ּ原茂（以上̓名） 
１．環境地質部会役員について
　現在の役員は，ᒁҪ会員が੦去後に定で
置かれていたものです．
　なお，ࡢ年（2021年）の名古屋大会では，
環境地質部会の解散，「地質環境の長期安定
性研究委員会」メンバーとともに新部会のઃ
立について意見をいただきましたが， 最終的
には現在の部会を維持し，「地質環境の長期
安定性研究委員会」のみ解散し，そのメンバ
ーが現在の環境地質部会にొ録することとな
りました． 本件については，ྩ和４年３月
執行理事会にて報告され，ྩ和４年４月理事
会で正式に報告されました． 
　その後，ྩ和4年6月14日に部会のଧち合わ
せを行い，6月16日にその時の議事録を部会
ొ録された会員に報告をいたしました． 
　その内容に従い，役員について，̔月，事
前に部会にొ録している会員からの自薦，他薦
に関する連絡を行い，間小ू会当日の参加者
からの推薦をもとに以下の通りとなった． 
 ・部会長　田村Յ೭（ઍ༿ݝ環境財ஂ）
 ・෭部会長　内真࢘（日本大学）
 ・行事担当　新ཬ史（+AEA）（行事委員

担当），小ߥҪ衛（ҵ大学）（+pGU担当ɿ
人間環境とࡂリスク） 

　なお，今回の役員の任期は2年間（2024年
の年会まで）とします．
２．部会の活動について
　これまでの環境地質部会の立場も維持しつ
つ，より学術的にバランス（等のࡦへ
の対応等）をとるよう心ֻけていく． 
 ・ショートコース（オンライン）を検౼．
 ・関連部会，学会と連携したاըの検౼ ．

ྫɿコア観察（土質，環境バージョンɿ応
用地質学会との連携）

 ・学部生・大学Ӄ生向けの間小ू会などの
 （業での取り組みの事ྫ紹介などا）ըا

上記اըに対して，$PD付与をなるべく3�0
以上（日ʁ）を目指す．
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地質学史࠙会
第5会場
世話人ɿ会田信行

島ಓ子ɿ徳Ӭ重߁について，൧௩　መにつ
いて　
会田信行ɿ成田層と木下層の研究史
　加౻ᛨ一会長のѫࡰの後，徳Ӭ重߁に関す
る上記の2講演が行われました（出੮者11名）． 
　日本地質学会の学術大会は2年ぶりに対面
で開催されました．過去２年間は間小ू会
は中ࢭになりました．今回も෩の影響が心
配されましたが，前日に෩が通過し，ٱし
ぶりに開催できました．
　会場のロビーには徳Ӭ重߁に関するパネル
展示がありました．早稲田大学教तで日本地
質学会会長もめた徳Ӭ重（1874-1940）߁
は，ݝの石・東京の化石「トウキョウホタ
テ」の記載命名を行ったことでも知られてい
ます．トウキョウホタテの標本を含めた展示
は早稲田大学・地質学会関東支部の協力の下
に行われました．地質学史࠙話会はこの展示
に関連して，徳Ӭ重߁に関する間小ू会を
開催しました．
　島ࢯは徳Ӭ重߁の履歴や，古生物学（ト
ウキョウホタテなどの無動物，デスモス
チルスなどの動物）研究，石炭に関する
研究，満調査ஂ，南極探検への協力など多
にわたる活動を紹介しました．また，徳Ӭذ
のఋ子である൧௩　መに関しての調査につい
ても報告しました．
　会田ࢯはトウキョウホタテを多産する成田
層について，その初出，変遷，最近の研究結
果などを報告しました．成田層はઍ༿ݝ下の
成田・ञ々Ҫ・大・木下・松ށ等の層の
総শとして部長克（1906）が命名しまし
た．#Sauns(1881)が報告したԦ子層をԦ子
層とし，成田層より下位にくるとしました．
Ԧ子層のトウキョウホタテを記載した徳Ӭ
重（1906）߁が層の年代をߑ積期としたこ
とから，Ԧ子層・成田層の年代はߑ積期にగ
正されました．成田層はその後細分され，上
岩ڮ層より上位の海成層（木下部層）を指す
ようになる1980年代以降は成田層の使用はさ
けて，木下層が使われるようになりました．
　講演の後，Ӻ近くに会場を移して࠙親会を
行いました．྆ࢯの講演要ࢫは地質学史࠙話
会会報に掲載される予定です．

（ձా৴ߦ）

学ੜ・एखのたΊのަ流会
第6会場
世話人ɿླ木克明・志村ါ྄・ٱࠤ間ҍ
樹・下岡和也・٠川র英

　「学生・若手のための交流会」は，学生・
若手の会員および理事からなる世話人7名が
中心となり，「地質学を研究する学生・若手
間の交流をより活発化したい」としてاը・
運営を行った．対面方式による現地開催は9
月5日の間小ू会にて，[oomを使ったオン

ライン開催は9月10日のポスターセッション
後にそれͧれ実施した．
　現地開催には，学部生5名，修士学生16名，
博士学生13名，ポスドク7名，大学教員6名，研
究所所属7名，ا業所属1名，その他5名の計60
名（世話人含む）の参加があり，一人一言づつ
の簡単な自ݾ紹介の後，参加者にフィールドや
実験室といった自身の研究活動に関する話題を
スライド3ຕ程度で自༝に紹介していただき交
流を図った．露頭紹介やフィールド調査での武
༐伝など地質学会ならではの話題も多く見受け
られ，会場ではসいやഥ手が起きるなど，参加
者が一体となって時間を共有した．
　オンライン開催では，スピーカー 3名（܂
野（ઍ༿大），ਆ谷（同志ࣾ大），板野ܟ太博
士（ळ田大））に研究航海やポスドクの研究生
活等，研究生活面での体験ஊについて講演を
してもらい，その後ブレイクアウトルームで
の࠙親会を行った． 本交流会には，学部生1
名，修士学生6名，博士学生5名，ポスドク3名，
大学教員3名，研究所所属2名，ا業所属2名の
計19名(世話人含む)の参加があった．講演では，
今後の進路選やब৬活動の参考になる話題
など，و重な生のをご紹介いただいた．࠙
親会では，自ݾ紹介や研究に関する情報交換，
近況報告や進路相ஊ等，2-4名の少人数でより
深い話題を語り合い交流を深めた．
　大会終ྃ後，交流会に関するアンケートを
実施したところ，今回の交流会に参加した方

（18名）からは「交流会の満足度」について，
非常に満足（50％），やや満足（33%），ී通

（11%），やや不満（6%），非常に不満（0%）
との回答を得たほか，グループで話せる時間
や自༝な交流時間がもっとほしかったとの意
見が挙がった．今回不参加だった方を含めた
全回答者（計70名）からは，「来年度の地質
学会で若手交流会に参加したいか」の質問に
対し，参加したい・どちらかといえば参加し
たい（69%），どちらでもない（24%），参加
したくない・どちらかといえば参加したくな
い（6％），未回答（1％）の回答を得た．開
催を希望するが多く，来年度以降も継続的
に実施していく必要を感じる結果となった．

ɹɹ		ࢢຽ講演会	
関東のࣗવࡂとࡂ

日程ɿ2022年9月4日（日）
会場ɿ早稲田大学早稲田キャンパス15号館03
教室
プログラムɿ
13:00ʙ13:05　開会　支部長ѫࡰ
13:05ʙ14:10　講演1 ࣡正展ࢯ（産業ٕ術
総合研究所）「関東の海溝ܕ地震・波履歴
に関する最近の知見」
14:10ʙ15:15　講演2 山崎晴雄ࢯ（東京立
大学名誉教त）「東京の地形と自然ࡂ」
15:15ʙ15:25　ܜٳ
15:25ʙ16:30　講演3 土屋信行ࢯ（ެ財 リバ
ーフロント研究所）「東京低地のࡂに備え
るࡂまちづくり」
ด会　ࡰ事長ѫװ　16:30
　今回の大会は，2016年の東京・ࡩ上水大会に
引き続き東京での開催となった．関東支部は，
東京を含み多くの会員を๊えているが，他の支
部と同じ「地方活動」を担う組織である．東京
は，無いものが無いと言われる日本を代表する
ࢢであるが，地形・地質においては当然日本
を代表する場所ではなく，無いものはたくさん
ある．東京の備されたインフラストラクチャ
ーにはࡂ施ઃも含まれるが，東京のࡂ施ઃ
の備状況が他地域と比べて進んでいるอ証は
なく，実際にࡂが発生すると，どのようなこ
とが起きるか予測は難しい．
　今回のࢢຽ講演会はʰ関東の自然ࡂと
ʱというテーマで，東京および周ลの地ࡂ
形・地質の特徴を理解していただき，引き起
こされるࡂやࡂのऑ点を考えていただく
事を目的として行った．࢘会はߥҪ良祐関東
支部װ事（川崎地質ג式会ࣾ）が担当し，向
山　栄支部長（国際航業ג式会ࣾ）のѫࡰか
ら始まった．1人目の産業ٕ術総合研究所の
࣡正展ࢯには，関東地方の東の日本海溝，
南ʙ南東の相模トラフを震源として繰り返し
発生してきた巨大地震や波に関しての最近
の知見を紹介していただいた．2人目の東京
立大学名誉教तの山崎晴雄ࢯには，東京に
おける自然ࡂの素因となる地形の成り立ち
を説明しながら，ࡂ教育にそれを取り込む
ことや，自然ࡂから身をकるために自分の
周ลの土地条件を握することの必要性を示
していただいた．3人目のެ財リバーフロン
ト研究所の土屋信行ࢯには，大規模な水に
ऻわれた時，ށߐ川۠などは人ޱに応じたආ
難所の収容数が無いため分散ආ難という方法
をとっていることなどを，元行৬員という
立場から解説をしていただいた．
　今回のࢢຽ講演会は，地質情報展とྡり合
わせた講義室で行われた．前日の地質情報展
の様子が/),ニュースで放送された影響も
あってか，多くの方に参加していただいた．
コロナ感染拡大対ࡦで，会場の൶は開けた
ままで開催したこともあり，常に人の出入り
はあったが，最大110人程度の参加者があり，

ӨɿԼԬʣࡱʢࢠのձの༷࠵地։ݱ

ΦϯϥΠϯ։ࢀ࠵ՃऀのΈͳ͞·ʢࡱӨɿԼԬʣ
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）
Ԇべの参加者数はこれを上回る数であった．
これはうれしい反面，会場がやや密の状態に
なってしまった事は反ল点である．会場を1
カ所にू約することはなかなか難しいが，今
回はࢢຽ講演会と情報展の相乗効果が生まれ
たように思われる．
　科研අ申でお世話になった地質学会事
会場をఏ供していただいた早稲田大学，ہ
に，この場をお借りしてお礼申し上げる．

（ּؒ༑തɿ関東支部װ事長，-O$事ہ長）

地質ใల2022と͏͖ΐ͏
ʕ৺の地Լを୳るʕɹ	ɹ

　「地質情報展2022とうきょう」が，産業ٕ
術総合研究所地質調査総合センターと日本地
質学会の主催，早稲田大学教育・総合科学学
術Ӄの共催のもと，早稲田大学早稲田キャン
パス15号館ロビー（東京新宿۠）で9月3日

（土）ʙ5日（月）の３日間開催されました．
東京での開催は2016年の日本大学文理学部

（東京世田谷۠）に続くものです．これま
での地質情報展は親子連れの方々を主対象と
考えてاըしていましたが，今回は6年前に
も東京の地質情報展が開催されていたことも
あり，中高生以上の大人の方を主対象とした
テーマでاըしてみました．
　3日9時10分から開会式を行い，主催である
地質調査総合センターの中ඌ信典総合センタ
ー長の開会ѫࡰに続き，日本地質学会の岡田　
誠会長（リモート参加），第129年学術大会

（東京・早稲田大会）実行委員長の高木ल雄
早稲田大学教तからのお言༿をいただきまし
た．
　会場のロビー内に，サブタイトルでもある
心の３次元地質地盤図のパネル8ຕと大ܕ
地質地盤図の床షり（「۠部の地質図」，「2
万年前及び14万年前の谷底の地形」の２種
ྨʀそれͧれ4 m x 4�5 m）を置きました．
パネル横には，大ܕモニター 2で3次元地

質地盤図の説明」ビデオを流すとともに，実
際に8E#ެ開されている3次元地質地盤図の
デモをしながら説明しました．床షりの地質
地盤図ではそのまま床షりの地図の上に乗っ
ていただき，来場者のご自など馴染みのあ
る場所の位置を見ながら説明をしました．そ
のほか，「東京の地史」，「東京の地質」，「東
京の地下水」，「地中熱利用システム」，「地震
の起こり方」，「ट直下地震」，「ट圏周ล
で起きる波」，「多ຎ川低地のԭ積層アトラ
ス」などのパネル展示を行いました．加え
て，「地盤の液状化実験」，「地盤の༳れ実験」，

「地質ジオラマ模ܕ」の体験ブースも出展し，
上記のパネルと合わせて，地質調査総合セン
ターのスタッフが来場者に対して実演と説明
を行いました．これらの体験ブースでは単な
る図や文ࣈの説明だけではなく，現象を実験
で見ることができるので，理解がより深まっ
たようです．日本地質学会からは，第13回惑
星地球フォトコンテストの入選作12点の展
示を行いました．ロビーにྡ接する教室を使
用して，3日ޕ後と4日のޕ前に地質調査総合
センター研究員によるミニ講演会（地盤の༳
れのもととなる地震のしくみ，地盤の༳れの
ҧいをもたらす地質の分布，地盤の༳れに伴
って生じる地盤液状化ʀ各30分程度）も行い
ました．展示に加えて，東京周ลの地質図幅
や地質標本館のミュージアムグッズのൢചも
行いました．
　開催直前に新ฉ2ࢴで展示開催の紹介記事
が掲載され，さらに開催中は，3日ޕ前に
/),の取ࡐを受け，その日のன，༦方，ཌ
日のேのट圏ニュースで放送されたことも
大きく影響したようで，開催３日間で1500
名を超える来場者がありました．心の3次
元地質地盤図については，内にॅむ方々に
とっても関心の高い話題であることは予想し
ていましたが，2020年初めから続くコロナՒ
にあって来場者数を予想しづらい中で，多く
の皆様のご来場をいただいたことは，開催し
た側にとって大きな励みとなりました．
　今回の展示で使用した展示パネルは，地質
調査総合センター 8E#サイトの「地質情報
展ポスターアーカイブサイト」で高ৄ細ը૾
のӾཡができますので，学校などの教ࡐとし
てご活用いただければ幸いです．Ittps:��
XXX�gsj�jp�eWent�joIoten�aScIiWes�index�
Itml

（ᠳฏ，࣡ਖ਼లɿ産業ٕ術総合研究所ࢠۚ）

ୈ20ճ日本地質学会
δϡχΞηογϣン

ʲ༏ल　�݅ʳ
+-P-5 マッサージ機を用いた液状化モデル実
験の定量化についてɿ中央大学ෟ属高等学校
+-P-6 知らない現象（不知火現象）を科学す
る3ʙ不知火現象はɺ単なるのු島現象かʁ
ʙɿ۽本ݝ立Ӊ土高等学校科学部地学班
+-P-12 ϔリコプリオンのֺ部ロボ化石から生
態をඥ解くɿઍ༿経ࡁ大学ෟ属高等学校

ʲྭ　�݅ʳ
+-P-4 لҏ島における࢛万十帯の岩石密度ɿ
和Վ山ݝ立田ล高等学校科学部
+-P-7 南知多ொ๛浜・山海間の海岸の2ຕの࠭
岩・ڽփ岩層―ཻܘと堆積構造のਨ直分布を
使った比較―ɿ名古屋中学校自然科学部
+-P-8 山陽帯の花崗閃岩の角閃石にみられ
る微細構造ɿฌ庫ݝ立ඣ路東高等学校科学部
+-P-9 ࣎լݝ根ࢢの۔川に分布するట炭層
中のササラダニ化石ɿ群അݝ立太田女子高等
学校理科研究部地学班

ʲࢀՃߍ （r16ஂ体・17件）
 ・成田ジュニアストリングオーケストラ「ࡂ

とԻ楽」探究チーム
 ・ઍ༿ݝ成田高等学校
 ・ઍ༿ࠤݝࢢ立Ҫ野中学校
 ・和Վ山ݝ立田ล高等学校科学部
 ・中央大学ෟ属高等学校
立Ӊ土高等学校科学部地学班ݝ本۽・ 
 ・名古屋中学校自然科学部
 ・ฌ庫ݝ立ඣ路東高等学校科学部
 ・群അݝ立太田女子高等学校理科研究部地学

班
 ・群അݝ立前ڮ東高等学校理科部

ձの༷ࢠ

ղઆの༷ࢠ

ϑΥτίϯテスτೖબ࡞のలࣔ
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 ・北中学校・北高等学校地学部
 ・ઍ༿経ࡁ大学ෟ属高等学校
 ・Ѫඤ大学ෟ属高等学校
川中学校・高等学校地学部ࢢ川学園ࢢ・ 
学Ӄ中学校高等学校自然科学班ٶ・ 
立国分高等学校サイΤンス部地学ݝ島ࣇࣛ・ 

班�天文班（2件）

2022年学ੜのたΊの		
地質系ۀքઆ明会

ʙͦのۀքのࣄをるたΊの
αϙートαーϏスʙ

　地質系業界説明会は，学生の皆様と関係す
る教員の方々に，将来のब৬先の一つである
地質系業界の実態や各ࣾの業内容などを知
っていただくものであり，当学会の地質ٕ術
者教育委員会が中心となって開催しました．
この説明会では，参加されたا業・ஂ体（以
下，会ࣾ）の紹介ࢿ料を学会)Pに掲載し，
それを参考にして，学生の皆様には開催が異
なる日時の対面説明会とオンライン説明会に
おいて希望の会ࣾを訪問していただきまし
た．新ܕコロナウィルス感染の影響で，対
面説明会は2019年の山ޱ大会以来であり，オ
ンライン説明会は初めて開催したࡢ年に続い
て行いました．
ʢ�ʣࢀՃ͠た会ࣾ
　参加会ࣾは35ࣾでこのうち16ࣾが学会のࢍ
助会員です．24ࣾが対面説明会に，31ࣾがオ
ンライン説明会にそれͧれ参加し，１ࣾが学
会)Pへの紹介ࢿ料掲示でした．参加会ࣾは
以下のとおりです（50Իॱ，※は対面・オン
ライン説明会参加，˓は対面説明会参加，˖
はオンライン説明会参加，ҹなしは紹介ࢿ料
掲示）．
᷂I/PE9※，応用地質᷂※，川崎地質᷂※，
基ૅ地盤コンサルタンツ᷂※，クニミネ工業
ઃٕ術研究所※，原子力発電環ݐ ᷂，※᷂
境備機構※，ڵѥ開発᷂※，国土ٕࡂ術
᷂˓，᷂コスモݐઃコンサルタント˖，᷂サ
ク セ ン ※， 三 和 ボ ー リ ン グ ᷂ ※， ᷂
+-PO8E3ઃ計コンサルタント˓，ॅ鉱ࢿ源
開発᷂˖，ॅ༑大ࡕセメント᷂※，ॅ༑ۚ属
鉱山᷂˖，石༉ࢿ源開発᷂※，太平洋セメン
ト᷂※，᷂ダイϠコンサルタント※，᷂地圏
総合コンサルタント˖，᷂地層科学研究所
˓，中央開発᷂※，᷂ドーコン˖，トキワ地
研᷂˖，ඈ島ݐઃ᷂˖，᷂日さく，日మ鉱業
᷂※，日特ݐઃ᷂※，日本工営ࢢ空間᷂
˖，᷂ニュージェック※，ハイテック᷂※，
᷂パスコ※，᷂ෙཀコンサルタント˖，᷂村
ඌٕݐ˖，明࣏コンサルタント᷂※
ʢ�ʣର໘આ明会
ᶃ開 催 日 時ɿ2022年9月5日（ 月 ）11ɿ00ʙ

16ɿ00
ᶄ開催場所ɿ早稲田大学早稲田キャンパス
（東京新宿۠ށ௩ொ1ஸ目104番地）第14
号館5֊

ᶅ参加අɿ無料（学生は，日本地質学会会

員，非会員を問わず，学術大会への参加ొ
録は不要です．ただし，その場合は学術大
会の他のاըには参加できません．）

ᶆ参加会ࣾɿ24ࣾ（上記）
ᶇ参加学生ɿ20大学，54名，Ԇべ訪問数202．

学生1名当り3�7ࣾ訪問，会ࣾ1ࣾ当り8�4名
訪問．

ʢ�ʣΦϯϥΠϯઆ明会
ᶃ開催日時ɿ2022年9月16日（ۚ）13ɿ00ʙ

19ɿ00
ᶄ開催方法ɿ;oomを用いたオンライン方式
ᶅ参加අɿ無料（学生は，日本地質学会会

員，非会員を問わない．）
ᶆ参加会ࣾɿ31（上記）
ᶇ参加学生ɿ16大学，41名，Ԇべ訪問数198．

学生1名当り4�8ࣾ訪問，会ࣾ1ࣾ当り6�4名
訪問．

ʢ�ʣࢀՃঢ়گ
　ट圏で開催した対面説明会であったの
で，会ࣾ数，学生数ともこれまでの実績の2
倍以上となりました．対面説明会では，早稲
田大学のご配慮により学術大会開催のݐ物と
同じであったため，当日参加の学生が20名と
多く，参加学生全体の4割近くをめました．
ただ，新ܕコロナウィルス感染対ࡦのた
め，1ࣾブースでの同時参加学生数を3名まで
としましたので，訪問希望の会ࣾブースが満
員のため訪問を断念した学生もいました．
　オンライン説明会は学術大会およびe-ポス
ター期間と重ならないように9月中०開催と
し，ࡢ年と比較すると，参加会ࣾ数は10ࣾ増
えたものの，参加学生数，参加大学数，学生
1人当たり訪問会ࣾ数，会ࣾ1ࣾ当りの訪問学
生数はいずれもほぼ同じ状況でした．会ࣾに
とっては学術大会開催地にࣾ員をݣしなく
ても会ࣾ説明ができることから参加数が増え
たものと思われますが，学生の参加状況がࡢ
年より増えなかったことから，広報のやり方
にさらなる工夫が必要であると考えていま
す．
　2つの説明会を合わせると，参加学生はԆ
べ95名（参加大学23大学）で，Ԇべ訪問数は
400に達しました．参加学生の多い大学は，
日本大学（15名），東北大学（9名），島根大
学（8名），山ޱ大学・早稲田大学（7名），ઍ
༿大学・山大学（6名）の7大学で，このう
ち5大学が+A#EEの認定プログラムを有して

いるあるいは+A#EE認定のためのカリキュ
ラムを組んでいるという特徴があります．
ʢ�ʣアϯέʔτ結Ռ
　アンケートは対面説明会とオンライン説明
会に参加した会ࣾと対面説明会に参加した学
生に対して，それͧれ行いました．結果のグ
ラフはࢴ面の関係でผのページに掲載してい
ます（本誌33p．参র）．
ᶃ参加会ࣾɿ対面説明会では時間ઃ定，会場

の広さ，対応人数などについては֓Ͷ評
でした．オンライン説明会では参加学生数
や１コマ45分の長さは֓Ͷ評でしたが，
開催時間（13:00ʙ19:00）が長いというご
意見でした．1コマ45分とすると開催時間
では8コマとなり，1人の学生が訪問できる
会ࣾ数の上限に当たります．اըஈ֊で短
くしようとしたのですが，参加会ࣾが31ࣾ
と多くなったので学生にできるだけ多くの
会ࣾを訪問してもらいたいために上記の時
間となったものです．2つの説明会を通し
て，参加අ用は適であり，来年も参加し
たい，とくに対面説明会とオンライン説明
会の྆方に参加したいということから，来
年も同様のاըを開催したいと思います．

ᶄ対面説明会への参加学生ɿアンケート結果
によると満足度は高く，会ࣾから必要な情
報を入手することができたという回答に学
会としてはاըしてよかったと思っていま
す．開催の情報については少なくとも1ि
間以上前には入手していたものの，申し込
みは参加できるかどうかの判断のために開
催の1ि間前になったケースが多いようで
す．開催情報は学会情報（)Pやメール（ジ
オフラッシュ））以外に，大学や指導教員
からのҊ内も多く，いろいろなഔ体で情報
を入手していたようです．一方，)Pに掲
載した各ࣾの紹介ࢿ料（今年の12月まで
は学会)Pに掲載しています．下記U3-参
র）の事前視聴が少なく，存在自体を知ら
なかったケースがありました．当日参加の
学生が知らなかったことが考えられます
が，いずれにしても来年は広報の仕方を工
夫して，さらに充実したاըとして開催す
るつもりです．
Ittps:��conGit�atlas�jp�guide�eWent�geo
socjp129�static�gZokai@suppoSt�sanka

ʢ�ʣँࣙ
　参加された多くの会ࣾ，とくに当日説明対

ʢࣸਅ1ʣର໘આ໌ձのঢ়ྫگʢ֤ࣾのঢ়گ
Լهの63-ࢀরʣ
IUUQ���XXX�HFPTPDJFUZ�KQ�FOHJOFFS�
DPOUFOU�����IUNM

ʢࣸਅ2ʣΦϯϥΠϯઆ໌ձのঢ়ྫگʢ֤ࣾの
ঢ়گԼهの63-ࢀরʣ
IUUQ���XXX�HFPTPDJFUZ�KQ�FOHJOFFS�
DPOUFOU�����IUNM
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）
ཽのࠎの構造」ˠ「ཽڪから鳥ྨへの進化」
のॱに講ࢣよりஸೡな説明があった．実物の
前中はޕ，標本を見ながらの説明でありཽڪ
少しۓ張気味だった子供達からも講ࢣへ質問
をしている様子も見られた．ཽڪと྆生ྨの
味深く，子供ڵ格のҧいについての説明はࠎ
だけではなく，参加された大人の方も熱心に
話をฉく࢟が見られた．最後に説明を受けた
鳥ྨの話は最もڵ味深かった．鳥ྨはཽڪと
۠ผされるものではなく，「ཽڪそのもの」
ということが学術的にも証明されているとい
うことで，「6400万年前のཽڪの絶໓は，「鳥
ྨをআいてཽڪが絶໓した」という表現が正
しい」ということを教わった．
ʲアϯέʔτ結Ռʳ
　巡検開催後に，アンケートを実施した．ア
ンケートの内容は，イベントの満足度，講ࢣ
の説明の分かりқさ，今後もイベント開催を
望んでいるか等であったが，֓Ͷ満足との回
答が多く，今後の開催も望むというという回
答が大多数であった．以下に参加者の感想の
一部を示す．反ল点は，上野動物ެ園の東園
から西園への移動ڑ離が子供にとっては長か
ったという意見があったことであり，今後の
行事開催の際のコースઃ定に生かしていきた
い．ᶃ子どもだけでなく，大人にとっても新
たな気付きを与えられるお話をう事ができ
ました．ᶄ素晴らしい行事をاըしてくださ
り，親子ともにເのような1日でした．ᶅ動
物園や博物館でのؑ賞（ʁ）観察するときの
ポイントとして役立つお話しでした．

（文　ࡉࢤ）

८ɹɹݕ

【総括】
　日本地質学会第129年学術大会（2022年早
稲田大会）では関東各地で9コースの巡検を
ըし，最少催行人数を超えた8コースにつا
いて大きなトラブルなく無事実施することが
できた．
　当初早稲田大会は2021年ळの予定であり，
それに合わせて2019年の年ࠒから巡検コー
スの検౼を始めた．しかし年が明けて2020年
になると新ܕコロナウィルス感染が拡大し
始め，名古屋大会の１年Ԇ期に伴い早稲田大
会も2022年開催に変更された．大会の現地開
催および巡検の実施が3年ぶりとなったため，
準備から実施に関する手ॱなどの引き継ぎが
途絶えてしまっており，かなりの部分が手探
りであった．
，にわたりݝըされた9つのコースは15ا　
様々なテーマをカバーするよう，かつ2016年
の東京・ࡩ上水大会とは異なる特৭を持つよ
うاըされた．ジオパークに関係するコース
が４つあり（下ਔ田，子，ட，ҏ౾大
島），それͧれジオパークの関係者にҊ内や
コースの準備などごਚ力いただいた．また上
総層群を対象とするコースが4つ，それͧれ
層ং，テクトニクス，テフラ，化石と異なる
テーマでاըされた．そのほか黒鉱鉱床，ҏ
౾大島火山をテーマとした巡検が実施され
た．今回，宿ധ（1ധ）を伴うコースは２つ，
それ以外は日ؼりであった．日ؼりコースの
うち，ିバスを利用せず，ެ共交通機関の
利用もしくはెาのみで全行程を回るコース
が２つあった．
　今回は新ܕコロナ感染対ࡦのため，巡検
のاըஈ֊から，バスでの長時間移動をආけ
て現地ू合とする，宿ധをආけて日ؼりとす
る，ҿ৯ళでの৯事をආけてห当を手配する
など，これまではなかった配慮をする必要が
あった．Ҋ内者の方々は行程の計ըに苦心さ
れたことと思う．また感染の影響で予定し
ていたバス会ࣾが営業終ྃしてしまったり，
ஂ体٬の宿ധを受け付けてもらえないという
ことも起きた．バスを利用するコースでは乗
ं時に検温や手指ফಟが必要となり，それら
の手配の必要も生じた．
　実施コースが確定し，諸々の連絡が一ஈམ
してあとは大会と巡検の実施をつのみとな
った̔月，ԭೄで大ܕの෩が発生し，関
東直ܸの可能性が出てきた．Ҋ内者のٸۓ連
絡先リストは作成されていたものの，念のた
め巡検の中ࢭ基準や中ࢭされた場合の連絡手
ॱ，参加අいしについて確認し，෩の
経路を見कった．̕月になり，まずはプレ巡
検がҏ౾大島で行われた．初日にӍに降られ
たが無事に終ྃしたとの連絡を受けた．続く
ポスト巡検もӍに降られたところは多かった
が，なんとか無事終ྃした．実施されたすべ
てのコースが事ނもոզもなく終ྃしたと連
絡を受けたときは本当にほっとした．念な

ࣸਅ1　࣮େのΰϦϥखとൺΔࢀՃऀの
খֶੜ

ࣸਅ2　ࢀՃऀɼࢣߨɼスλοϑのू߹ࣸਅ
ʢཱࠃՊֶʣ

応をしてくださいました各ࣾのご担当者様，
会ࣾ訪問された学生の皆様，対面説明会会場
の手配にごਚ力いただきました早稲田大学の
高木ल雄-O$委員長，開催についていろい
ろஈ取りをしていただきました高ౢ礼ࢻ行事
委員長および学会事ہの皆様，本説明会情
報を広めてくださいました内ඌ༏子広報委員
長，そして学生に情報を伝達していただきま
した多くの大学教員の皆様に深く感謝申し上
げます．

ʑʀ理事・地質ٕ術者教育委員会ࠤ）
෭委員長）

Ո८ݕɹ	ɹɹ
ʮੜ໋の進Խをָしく学΅͏ʯ

　家巡検は日本地質学会第129年学術大会
（2022東京・早稲田大会）の関連行事として
開催され，名前のごとく，学会に参加された
会員の家の方が一緒に楽しんで学ぶことを
目的に開催された．関東支部主催の前回大会

（日大大会）は「等々力ܢ谷」を散ࡦするコ
ースを実施しており，関東支部主催では2回
目の開催となった．
　今大会，家巡検は，2022年9月3日（土）
に実施し，ޕ前は「上野動物園」（講ݘ　ࢣ
௩則ޕ，（ࢯٱ後は「国立科学博物館」（講ࢣ　
ሣ比地ࢯ）とし，「生命の進化を楽しく
学ぼう」というテーマの元に実施した．参加
者は14名で，その内，子供は5名（いずれも
小学生）であった．
ʲ্動物Ԃʢޕલʣr
　当日の10時に上野動物園の正門前にू合
し，正門に近い東園の「ྶ長ྨ」と「ゾウ」
を見学した．その後，西園にెา移動し，「྆
生ᗡྨ館」を見学した．
　ྶ長ྨは原Ԑからྨ人Ԑ（ゴリラ）まで一
通り見学し，ώトへの進化についての説明を
受けた．ゴリラ౩のྡにはゴリラのาいてい
る様子を再現した実物大の模ܕや，実物大の
手の模ܕがあり，子供達がาき方を真ࣅたり，
手の大きさを比べたりしていた．ゴリラは３
本指の中અのߕで接地するݓ（手എ(しΎは
い)）า行（ナックルウォーキングとも言わ
れる）が知られているが，ݓา行による足，
手の使い方についてৄ細な説明があった．
　ゾウは象ࣷのわきにゾウの進化に関する展
示があり，掲示を見ながら進化と大ܕ化の説
明を受けた．ゾウは元々，バクのような形態
をしており，ඓは短かったが，生活環境の変
化で大ܕ化し，ඓも長くなったとの説明を受
けた．
　最後に，西園の水館にいる྆生ྨ的な特
徴を持つ魚「ഏ魚」やオオサンショウウオと
いった生きている化石を見学した．
ʲࠃ立Պ学ത物ؗʢޕ後ʣr
　ன৯は上野動物園内もしくは上野ެ園内で
自༝に取ってもらい，ޕ後は国立科学博物館
前にू合した．ޕ後は「ཽڪの分ྨ」ˠ「ڪ



11日本地質学会News　25（11）

がらコロナጶױ等で巡検参加のキャンセルが
数件あったが，事後のクラスター発生などの
連絡は受けていない．
　巡検Ҋ内ॻに関しては，巡検Ҋ内ॻฤू委
員長（亀ඌࢯ࢘ߒ）のもとでฤूが行われ
た．地質学雑誌の全電子化に伴い，各コー
スごとに学会事ہがҊ内ॻのプリントアウ
トを作成し，Ҋ内者を通じて参加者に配布す
る形となった．PD'はॱ次+-S5AGEおよび
地質学会の大会サイトに掲載される予定であ
る．
　感染が収束しない中で３年ぶりの巡検実
施というイレギュラーな事態であったが，こ
のような状況下で巡検コースの準備とҊ内ॻ
の執筆をしていただいたҊ内者の皆様にまず
感謝申し上げます．各コースを担当し連絡や
準備に関わった関東支部װ事，+5#のご担当
者様，亀ඌ巡検Ҋ内ॻฤू委員長とฤू委
員，またおしい中Ҋ内ॻの査ಡを引き受け
てくださった査ಡ者の皆様にも御礼申し上げ
ます．そして学会事ہの方々は大変おർれ
さまでした．来年の京大会でも無事巡検が
行われることをفっています．

（খদݪ७ࢠɿ-O$巡検担当）

Aίース
νόχΞンG441αΠトと
Խしたલހ海ຍ্૯܈の
ং

ʦ中ࢭʧ

#ίース
૯島東෦ɼ্૯܈Լ෦
の海ఈ地すΓとલހςΫト
χΫス

9月7日（水）実施
Ҋ内者ɿӉٶ正志・大௶　誠
参加者ɿ安ᬑܒ明・Ӊ澤ؙ݈ڇ・ߊ太郎・
߳川　淳・亀高正உ・小松原純子・高野　
修・高ڮ直樹・高山信ل・中ౢ　݈・ྛ　宏
樹・ྛᣈᣦ花・松元日向子・三澤文ܚ

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　#コースでは総島東部の上総層群下部
を見学した．本地域には前ހ海ຍ堆積物であ
る上総層群下部が露出し，古くから断層によ

る応力解析や堆積学的研究が盛んな地域であ
る．本巡検では断層と海底地すべり堆積物の
研究の進展や5万分の1地質図幅「上総大原」
を紹介しながら，堆積ຍ発達や前ހテクトニ
クスについて議論した．参加者は，地質に関
するެ的研究機関，地元ઍ༿ݝの天然ガス開
発会ࣾ，あるいは大学Ӄ生と様々な方にご参
加いただいた．
　ே8:00にઍ༿Ӻ東ޱにू合し，中ܕバスで
ઍ༿東ۚಓ路と圏央ಓを経༝してStop 1の御
宿ொ田৲海岸へ向かった．Stop 1ではউ浦層
の࠭岩ట岩互層と南北向の正断層を見るこ
とができる．౸着前にं内で総島東部の
断層の活動史について簡単に解説し，現地で
は断層の࢟勢や地質図上での分布について説
明した．その後，行程のれとৠしॵさを考
慮してStop 2（উ浦ࢢ川）をスキップし，
御宿とউ浦の֗や海岸が見渡せるメキシコ記
念ౝにて早めのன৯をとった．ன৯後，128
号線を北へ向かってStop 3に౸着した．Stop 
3ではいすみࢢ大原の海岸沿いで࿘花層と大
原層の岩相境界と広域テフラ，および大規模
な海底地すべり堆積物を見ることができる．
海底地すべり堆積物は波అ上から観察し，
希望者はその基底部を観察した．岩体の岩相
や定置した場所の堆積環境からҊ内者の復元
૾を説明する中で，海底地すべりに関する参
加者のイメージは様々だと感じた．また，࿘
花層から大原層の岩相と大۱石を含むࡔ東2
テフラに対比されるテフラ層,#についても
簡単に解説した．その後，ಓのӺたけゆらの
ཬ大多تでܜٳをとってStop 4へ向かった．
Stop 4は大多تொ川ാにある素掘りのトンネ
ルで，ԫ和田層上部,d8テフラ層の下位にڬ
まる海底地すべり堆積物（M5D-8）の内部
構造を観察することができる．この海底地す
べり堆積物は石փ質ナノ化石やテフラ層の分
析から定置層準より下位の層準に༝来するこ
とが明らかにされており，海底ࣼ面の地層が
深く৵৯されて変形しながら海底面上に乗り
上げた復元૾を説明した．参加者の皆さんか
らは，ྋしいトンネル内でライトをরらすと
海底地すべり堆積物の内部構造が鮮明にөし
出される体験が評だったようである．
　今回の巡検は天候に恵まれ時間的༨༟をも
って実施することが出来ました．Ҋ内者も現
地での参加者の皆さんとの議論を通して多く
のことを学びました．ே早くू合していただ

き，終日熱心に議論し
ていただいた参加者の
皆さんに感謝申し上げ
ます．

（Ӊٶਖ਼ࢤ）

ʲࢀՃऀのײʳ
　私は前ހ海ຍ中の変
形構造を利用した古応
力解析を行っている．
総島の前ހ海ຍ堆
積物ではテフラ鍵層の
側方追跡や複合年代層

ংの構築，堆積・変形構造の記載・解析が活
発になされている．これらの知見が自分の研
究にも活かせるのではないかと思い，本巡検
に参加した．当日はॵい時間帯もあったが，
Ӎは降らず日差しもऑかったため巡検には適
した天候であった．
　Stop 1では総島東部に多数発達する南
北向の地図規模正断層の1つを観察した．
また，目的の断層の他に変位量が数10 cm程
度の断層も複数見られた．周ล地域ではこれ
らの断層やテフラ鍵層，およびそれらの断
関係が良く観察できる．変形構造や応力の時
代決定に関して，総島はとても有利なフ
ィールドであることを実感した．
　Stop 3では地図規模で分布が解明されてい
る海底地すべり堆積物，および分布解明に役
立ったテフラ鍵層を観察した．大規模な海底
地すべり堆積物の全体૾や岩体中の変形構造
について，数10 mの大きな露頭で広く見渡す
ことができ，そのスケールの大きさにڻいた．
　Stop 4では素掘りのトンネル内で海底地すべ
り堆積物を観察した．層理をอったままブロッ
ク化した地層やブロックに貫入した砕۵岩脈，
地すべり時にできたと考えられる露頭規模の断
層などをৄ細に観察できた．特に，海底地すべ
りが起こる際にどのようなタイミングでこれら
の構造が形成されるかについて，Ҋ内者・参加
者と有意義な議論を交わすことができた．
　総島ではテフラ鍵層の側方追跡や複合
年代層ংの構築がよくなされている．この利
点を活かし，大断層や海底地すべり堆積物に
関する地図規模での分布や露頭での特徴など
様々な知見が得られている．本巡検を通し，
前ހ海ຍで起こる地質現象の実態握におい
て，総島東部がとても有利なフィールド
であることを確認できた．今回の有意義な巡
検をاըしていただいたҊ内者や関係者の皆
様，および当日共に議論していただいた参加
者の皆様に深く御礼申し上げる．

（҆ᬑ໌ܒɿ京大学大学Ӄ理学研究科）

$ίース
தʵԼ෦܈Ӝ島の্૯ࡾ
のংとԽ学߹Խ石ू܈

9月7日（水）実施
Ҋ内者ɿ野崎　ಞ・間ౢ隆一
参加者ɿ有ܚ٢介，Anca OpSis，石川տ人，
今Ҫ݈太郎，小田原　ܒ，མ合࣏広，塩Ҫ宏
幸，୨充史，ೲ谷༑規，ᐻ֞弘樹，ງ川博
ل

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　去る2022年9月7日に，129回学術大会巡検
$コースの観察を実施した．横浜ࢢ南部の自
然อ۠ޢ域である「ࢢຽの森」Τリアには，
上部鮮新統－下部更新統の前ހ海ຍ堆積物で
ある上総層群中 ʖ 下部が露出する．本巡検
では，そのうち横浜ࢢ栄۠の「上ࢢຽの
森」周ลに露出する上総層群中部大船層およ
び小ࣲ層と，そこにみられるྫྷ༙水性化学合#ίʔス
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）

成化石群ूを観察した．なお，当日は෩の
影響によりӍがちらつく天候であったため，
当初の予定コースを変更して実施した．
　最初に，上ࢢຽの森入ޱ付近に露出す
る，ట質࠭岩からなる小ࣲ層下部と，ྫྷ༙水
性化学合成化石群ूを観察した．本地点の小
ࣲ層下部の東西に広がる露頭のうち，東側に
は，火山փ層であるS,5-12ʙS,5-17までが
露出している．一方，露頭の西側には，主に
二ຕからなる化学合成化石群ूが，メタン
༙水に伴って形成された自生炭酸塩コンクリ
―ションと共産しているのが観察できる．化
学合成群ूと自生炭酸塩は露頭の西側から東
側へ行くにつれて少なくなるのがみてとれ，
当時の༙水の中心が露頭の西側にあったと思
われることや，テフラが西側でなくなるのは
生物ཚの影響であることについても観察し
てもらった．
　次に，上ࢢຽの森の谷あいで，大船層上
部から小ࣲ層下部の連続露頭を観察した．こ
の露頭では，ట岩からなる大船層最上部か
ら，࠭質ట岩，ట質࠭岩，࠭岩からなり上方
ૈཻ化する小ࣲ層下部を連続的に観察でき
る．また，そこにڬ在するテフラの中でも小
ࣲ層下部のS,5-11とS,5-12は，広域テフラ
である大ๆ-S,110とന天ۡ-S,100にそれ
ͧれ対比されているということで，テフラを
採ूされる参加者も見受けられた．
　最後に，上ࢢຽの森東端付近で，大船層
下部にڱ在し，広域テフラである恵比寿ಕ－
福田テフラに対比される/O5-12を観察し
た．このลりからӍがڧくなってきたため，
やむを得ず途中で観察をり上げた．参加者
は11人だった．

（࡚　ಞ）

ʲࢀՃऀのײʳ
　今回，地質学会巡検の三浦島の上総層群
という巡検に参加させていただきました．こ
の巡検の内容は第ل࢛の地層ということで，
ීஈ学校でษڧ年代とは異なりますが，新し
い知ࣝを得るためと地質学会の巡検に参加し
てみたいという気持ちから参加しました．初
めこの巡検に参加するにあたって，学生はど

れくらい来るのか，な
んも現地の知ࣝがない
けど大ৎ夫かと心配し
ましたが，野崎さんや
間ౢさんの説明のおか
げで少しは理解するこ
とができたのではない
かと思います．実際に
この巡検の内容の感想
を述べたいと思いま
す．今回，みた地層と
しては上総層群の野島
層，大船層，小ࣲ層に
なっています．おおよ
そ170ʙ150Maに あ た
る層について話をฉき
ました．最初に見た露

頭としては，化学合成群ूが産出する層です．
今回はじめ化学合成群ूを見るということで
どのような産状であるとか，数はどれほどで
あるとかいろいろ考えていたのですが，思っ
ていたよりも見た目に見える数も産状もきれ
いで，とてもきれいな形でがそのままっ
ているような状態でとてもڻきました．ここ
では，ツキガイྨ，キψタレガイྨなどが産
出ということですが，この下の層準では，シ
ロウリガイྨも産出するということで，まさ
に氷期間氷期における海退海進をしている
と知り，とても面നいなと思いました．また，
この化学合成群ूはメタン༙水がありでき，
また୨では氷期の時しかメタン༙水がない
ということで氷期間氷期サイクルに対応して
いるということでした．次に行った露頭は，
かなり山の中に入ったところだったのです
が，なぜか，大学での野外実習を思い出し，
ջかしい気持ちとともに，またこのような巡
検に来ることができうれしい気持ちになりま
した．次に今回の巡検から自分自身でも学ん
でみたいこととしてS,5や,Dのような火山
փ層や広域テフラがあります．この層は大ま
かな年代決定にも役立ち，ほかの地点との対
比にも使えてとても有用なものだと理解しま
した．最後の話になりますが，今回の巡検で
は，調査についての裏話や個人的な話もして
くださり楽しい思い出になったのと，学生の
うちからこのような巡検に参加することがで
きてとてもうれしく思います．これから大学
で研究がありますがとてもいい刺激なりまし
た．また機会があれば参加したと思います．

（ੴտਓʀ大ެࡕ立大学）

%ίース
関東山地東෦のޚՙ৭岩
ྨとட帯Ճ体の海洋ੑ岩
石

9月7日（水）実施
Ҋ内者ɿ原　英ढ़・Ӭߛ平（欠੮）
参加者ɿ加౻　ܿ・ਆ谷ಸ々・川島༱྄・幸
田ཾ星・小ٶ　߶・ਿ田子・高ڮਸ਼ق・高
山　൏・中山ಹ・ٱ田݈一郎・松岡ٱت
次・ٶ崎༟子・ٶ下　敦・森田人・山岡　
݈

<Ҋ内ऀのใࠂ>
　本巡検は，関東山地東部に分布する御荷
৭岩ྨとட帯付加体（ദ木Ϣニット）の
関係を玄武岩ྨとチャートから観察し，ઓ前
からఏএされているクリッペ群について再検
౼することを目的としてاըしました．
　Stop 1ʙStop 4で，御荷৭岩ྨとദ木
Ϣニットの観察を行いました．玄武岩ྨの岩
石学的特徴のҧい，またチャート中の石英ཻ
のҧいにより，྆者の۠分が可能であるこܘ
とに着目してҊ内させていただきました．ま
たStop 5とStop 6では，御荷৭岩ྨと三
波川変成岩ྨに伴って露出する蛇紋岩につい
て，それͧれのҧいについて観察しました．
巡検を通して，いろいろなご意見をいただい
た中，特に模式地である関東山地西部の御荷
৭岩ྨとദ木Ϣニットの層ং学的関係も
考慮する必要があるとの指摘をいただきまし
た．今回の巡検がきっかけとなり，様々なデ
ータの比較のもと，御荷৭岩ྨとദ木Ϣ
ニットの層ং学的関係について議論が進展す
ることをئっています．
　今年はٱしぶりの巡検開催でした．本巡検
で，多くの若い方に参加していただき，たくさ
んの質問を受けたことは，フィールドベースの
研究もまだまだ݈在といったҹ象をڧく持ちま
した．図幅作成に携わるҊ内者としては，大変
嬉しい限りです．一方で，想定より大きなバス
が配ंされ，巡検ストップのॱ番変更や，ెา
の۠間が増えるなどが生じました．また，Ӎが
振りそうな気配の中，少し߄ただしくҊ内して
しました．この様な反ল点の中，参加者の皆様
には，ॊೈに対応していただきました．参加者
の皆様，第129回学術大会の巡検担当の皆様に
お礼を申し上げるともに，みなさまにとって新
たな発見や知見があったことをئっておりま
す．最後に，マスクӽしの巡検（ॵかったʂ）
が，今回限りとなりますように． 

（ӳढ़　ݪ）

ʲࢀՃऀのײʳ
Dコースでは「関東山地東ԑ部の御荷

৭岩ྨと北部ட帯ദ木Ϣニットの海洋性岩
石およびクリッペ説の検証」というテーマ
で，巡検が行われました．私は関東山地の御
荷帯やட帯北帯を修士論文のテーマとし
ており，自分フィールドの一部に今回のコー
スが入っていたため参加させていただきまし$ίʔス　࿐಄Λ͢؍ΔࢀՃऀ

$ίʔス
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参加者ɿ天谷Ӊ志，Ӊ野正起，ۚ澤直人，後
平，ശ܆野明子，志村ါ྄，長ࠤ，૱　౻
क　و，ງ　ୖຏ，ٶ田真也，山内大蔵，山
ඈ鳥ޱ

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　Eコースのテーマは，古ҏ౾ހで生成した
海底熱水鉱床が，ҏ౾িಥ帯で本भހにিಥ
し，どのように黒鉱鉱床としてอ存されてい
るのかというものでした．海底熱水鉱床は海
底火山中心付近の海底にのみ生成されるので，
いわば古ҏ౾ހの海底面に分布していた特घ
点群が，িಥ後に上にどのようにอ存され
ているのかを見るのが目的です．このように，
あるテーマに関する露頭を系統的に探訪し現
場で議論するというʠੲながらのʡ巡検を実
施したく，露頭の選，ੲの文献の探ࡧや地
元の人へのฉき取りを重Ͷてきました．
　当初頭の中にあったのは，この地域最大の
黒鉱鉱床である山སݝཹࢢのๅ鉱床跡を巡
検することでした．しかしそこを再訪してみ
ると，2019年の෩19号の猛Җで沿いのಓ
がズタズタにられ，途中のڮも࠭ダムも
流されて跡形もなくなっており，ొ山装備な
しには౸達不能であることが判明しました．
そこで，万福，茂，御座石の3鉱床を巡検
地としました．
　万福鉱床はᤈ福ࣉの境内にޱがあるとい
う෩変わりな鉱床でしたが，同じ෩で本ಊ
が倒壊し，跡形もなくなっていました．御座
石鉱床の露頭も巨大な࠭ダム工事のために
元のޱや露頭が全に覆われており，場所
の特定も困難を極めました．
　幸い多くの方のご協力を得て，巡検ポイン
トの決定ができました．さらなる問題として
っていた露頭へのアクセスでしたが，巡検
前日に，ఇ京大学文化財研究所の望月ल和ࢯ
や日本大学文理学部のؙۚཾ夫ࢯが，מり
機やロープを持参の上，ݥةな露頭にロープ
を張ったり，下をמるなどの環境備をし
て下さいました．おかげで事ނなく巡検を終
えることができました．また現地でスズメバ
チの࢟を見ていたので，コロナ対ࡦに加えポ
イズンリムーバーを用意するなどの対ࡦをし
ておりましたが，ඃがでたのはώルの方
で，ؙୌ岩層露頭や，茂鉱床露頭で複数

の人がώルのܸ߈を受けました．
　天気予報では2日とも終日Ӎの予想でした．
特に2日目は明け方にཕが໐るほどの߽Ӎの
中やむを得ず出発しましたが，ंを降りて少
しาいているうちにӍが上がり，その後は空
が晴れ上がるという幸運に恵まれました．
　もう一つの幸運もありました．御座石鉱床
のズリを全員で観察していたときに，Ҋ内者
のּ間༑博ࢯがこれまで見つけられていなか
った黒鉱の鉱石を発見したことです．露頭に
何度も足を運ぶことの重要性を気づかされた
できごとでした．最後になりますが，地質学
会の巡検担当の皆様に心からお礼を申し上げ
るとともに，ҏ౾িಥ帯の議論に一石をじ
ることができたことをئっております．

（Ӝลప）

ʲࢀՃऀのײʳ
　Eコースでは ҏ౾িಥ帯北部の御ࡔ・巨
ຎ山地に点在する中期中新世の黒鉱鉱床を巡
りながら 最近の研究成果を踏まえた鉱床の
形成過程やҏ౾ހিಥとの関係に関する議論
を紹介していただいた� 近年，フィリピン海
プレート北端部のテクトニクスの再検౼が進
んでおり，私は修士研究でҏ౾ހিಥ開始年
代の復元を目的として ҏ౾িಥ帯最初のト
ラフ充填堆積物とされる巨ຎ山地౧の木ѥ層
群の地質調査・年代分析を行っている．巡検
の行き先には私の調査地域の一部が含まれて
いることもあり，ڵ味をもって参加した．
　ジャンボタクシー 2に分乗し，初日にま
ず訪れたのは御ࡔ山地を構成する西ീ代層群
に見られる万福鉱床� 鉱床は小規模ながらಔ
鉱山としての歴史があり 今もるޱと付
近の鉱ᕥから当時の苦労がࣱばれた� 続いて
西ീ代層群を構成する玄武岩やట岩 士川
層群のؙୌ岩 ۳形山ѥ層群の火山砕۵岩
を巡り 宿ധ場所のある山སݝ早川ொまで移
動した� 
　宿では༦৯後にҊ内者の浦ลప郎博士から
ҏ౾িಥ帯の黒鉱鉱床について 実際に各鉱床
で採掘された鉱石を見ながら講義形式で1時間
ほどஸೡに説明していただいた� 各鉱床の産状
や年代をまとめ 石ߣのེԫ同位体比が中新世
の海水組成に近いこと 現在のҏ౾ހで見られ
る海底熱水鉱床の上アナログと考えられる

た．巡検では御荷帯とட帯ദ木Ϣニット
の玄武岩ྨやチャート，蛇紋岩等の露頭をҊ
内していただきました．またҊ内者を始め，
様々な৬種の参加者の方々と質問，議論させ
ていただき，自分の修論にもとても役立つ知
見やアドバイスを頂きました．
　今回の巡検で特に感じたのは，「御荷帯
は৭岩，ட帯ദ木Ϣニットはチャート・
࠭岩ట岩でできている」というイメージとし
て持っていたのですが，実際にはそれだけで
はなかったということです．御荷帯にもチ
ャートが，ദ木Ϣニットにも玄武岩ྨがあ
り，実際にその露頭を観察しました．私の目
では同じように見えたのですが，チャートは
受けた変成度のҧい，玄武岩ྨは構成鉱物や
全岩化学組成からؼ属を決定できると教えて
いただきました．
　また，二つ目のテーマのクリッペ説はઓ前
から今日に至るまで議論されているものであ
り，御荷帯の上にட帯北帯の岩石がি上
断層でクリッペとして乗るとされています．
この巡検ではチャートのؼ属により，クリッ
ペになっているかどうかを議論できる可能性
を解説していただきました．今回のコース以
外にも関東山地にはクリッペ説がఏএされて
きた場所があるため，同様の議論ではどのよ
うな結果になるのかが気になります．
　今回の巡検は初めて見たものや初めて知っ
た内容も多く，とても有意義な時間でした．
また，同じ露頭を見て皆さんと観察したり，
議論したりする時間は新鮮でとても楽しかっ
たです．今回学んだことは今後の研究に役立
てていきたいと思います．最後に巡検を準
備・Ҋ内して下さった原さんとӬさん，ま
た様々なことを教えて下さった参加者の皆様
に改めて感謝申し上げます．

൏ɿ早稲田大学大学Ӄ造理工学研　ࢁߴ）
究科地球・環境ࢿ源理工学専߈修士1年）

Eίース
床ʕ߭߭ࠇຎ山地のڊ・ࡔޚ
のিಥとি্の指ඪހ౾ҏݹ
として

9月7日（水）-8日（木）実施
Ҋ内者ɿ浦ลప郎・ҏ౻谷生・ּ間༑博

%ίʔス　&YUSB�TUPQɼؼଐະৄͳऄؠ࿐಄લɽ &ίʔス　࠲ޚੴ߭ઘでのه೦ࡱӨ
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）
ことなどからこれらの鉱床が黒鉱であるとの
説明を受けた� さらに 各鉱床がかつてのিಥ
境界とされる断層に沿って分布することから 
ҏ౾ހのিಥにおいては古ҏ౾ހの地մがি
ಥ付加したのではなく 海底熱水鉱床が形成さ
れた火山体が島ހ地殻からണぎ取られて次々
にিಥしたと結論づけられた．私の研究内容
にも関連する講義であったが 鉱床に着目した
議論は従来とは異なる視点であり重要な指摘
であると感じた� なお，同じく参加した私の指
導教員（大気海洋研・山ޱ।教त）は，学生
時代に浦ล博士のत業を受講していたとのこ
とで，「15年前と変わら͵名調子を聴けてよか
った」と感֒しきりだった．
　2日目は茂鉱床に向かい Ӎの中ࣼٸ面を
下ってトロッコيಓやࡧಓや火ༀ庫のޱ 
跡を巡った� 周ลにはここで採掘されていた
石ߣのズリが散見され かつて確かにこの場
所で多くの人が働き採掘が行われていたこと
を物語っていた� 
　最後は崎ࢢの御座石鉱床� こちらのޱ
は現在ԃఅの下にຒまっていて確認できなか
ったがズリはっており 皆さん鉱石探しな
どをしていた�
　今回Ҋ内していただいた鉱床はどれも山中
にあり簡単には採掘できないように思われた
が いずれも当時のࢿ源難の情勢下でࢿ源を
最大限確อするために様々な工夫をڽらした
ことがӐわれ 地質学的にも歴史的にもڵ味
深い内容で充実した巡検となった� 最後に 本
巡検を考Ҋ・Ҋ内していただいた浦ลప郎博
士・ҏ౻谷生博士・ּ間༑博博士 下見や
りなどの事前準備をしていただいた関東支מ
部の方々  現地で様々な議論をしていただい
た参加者の皆様に御礼申し上げます�

（ശक　وʀ東京大学大気海洋研究所修士2
年）

̛ίース
ઍ༿ݝ東෦ɼࢠपล地Ҭの
৽ʕߋ৽ੈςϑϥとࢠδ
ΦύーΫ

9月7日（水）実施
Ҋ内者ɿ২木ַઇ，田村ࢳ子，岩本直࠸
参加者ɿҏ౻ٱ敏，今ҪՂ子，今ઘ知也，大
༑幸子，小松原　ୖ，ޱࡔঘ子，谷ڡ史，
長Ҫխ史，中島みどり，中村ઍྯ，谷英
夫，村田文子，山路　敦，٢村成ެ

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　9月7日（水）に，表記巡検をઍ༿ݝ子ࢢ
周ลで開催しました．本巡検は，近年の関東
平野における鮮新－更新世のテフラ研究の進
展を踏まえて，露頭が良い子地域で代表的
なテフラを見ることを目的としました．全部
で14名の参加者があり，その内༁は会員が8
名，非会員が6名でした．また，大学・研究
所・ا業等の方と一ൠの方が同数でした．通
常の巡検よりも非会員が多く，一ൠの方が多
かったのが特徴でした．
　参加者の日ࠒの行いが良いためか，ڧ力な
晴れஉ・晴れ女がいるためか，当日は他の地
域がӍの中，子地域ではح跡的にӍが降り
ませんでした．時間的にはタイトでしたが，
ジオパークミュージアム以外で，地層を見学
する7地点すべてを巡ることができました．
参加者は皆熱心で，露頭ではന࠭に群がる
アリのく，広域テフラに群がっていました

（྆者は৭もཻ度も同じです）．ਵ所で，ジオ
パークの説明を盛り込みましたが，それをど
う感じられたかは心配なところです．
　子ジオパークの方には露頭への立ち入
り，מり・আけ，足場コンテナ・説明パ
ネルなど，巡検の後方支ԉをしていただきま
した．また，反ொళにはバスのறंでศٓ
を図っていただきました．利根観光にはルー
トの下見や細いಓでの運転などでお世話にな
り，地元のバス会ࣾに運転をཔんでよかった
と思いました．一方，今回の巡検は子ジオ
パークのことを知っていただく良い機会にな
りました．巡検Ҋ内ॻはジオパークのๅとし
て今後の活動に活用し
ます．子ジオパーク
では，中生代から第࢛
までのさまざまな地ل
形・地質を電ंとెา
で回ることができま
す．今回訪れることが
できなかった良いとこ
ろもいっͺいあります
ので，ぜͻ「子磯め
͙り」におӽしくださ
い．

（২ַઇ）

ʲࢀՃऀのײʳ
　心のڱい私は，これ
まで壮年専業研究者が

ジオパーク運動にかまけていることに対して
内心苦々しい思いを๊いていました．アウト
リーチの大さを頭では理解できても，本業
をほったらかして༡びโけやがってʂから，
研究したくてもできない人が多数いる中，ち
ょっとは自分の立場をわきまえろよʂまで，
やっかみ感情がࠞじって，現場の専門員の
力には頭が下がる一方，この運動とはڑ離を
置きたいという感情からൈけ出すことができ
ませんでした．しかし早期高ྸ者となって，
もう少し地学を幅広く楽しむことも大で
は・・・ʁと思うようになり，この巡検に参
加しました．
　子ジオパークは，ほぼ子ࢢ内で結す
る小ぶりなジオパークですが，見どころ満
載ʂ中生代の化石包含層あり，なぜか（未だ
にどうしてこんなところに存在するのか説明
できていないらしい）日本海形成期の火山岩
あり，日本では希な長さ10kmに及ぶ巨大露
頭あり，多様な地質を上手に利用してきた人
の営みあり，とまさに列島のジオがコンパク
トに詰まった自然ެ園です．
　第一見学地（ઍ༿科学大学東）では，いま
まで一連と考えられてきた子層群の最下位
のクジラ化石多産層が，実は子層群の主体
をなす鮮新更新統との間に大きな時間間ܺを
伴って覆われていることをฉいて，びっく
り．密生したϠブに覆われてಓ路際にありな
がら近づくことをためらってしまいそうな露
頭ですが，子ジオパークの方々によってϠ
ブがきれいにמりわれていたことに，感
謝・感謝ʂ
　第二見学地のẒ෩ヶ浦は有名な巨大露頭
で，筆者もジオパーク指定以前に2度訪Ͷた
ことがありました．しかし，工夫をڽらした
Ҋ内板がઃけられていること，ށߐ時代には
良く知られた行楽地であったこと，さらに近
年ジオを楽しむ目的でここを訪Ͷる人が多く
なっていることなどฉいて，またびっくり．
海岸浸৯ࢭのために༡าಓを݉Ͷた波అ
がઃ置された一方で，その結果২生がൟ茂す
ることとなり，٫って露頭が見づらくなって
しまったという説明をฉき，ऑ固結層の露頭
อޢの難しさについて改めて知ることができ

'ίʔス　4UPQ�4ɿሯ෩ϲӜδΦαΠτ�େ୩の௨͠

&ίʔス　॓ʢϔϧシʔඒཬʣでのษڧձ

&ίʔス　
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ました．
　第三見学地（地球がؙく見えるٰ展望館）
では，中生代の基盤岩の上に中新世の火山岩
で築かれた石֞の上の展望から，更新世の
下総地と水平線の果てまで見渡すことがで
きる雄大なܠ観を楽しみました．展望正面
の洋上෩力発電機は，子層群の波৯面を利
用してਾえ付けられているとのこと，今もジ
オに対する知恵が受け継がれていることを感
じました．
　以下の見学地についてはলུしますが，୮
念な準備・下見と৻重な運転のおかげで，多
くの場所を見学できた大変中身の濃い巡検で
した．
　ं中，子ジオパークは，地元の多くの
方々の協力があって成り立っていることや，
ジオパーク運動を通じてジオに関する知恵が
再び子の人々の中に浸透してきていること
をい，なるほど，ジオパークには観光地
成とか学術ී及だけではなく，ほんとうに多
面的な価値があるのだな，と感心させられま
した．現場のͻとたちが思い思いのスタイル
でジオを楽しんでいること，これは素晴らし
い・うらやましい，と思いました．私のڱ量
に反লʂでした．
　というわけで，低いಶり空の下でしたがӍ
に降られることもなく，楽しく実り๛かな一
日の巡検でした．Ҋ内してくださった方々，
Ϡブをり開いたり，ࢿ料をつくったり，と
ごਚ力くださったみなさま方に，心より感謝
申し上げます．ありがとうございました．

（খদݪ　ୖʀ産業ٕ術総合研究所）

Gίース
δΦύーΫடのδΦのଟ༷
ੑ（ΞウトϦーν८ݕ）

9月7日（水）実施
Ҋ内者ɿ高木ल雄，٢田݈一
参加者ɿ青谷知ݾ・天野一உ・安౻અ子・岩
　ษ・岡田ߒ二・ۚ野༟子・੪౻福次郎・
先山　ప・௭　栄٢・௰野ҏ子・新沼岩
อ・福本խඒ・౻岡換太郎・星　ً・松山ඒ
穂子・水野　ಏ・ٶ澤進一

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　今回のコースઃ定は，共同Ҋ内者でジオパ
ークடのベテランガイドでもある٢田݈一

とともに数年間実施ࢯ
した放送大学࡛ۄ学習
センターの巡検コース
とほとんど同じであ
る．そのため，ある程
度׳れたコースとして
多様な要素を盛り込ん
でઃ定したが，コロナ
Ւのために2年ӽしの
下見と，最近和ಔҨ跡
で崩མがあったという
情報から，直前の下見
も実施した．また，会
ࣾ独自で下見までして
いただいていたジオパ
ークに馴染みのバス会
ࣾがഇ業に追い込まれ
たため，ٸᬎ紹介いただいた（ג）ட国際
バスに依པした．なお，この巡検がアウトリ
ーチ巡検に選ばれたことを知ったのは，巡検
Ҋ内ॻ原稿受理の後だったため，Ҋ内ॻの内
容は学会員向けの内容となっているが，学会
事ہの配慮で配布Ҋ内ॻコピーに図表の日
本語൛もつけていただいたことはよかった．
　参加者は17名であり，参加者の内༁は非会
員12名，正会員5名であった．西武டӺू
合を9時にઃ定したこともあり前ധされた方
もいたが，予定通りにू合，ؼりも解散時ࠁ
の17:10に౸着でき，想定していた17:24発の
特ٸラビューに間に合わせることができた．
　小ܕバスを使用したおかげでۚণࣉやඒの
山展望など観察地点のそばまで行くことが
でき，時間を有効に使うことができた．コロ
ナ対ࡦとして，運転手が各地点でバスに乗り
込むときにຖ回手のফಟを実施した．和ಔҨ
跡では，ジオパークセッションで関連する発
表をされた௭ 栄ࢯ٢に歴史的な話を解説い
ただき，大変参考になった．当日はӍ天の予
報であったが，幸いன過ぎに小Ӎが少し降る
程度でほとんどࡿを使わなかったのは幸いで
あった．ただ，ジオパークの地形の全体を展
望できるඒの山展望では，ຍ地の一部がか
ろうじて展望できる程度であったのは大変
念であり，次回のお楽しみ，ということでジ
オパークのҊ内板を利用して解説した．
　今回の巡検やその下見でいろいろと手伝っ
ていただいたடまるごとジオパーク推進協
議会事ہおよび関係の皆様（4名），࡛ݝۄ
立自然の博物館前でバスを༠導いただいた学
ܳ員の小ྛまさ代ࢯにお礼申し上げる． 

（ल༤ߴ）

ʲࢀՃऀのײʳ
　この度はடຍ地周ลの地質にڵ味があっ
たため参加しました．本巡検では，டを構
成する地質帯をཏするように数多くのジオ
サイトをまわり，それͧれの特徴的な岩石や
地質構造を観察することができました．その
なかで，露頭での観察によって過去の壮大な
地質変動を考察する方法を学ぶことができま
した．ྫえば，三波川帯の山地とடຍ地と

の境界をる出ڇ－黒谷断層の露頭では，破
砕帯や断層面の構造を注意深く観察すること
で断層運動の規模やႩ断センスなど様々なこ
とが推定できることを学びました．さらに，
メランジュを構成するチャートや石փ岩のブ
ロックが観察できる露頭では，巨大ブロック
を伴いながら付加体が形成されるという地質
運動のഭ力を感じました．それと同時に，メ
ランジュの形成過程にはいくつかの説がある
ことを知り，そのプロセスを現場で想૾する
楽しみも味わえました．このような各ジオサ
イトでの観察・考察を通して，ட地域の地
質の全体૾に対する理解が深まりました．
　また，地質の特徴が地域のらしや歴史に
与えた影響についての解説もҹ象的でした．
ྫえば，展望からடຍ地の地形を観察し
たさいには，発達したՏ成ஈٰ面の一部が水
田として利用されていることに注目し，ஈٰ
面で水が得にくく稲作がしづらいなかでどの
ような工夫をして水田を作ったのかを知るこ
とができました．このような見方は今まであ
まり意ࣝしたことがなかったため新鮮でした．
地質・地形が身近な生活にどのような影響を
及ぼすのかを考えることは面നく，これから
もこの視点を持ち続けたいと思いました．
　本巡検を通して，டの特徴的な地質につ
いて学ぶことができただけでなく，それが
人々の生活に大きく影響してきたことも知る
ことができました．この点で，டのジオパ
ークとしてのັ力に触れることができたと感
じています．これをきっかけとして地質につ
いてより深く学びたいと思いました．野外で
の観察機会は限られているため，今後もこの
ような巡検の機会があれば積極的に参加して
いきたいと思います．

（　ًɿ東京大学教養学部2年）

Hίース
Լਔ田δΦύーΫɹみͲこΖ
Ί͙Γʕଟ༷な地質ݱ͕ੜ
みग़したԼਔ田のจԽʕ

9月7日（水）実施
Ҋ内者ɿ関谷༑，อ科　༟，ਆށ百合子

'ίʔス　؍෩ܠɽ4UPQ�5ɿాߴδΦα
ΠτʢνόχΞϯ૬ʣ

(ίʔス　ட՚ݫのୌʢடଳの৭νϟʔτʣʹͯ
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�2�年年会記ࣄ（東京・早稲田大会）
参加者ɿ石田　，岩Ҫխ夫，内山உ，大
澤正博，小野　܆，木村च代，木村　博，ࠤ
౻　，内ܓ史，中Ҫ　均，古山精史࿕，
方ҧ重࣏，満島༟直，武౻　ढ़

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　2022年9月7日（水）日本地質学会早稲田大
会のポスト巡検が行われました．今回の巡検
コースは下ਔ田ジオパークのみどころをめ͙
るコースで，上信電మ下ਔ田Ӻを発着とし
た，下ਔ田ジオパークで定期的に行われてい
るまちาきガイドツアーに地質現象のより専
門的な地質学的説明を付け加えたコースで
す．
　参加者は14名，現地Ҋ内をジオパーク認定
ガイドのਆށ百合子ࢯと下ਔ田ジオパークの
専門員である関谷が，様々な地質露頭におけ
る最新の学術的な見解を下ਔ田自然学校のอ
科　༟ࢯが説明しました．
　テーマを「多様な地質現象が生み出した下
ਔ田の文化」とし，ジオパークΤリア内を東
西に横る中央構造線を境に内帯，外帯のそ
れͧれの地質露頭の見学，また外帯のட
帯，三波川帯の構造的上位にある跡ナップ
のি上断層やナップ構成層の地層の変形など
を観察しました．また，こうした多様な地質
がڱい範囲に分布していることはこの地域の
独特な地形や๛な地下ࢿ源を生み出してお
り，地質露頭だけでなく，ੲの水流を利用し
たコンニャク工場の見学や古くからの流通ま
た地場産業が盛んなொならではの文化など，
地形・地質とこの土地の人とのかかわりにつ
いても解説しました．
　また，おனには地元ҿ৯ళに協力いただ
き，9マスのおห当ശを標本ശ，おかずを岩
石やコンニャクやカツကなど当地域の特産
に見立てた特性ห当をఏ供していただきまし
た（写真）．感染の影響もあり，和気あい
あいとஊসをしながらのன৯にはならなかっ
たが，ご満足いただけたようで何よりです．
　下ਔ田ジオパークは11年前に，日本ジオパ
ークの間入りをしましたが，認定当初よ
り，「ネギ」「コンニャク」「世界Ҩ産」「クリ
ッペ」など様々な素ࡐがあるがジオパークと
しての「ウリ」が明確に表現できていません
でした．ࡢ年，ガイドと専門家が何度も協議
し，3つのサブテーマを作り上げることがで
きました．今回の巡検は，これらの議論の

理にもなり，また多くの方と意見交換をする
ことができました．今回の機会を与えてくだ
さった早稲田大会実行委員会の皆様，本巡検
に参加しسጨのないご意見をくださった皆様
に感謝します．

（ؔ୩༑）

ʲࢀՃऀのײʳ
　この度は，下ਔ田自然史館・ジオパーク下
ਔ田協議会の関谷༑さん，下ਔ田自然学校
のอ科༟さん，下ਔ田ジオパークの会のਆށ
百合子さんのҊ内のもと，下ਔ田ジオパーク
の巡検に参加させていただきました．私は長
らく関東にいるものの下ਔ田は初めてで，こ
の地域にあるという中央構造線やナップ構造
へのڵ味から参加を希望しました．この巡検
では，関東地方で།一地表付近に表れている
中央構造線付近の地質や，古くから特異なナ
ップ構造として知られる跡ナップ（写真１），
さらにその地質の中で育まれた業や鉱業な
どの産業についての説明をしていただきまし
た．下ਔ田地域は非常にڱい範囲に異なる起
源の岩石が複雑にूまっており，なんとెา
で全ての観察地点を巡ることができました．
　私にとってのハイライトの一つは，跡ナ
ップの基底断層の露頭です．この断層では上
盤側のനѥ系の࠭岩やట岩と，下盤側の御荷
৭岩ྨが接しています（写真2）．青川
のՏ岸にあるおӄで露出が良く岩石も新鮮で
あり，二つの異なる岩相があることが対岸か
らでもよく見て取れました．オーバーハング
している断層面をき込むと，はっきりと条
線が見えていることにもڻきました．
　ன৯の際には，下ਔ田自然史館でおห当を
いただいたのですが，その後のܜٳ時間に，
下ਔ田自然史館の展示室にもおअຐしまし
た．当館くらいの規模の施ઃの場合，展示物
のそれなりの部分が地域外からの収ूであ
ることもしくないのですが，下ਔ田自然史
館はそうではありませんでした．下ਔ田地域
の多様な岩石や化石がまじまじと観察できる
状態で置いてあり，展示室は教室４つ分ほど
あるために見終わらないうちに時間れにな
ってしまうほどでした．
　༦方には，いよいよ中央構造線のす͙そば
までやってきました．典ܕ的な中央構造線と
異なり，下ਔ田地域では外帯に属する御荷
৭岩ྨと内帯の領家深成岩ྨを覆う中新統

が断層で接していま
す．最後には，オプシ
ョンでډった参加者
は，ผ角度からより断
層面の近くまでدって
観察できる場所にもҊ
内していただき，充実
した巡検を終えまし
た．私にとって今まで
文献の中の知ࣝでしか
なかった情報が，少し
身近で実感のあるもの
に感じられるようにな

りました．
　最後になりましたが，Ҋ内してくださった
皆さま，そして$O7ID-19の難しい状況の中
調をしてくださった皆さまに，心からの感
謝を申し上げたいと思います．

（౻　ढ़ʀ産業ٕ術総合研究所）

)ίʔス　ࣸਅ̍ɿ্৴ిమԼਔాӺ͔Βɼ
φοϓߏ͕࡞Δʮࠜͳ͠ࢁʯΛோΊΔɽ

)ίʔス　ࣸਅ̎ɿനѥܥの࠭ؠటؠとɼޚ
ՙ৭͕ྨؠ͢Δφοϓߏのجఈஅ

)ίʔス　ԼਔాδΦύʔΫの素ࡐΛ٧Ίࠐ
Μͩಛห

)ίʔス　தԝߏઢΛόοΫʹه೦ࡱӨ
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Iίース
ҏ౾大島Ր山ݰ�岩質Ր山
ͰみるՐ史とδΦύーΫ�

9月2日（ۚ）-3日（土）実施
Ҋ内者ɿླ木ؽ，ӓҪཬՂ
参加者ɿҏ౻光平，大༑幸子，大和田正明，
ೇڮ　直，後౻　૱，ᤚ　೭ᒘ，ࠤ౻　ঊ，
，野玄樹，新正༟ঘ，新อ陽ี，௰　ஐ大ࠤ
௰森　樹，谷英夫，中山ಹ，成田Ղ南，
原田ߒ৳，ኍ谷志穂，星　ً，三ᅳ和Ի，森　
光و，島ಓ子

ʲҊ内ऀのใࠂʳ
　9月2-3日に標記の巡検を実施した．新ܕコ
ロナ感染の影響下であり，宿ധを伴い参加
අも決して安くないことから参加者がूまる
かҊじていた．しかし，参加者は多く定員25
名に対しԆべ人数は35名となった．定員を超
えているが島内参加者が12名含まれており，
日ସわり参加されたためである．実質的とな
る島外参加者は20名であり，これにҊ内者2
名と巡検װ事のኍ谷志穂会員が参加した．
　ू合は御ਆ火温ઘとொ役場前である．島外
の多くの参加者は早ே岡田ߓに٬船で౸着
し，温ઘでのٳଉ後に大ܕバスに乗り役場前
で他の参加者とू合した．時折小Ӎがとなる
天候であったがࠅॵでなかったのは幸いであ
る．最初の観察地点は島北端部のޟ石浜で，
な海৯֑を降りた上での海浜が積み重なٸ
る海岸の移動のため，ハードな行程であっ
た．ここではҏ౾大島火山の降下テフラ群

（約1万数ઍ年前）とそれにڬまる島外からの
テフラを観察した．2地点目はカルデラ北ԑ
の大島温ઘホテルறं場露頭で，ਆ島天
上山テフラ（AD838年）とその上下の出
物を観察した．これとほぼ同じ層位のテフラ
群を次の観察地点(1986年火$火ޱ列付近)
でも観察した．その後は御ਆ火屋からの三
原山展望や，カルデラ床での1777-78年ʗ
1986年火の༹岩流観察を予定していたがໄ
で視界がѱく，この日は御ਆ火屋でのன৯
とカルデラ形成時の堆積物観察に限られた．
後は島を時計նりに移動し，定番であるޕ　
筆島火山ԕ望，カキハラ磯の出物観察，波
そしてハイライトの一つ，（ޱര裂火）ߓු
である地層大断面を観察した．数年前の崩
མため現在は立入ࢭېであり，ڑ離をอった
ままの観察であった．この後は元ொの宿ധ地
施ઃに向かい，新ܕコロナ対ࡦを意ࣝしなが
らの༦৯後，大島ொ開発総合センター大会議
室で間ू会を開催した．Ҋ内者2名からҏ
౾大島を含めたҏ౾諸島火山の研究・火山ࡂ
ҏ౾大島ジオパーク活動についてそ，ࡦ対
れͧれ話題ఏ供した．
　2日目は最初に元ொ南部の౬の浜でその後
さらに南下し，ཾのޱで観察を行った．本来
ᤵಓを経た上で海৯֑に降りる予定であった
がொ役場をはじめとする島在ॅの方々により
ᤵはらいされたշ適なಓを経て，ロープを伝
い浜に降りた．ここでもޟ石浜同様なテフ

ラ群を観察した．その後，ࡢ日のリベンジと
なる山頂カルデラに向かい1777-78年ʗ 1986
年火の༹岩流観察，とくに前者ではパホイ
ホイ༹岩の特徴，後者では༹岩流上の微地形
や২生変遷について観察した．
　御ਆ火屋に引き返した後，ன৯をとり
ればせながら参加者の自ݾ紹介を行なった． 
ன৯後は元ொにり，2013年土࠭ࡂ関連と
なる大ۚ堆積工と大島ொメモリアルެ園を
訪れ，当時のࡂ状況やその後の復ڵについ
て観察した．このࠒになって青空も広がり，
ようやく9月初०のॵさも感じられた．その
後，バスは岡田ߓ，大島空ߓに向かい巡検は
終ྃした．本巡検は主催ɿ日本地質学会関東
支部，協力ɿҏ౾大島ジオパーク推進委員会
のもとに実施され，２日間の移動に必要なバ
スの手配など巡検をԁに進める上での大き
な支ԉを得た．関係者の皆さんに感謝する次
第である．

（ླؽ）

ʲࢀՃऀのײʳ
　地層大断面を見たくて1ധ2日のҏ౾大島
巡検にわず申し込んだ．教科ॻ的・典ܕ的
な露頭を見たくて見たくて．
　ҏ౾大島は，ҏ౾ހで最北に位置する玄武
岩質な火山島である．その南には大室ダシと
いう海底カルデラ，南西には新島，ਆ島な
どの流紋岩質マグマを出する火山がある．
ҏ౾・小ּ原ހは北上して本भހにিಥして
おり，それによってҏ౾・小ּ原ހ北部の島
．地殻は短ॖしてスラストが発達しているހ
ҏ౾大島はスラストの発達する地域に位置し
ており，そのようなテクトニクス場にある火
山がどんな活動をしているのか，大変ڵ味深
い．
　初日のே5時に岡田ߓに౸着すると，バス
で元ொへ向かい，御ਆ火温ઘに入った．さっ
そく火山の恩恵を受けた．そこがこの巡検の
ू合場所である．最初，島北端部のޟ石浜に
て，ҏ౾大島火山の基盤となる岡田火山（鮮
新世ʙ更新世）と，それを覆うテフラ累層
を観察した．Ҋ内者の一人であるླ木先生達
の研究グループは，そのテフラ累層の中部層
準から12�8 kaの新島ٶ௩山テフラおよび13�4 
kaの大室ダシ起源のܰ石ガラスを見出した．
もっと古い時代を期していたそうだが，私
はこの地層より上位の火山体がʠたったの
1�3万年間ʡでできたことにڻいた．
　山頂カルデラは生Ӎとໄのため，ཌ日リ
トライしたが，ཌ日もໄだった．Iʟll Ce 
Cack somedaZ� をい，筆島火山や波ුߓを
նった．こちらも島の歴史やັ力が詰まって
いる．その後，おちかͶの地層大断面
へ．バスの中からླ木先生の解説付きで地層
大断面をԆ々見ることができたのは，今回
で最も感動したシーンであった．ं内でも
が上がった．
　二日目最初の観察地点となる西海岸のཾの
では，ҏ౾大島にはいつから人がॅんでいޱ
たかという話になった．Ҩ跡からは約8000年

前の土ثが産出している．ླ木先生による
と，ਆ島の黒༵石が東京の数万年前のҨ跡
から見つかっているのだから，その時代に人
がいてもおかしくないそうだ．そうすると，
地層大断面は約1�8万年前以降に形成され
た地層とのことなので，これらの地層の大部
分は人がॅんでいる時代にできたことにな
る．何だか変な感じだ．こんなに厚く積み重
なっている地層は，当然人のॅんでいる時代
より古いものだとউ手に思い込んでいた．こ
の島ではその常ࣝは通用しないと痛感させら
れた．
　ҏ౾大島火山は，人のॅんでいる時代と同
時期にٸ成長した火山なのだ．そして近い将
来に次の火が߇えている．大Ӎが降るとࣼ
面ࡂも発生する．火山のݥةを知りつつ
も，大島の文化と生活はいつの時代も火山の
恵みとともにあったのだろう．もう一人のҊ
内者であるӓҪཬՂさんからは，ҏ౾大島が
ジオと人の生活がدりఴっていることを実感
できるັ力的なジオパークであるとの解説を
受けた．
　まだまだ感動をॻき足りないが，この短文
で少しでも感動をお伝えできれば幸ਙであ
る．最後に，素晴らしい巡検をاըしてくだ
さった関係者の皆様，ླ木先生，ӓҪさん，
ኍ谷さんに心より感謝申し上げます．

（௰　ஐେʀ山ޱ大学大学Ӄ）

*ίʔス　େۚスϦοτԃఅʢኍ୩ࡱึࢤӨʣ

*ίʔス　ཾのޱʢ௰　ஐେࡱӨʣ
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　私たちの知る限り生命には液体の水が必要ですが，現在のと
ころそのような水が存在することがわかっている惑星は地球だ
けです．生命が存在できる環境，すなわち液体の水が地表付近
で存在しうる天文学的な領域のことをハビタブルゾーンとい
い，系外惑星の発見によりそのような領域に位置する惑星がい
くつか報告されています．しかし，そこに地球のような多種多
様な生命が宿っているかは定かではありません．なぜなら，生
命の誕生や進化にはかなりの時間がかかるので，一時的ではな
く持続的なハビタブル環境が必要になってくるからです．地球
では，原始海洋が形成されて以降，現在に至るまで海洋が持続
的に存在してきたことで，ハビタブル環境が維持され今日の生
命圏へと発展しました．地球史のなかでは，スノーボールアー
スなど地球表層全体が氷で覆われた時代もありますが，海洋全
体が凍りつくことはなく，生物進化が途絶えることはありませ
んでした．そのような持続的な海洋の存在には，地球ならでは
のグローバルな水と炭素循環が鍵を握っています．本稿では，
私のこれまでの研究を踏まえて地球内部での物質循環の研究を
簡単に紹介し，今後の展望を述べさせていただきます．

表層環境を安定化させる炭素循環の転換点
　地球では物質輸送のたえまない流れがあり，大気・海水組成，
そして表層環境の変動が制御されています．大気－海洋圏での
物質相互作用は比較的短いスケールで起こり，産業革命以降の
人為的な温室効果ガスの排出によって地球温暖化や海洋酸性化
が引き起こされているのは周知のとおりです．一方で，より長
期的な地質学スケールでは，地球内部の岩石圏との相互作用に
表層環境が応答します．地球史のなかでは火山活動の活発化に
より大量の二酸化炭素が大気中に放出された時代があるもの
の，地球システムでの炭素循環の負のフィードバック効果によ
り表層での安定的な環境が維持され，海洋が持続的に存在して
きました．しかし，この炭素循環システムが現在の地球では大
きな転換期を迎えている可能性があります．
　地球内部への炭素輸送では，海底堆積物中の有機物や炭酸塩
鉱物が主な担い手であるとこれまで考えられていました．しか
し，近年の地球物理観測によって，海溝付近のプレートが折れ
曲がる領域（アウターライズ領域）で断層沿いに海水がマント

ルまで浸透している証拠が
次々と報告されています．
海洋底の断片が露出するオ
フィオライトなどの岩体で
は，マントルと水そして炭
素の高い親和性が確認され
ていることからも，海洋プ
レート深部まで炭素を含ん
だ海水が浸入するのであれ
ば，マントルが炭素輸送の
新たな担い手として加わります（図１）．その場合，火山活動
での脱ガスによる炭素の放出は，地球内部への炭素輸送に追い
つかず，多量の炭素が地球内部へ一方的に運び去られることに
なります．これまで成立していた炭素循環システムが破綻する
ことで，これからの地球表層環境は不可逆で不安定な状態に陥
るのかもしれません．
　地球内部の熱源は放射性元素の壊変によって地球史を通じて
低下し続けています．そのため，プレートの脆性破壊が起こる
領域は広がり，断層形成と海水浸透によって炭素がマントルへ
固定されることで，炭素循環システムが転換期を迎えることは
地球の運命として必然なのかもしれません．また，太陽活動が
活発になるなかで，大気中の二酸化炭素濃度は地球史を通じて
減少を続けており，ある時点で炭素循環がシステムとして働か
なくなることは自明であるともいえます．その時には地球はハ
ビタブルな惑星ではなくなるのでしょう．炭素循環システムが
いつ終焉を迎えるのか，そのタイムスケールを見積もるには，
マントルを含めた炭素の輸送量を定量的に評価する必要があり
ます．そのため，私たちは岩石の物理特性への炭素の効果を実
験室で調べるとともに，地球物理観測を専門とする研究者と協
力し，海洋プレートでの炭素の時空間的な広がりを検証してい
きたいと考えています．

地球内部での水循環と海水量変動
　海洋の持続的な存在には，表層環境の安定化に加え，地球内
部での水循環の収支も重要な役割を担います．海洋プレートは
中央海嶺での熱水変質により海水を取り込み，海溝でのプレー

トの沈み込みによってその水を地球内部へと輸
送します（図1）．そのようにして地球内部へと
運び込まれた水は，火山活動による脱ガスなど
により地球表層へと再び放出されます．この地
球内部での水循環の収支がバランスされてきた
ことで，海水の総量は地球史を通じてほぼ一定
であったと考えられています．しかし，上述の
ようにアウターライズ領域での断層形成によっ
て海水がプレート深部まで浸透しているのであ
れば，地球内部への水輸送量が大幅に増加し水
循環の収支均衡が崩れてしまうと予想されま
す．火星では過去に大規模な海が存在したとさ
れていますが，そのような水は火星内部へと運

地球史を通じた海洋の持続的な存在とこれから
日本地質学会H. E.ナウマン賞

片山郁夫（広島大学大学院先進理工系科学研究科）

図1　地球システムでの水と炭素循環

東京・早稲田大会：
2022年受賞記念講演

2022年度日本地質学会各賞の受賞記念講演・スピーチ（2022年9月4日　於早
稲田大学14号館 201教室）の内容をもとに各講演者の皆様に原稿をご執筆い
ただきました．
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び去られた可能性もあり，将来的には地球も火星と同じ運命を
たどり乾燥した惑星になるのかもしれません．
　アウターライズ領域でのプレートへの海水の浸透は，地震波
速度や電気比抵抗などの海底物理観測によって報告されていま
すが，どの程度の水が取り込まれているかを見積もるには岩石
物性への水の効果を知る必要があります．私たちは，独自に開
発改良を加えた実験装置を使って，地殻からマントルを構成す
る岩石の物理特性に対する水の効果を調べています．岩石は加
水反応によって蛇紋石などの含水鉱物を生成することで，地震
波速度が著しく低下し，電気比抵抗は低下します．さらに，こ
れらの反応は体積膨張を伴うため，岩石中には多くのクラック
が観察され，岩石物性はクラックの存在によっても大きく変化
します．岩石中のクラックの発達は，地震波速度を低下させま
すし，クラックが水で満たされ連結している場合は，電気比抵
抗が著しく低下します．そのため，地球物理データからプレー
ト中の含水量を推定するには，これら水質変成とクラックの効
果を分けて評価する必要があります．そこで，私たちは地震波
速度や電気比抵抗の応答性が水質変成とクラックで異なること
に注目し，これらを結合したモデルの構築ならびにジョイント
インバージョンによる海洋プレート中の含水量の定量的な見積
もりを目指しています．
　一方で，実験室と地球物理観測では，取り扱う空間スケール
に数桁以上のギャップが存在します．そのため，実験室のミク
ロなデータを，フィールドスケールのマクロな現象へ単純には
適用できないという問題が生じます．とくに割れ目については，
物理観測ではその周波数帯域から断層やジョイントに感度があ
るのに対し，実験室では岩石中のマイクロクラックの影響をみ
ていることになります．このスケールの問題は，室内実験が直
面する大きな壁ですが，私たちはクラックの理論的なモデルを
構築すること，そしてフィールド調査でのクラック分布にモデ

ルを適用することで，この問題の克服に取り組んでいます．先
に述べた地震波速度と電気比抵抗の結合モデルでは，物性値は
クラックの密度，アスペクト比そして連結度によって表現され，
大きさには依存しません．そしてフィールドでは，過去の割れ
目が充填された鉱物脈などをマッピングすることで，キロメー
トルスケールでのクラックの分布を追いかけることが可能で
す．このように理論モデルをフィールドへと拡張することで，
地球物理観測データからクラックの分布そしてプレートへの海
水の浸透プロセスを明らかにしていきたいと考えています．

最後に
　自分のこれまでの研究を振り返ってみると，学生時代の超高
圧変成岩の研究に始まり，ポスドク時代の岩石流動特性の実験
的研究，そして現在の岩石物性の測定に至るまで，対象や手法
に一貫性がないように思えます．これは，私の飽きっぽいそし
て流されやすい性格のためでもありますが，ここまで来たら開
き直ってそれが私の長所でもあると捉えています．地質学をは
じめとした地球惑星科学は，様々な現象が複雑に絡み合う自然
の摂理を解き明かそうとする学問分野であるため，分野融合的
な研究が必須であるとも言えます．地球や生命の歴史を解き明
かし未来の地球を予測するには，固体地球だけではなく大気－
海洋圏との相互作用を含め地球を一つのシステムとして理解す
る必要があります．私の専門は固体地球科学ですが，これから
は様々な分野の研究者と積極的に交流して融合研究に取り組
み，地球システムの理解を少しでも進めていきたいと思います．
最後に，これまでお世話になった多くの方々に御礼を申し上げ
るとともに，地質学の楽しさを次世代に伝えること，そして地
球惑星科学を真の融合研究の場にすることで，これまでのご恩
に報いていきたいと思います．

はじめに
この度は，これまで進めてきた「海水準変動復元と固体地球

モデリングに基づく南極氷床変動メカニズム解明の研究」につ
いて，栄誉ある日本地質学会小澤儀明賞を頂戴し，誠に光栄に
思うとともに大変嬉しく思います．この賞に推薦してくださっ
た方々，ならびに選考して頂いた方々に深く感謝いたします．
また，これまで研究を進める上でお世話になった先生方，先輩
方，共同研究者の皆様，この場を借りて深く感謝を申し上げま
す．

　私は2011年に東京大学大気海洋研究所の横山祐典研究室に卒
論生として所属して以降，2017年に博士を取得するまで在籍し
ていました．修正・博士課程ではオーストラリア・ボナパルト
湾の海洋堆積物試料の放射性炭素年代測定などの化学分析と堆
積層解析から最終氷期における海水準変動復元に関する研究を
主に進めていました．横山祐典先生には海外研究者と議論する
機会を多く頂き，刺激の多い研究生活を過ごさせていただきま
した．また，研究室内の多様な研究内容により，セミナーなど
を通して自身の研究の幅を広げることができたと実感しており
ます．大気海洋研究所では，横山先生のみならず，川幡穂高先

生，黒田潤一郎先生，芦寿
一郎先生をはじめとする多
くの方々にお世話になりま
した．博士課程2年次には
IODP Expedition 356に 高
柳栄子先生と岩谷北斗先生
と乗船する機会を頂きまし
た．オーストラリアのパー
スからダーウィンに向かっ
て北上する航海でしたが，
浅海域の掘削であったためコアが船上に上がってくる間隔が短
く仕事に追われていたことを覚えています．この航海では，放
射性炭素年代による年代モデルの構築と最終退氷期におけるオ
ーストラリアモンスーンの変遷に関する研究に携わりました．
2 ヶ月間にわたって海外の研究者と過ごす中で英語力の必要性
を実感しましたが，一つの大きなプロジェクトを協働で進めて
いく経験は私の研究経験の中で大きなターニングポイントにな
ったと考えています．

　博士課程取得後は学振PDとして国立極地研究所の奥野淳一

海水準データとGIAモデルから読み解く南極氷床変動史
日本地質学会小澤儀明賞

石輪健樹（国立極地研究所）



20 日本地質学会News　25（11）

2022年受賞記念講演

先生のもとに在籍し，海水準データから氷床変動を制約する時
に重要な現象であるglacial isostatic adjustment (GIA)の研究を
進めました．博士課程までは堆積物試料分析が主な研究手法で
ありましたが，初めてモデル研究を本格的にスタートさせまし
た．苦労することが多かったですが，奥野淳一先生をはじめと
する周囲の方々のサポートのおかげで進めることができまし
た．その後，新学術領域研究 「熱ｰ水ｰ物質の巨大リザーバ 全球
環境変動を駆動する南大洋・南極氷床」の固体地球班の特任研
究員として，堆積物試料分析とGIAモデルから過去の南極氷床
変動史の復元を主要な研究テーマとして，研究を進めてきまし
た．新学術では，「南極」をテーマに多様な研究に触れること
ができ，極域研究を進める上での基盤を構築できたのではない
か，と考えています．また，「南極若手会」の運営・参加を通
じて多くの若手と知り合えたことも研究の糧になっておりま
す．新学術においては，川村賢二先生，福田洋一先生，池原実
先生，野木義史先生，阿部彩子先生，菅沼悠介先生，奥野淳一
先生をはじめとし，ここでは挙げきれないほど多くの方にお世
話になりました．この特任研究員の期間中に日本南極地域観測
隊に参加する機会を頂き，東南極・リッツォホルム湾の露岩域
における地形調査や砕氷船「しらせ」による海洋堆積物掘削な
ど，多様な極域調査の経験をすることができました．この調査
では，青木茂先生，板木拓也先生，徳田悠希先生および第61次
日本南極地域観測隊の隊員の皆さまやその他大勢の方々に国内
訓練や準備，野外調査の実施に至るまで大変お世話になりまし
た．その後，2022年4月より国立極地研究所先端研究推進系助
教として採用され，野外調査・堆積物試料分析・モデル解析を
軸に南極氷床変動メカニズム解明を目指して研究を進めていま
す．

堆積物試料分析とGIAモデルから読み解く南極氷床変動史
　南極氷床は地球上で最大の淡水の貯蔵庫であり，全て融解す
ると全球的に50m以上海面を上げうるだけの氷を有していま
す．多様な時間スケールの変動が重畳している南極氷床の変動
メカニズムを解明することは地球システムにおける南極氷床の

役割への理解のみならず，将来の気候変動予測の精度向上に繋
がると考えられます．そのため，衛星観測から評価が可能であ
る短期的な時間スケール（数十年以下）の変動のみならず，よ
り長期的な時間スケールの変動（数百年以上）も理解する必要
があります．この長期的な時間スケールの変動の復元には，地
質試料とモデルシミュレーションが重要なアプローチ法となり
ます．南極は横断山脈を境に西南極と東南極に分けられます

（図1）．現在，西南極において氷床融解が顕著に進行していま
すが，西南極氷床の約10倍の体積をもち，安定だと考えられて
いた東南極氷床も過去の温暖期に一部が融解していた可能性が
報告されています．そのため，東南極も西南極同様に将来の温
暖化に対して敏感に応答する可能性があります．

　氷床変動史の復元では，地質試料から復元される海水準記録
が重要な役割を果たします．過去の海水準記録は氷床変動によ
る表層荷重の再配分に起因する固体地球の変動（GIA: glacial 
isostatic adjustment）と氷床量変化に伴う海水量変化が含まれ
ています．GIAモデルは海水面が重力の等ポテンシャル面に一
致することを利用し，表層荷重の再分配に対する固体地球の応
答を地球物理学的法則に基づき計算します（図1）．つまり，海
水準記録とGIAモデルによる計算値の比較に基づき，GIAモデ
ルに入力する氷床変動史に制約が可能となります．

　東南極・リュッツォホルム湾の露岩域では，三浦英樹先生を
はじめとする多くの研究者が地形調査，隆起海浜の年代決定と
湖沼の環境復元により，海水準に関する研究を進めてきていま
す．図2は昭和基地があるオングル島の海水準記録をまとめた
図になりますが，大きな問題点が3点あります．一点目は，最
終間氷期の海水準記録が得られていない点です．最終間氷期は
全球的な海面が現在よりも最大で9 mが高く，南極氷床の一部
が融解していた可能性が示されています．しかし，南極氷床変
動の復元に有用である，氷床・海水準変動を直接示す地質記録
は十分に得られていないのが現状です．そこで，第64次日本南
極地域観測隊地形調査では，露岩域に存在する過去に湖だった

図1

図3

図2

図4
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凹地で堆積物コア試料を採取することで最終間氷期の海水準を
含む古環境復元の取得を目指します．
　二点目は，最終氷期おける海水準データとGIAモデルの計算
結果の乖離です．リュッツォホルム湾を含む東南極の露岩域で
は，海洋酸素同位体ステージ3の時期で現在よりも高い海面を
示す海水準データが報告されています．しかし，これらの海水
準記録は既存のGIAモデルでは説明できません．中田正夫先生
は，これらの記録に着目しGIAモデルに入力する南極氷床変動
史を改善しました．私は，この論文を踏まえ，新規に報告され
た海水準データをコンパイルし，南極氷床変動史の改善を試み
ました．その結果，東南極の一部では最終氷期最盛期以前に最
大量に達していた可能性を示しました．さらに，その氷床量は
海水準換算で１ m未満であり，全球的な海水準に影響を与え
るほど大きくはないことが判明しました（図3）．この成果は南
極観測に関わった方々が報告したデータを用いたものであり，
先輩方の功績がなければ達成できなかったと感じております．
近年の研究では，最終氷期における全球的な海水準曲線が見直
されつつあります．それは，海洋酸素同位体ステージ3におけ
る北米氷床が従来考えられていたよりも小さく，全球的な海水
準が高かった可能性が報告されているためです．そのため，東
南極に焦点を当てた本成果も最終氷期の氷床・海水準変動研究
に貢献できるのではと考えています．

　最後の三点目ですが，海水準・氷床変動を示す地質データが
最終退氷期においても不足している点が上げられます．これが
最終退氷期の南極氷床厚変化の時空間分布に各氷床融解史で差
異が生じる要因だと考えられます（図１）．また，GIAの時間

スケールは数十年から数万年であるため，衛星観測から推定さ
れる現在の南極氷床の質量収支は過去の氷床変動に起因する
GIAの影響を内含しています．そのため，最終退氷期を含む過
去数万年間の氷床変動の復元は現在の質量収支を推定する上で
も重要です．南極沿岸域の最終氷期最盛期の海水準は約100 m
低下したと考えられるため，水深100 m以浅の堆積物試料が最
終退氷期の海水準・氷床変動の復元に有用です．しかし，浅海
域は砕氷船「しらせ」などの船舶が入りにくいため，掘削地点
の選定に不可欠な海底地形の取得が困難でした．そこで，第61
次日本南極地域観測隊の地形調査では，魚探による測深を実施
しました（図4）．その結果，過去に湖だった可能性がある地形
が見つかり，第64次日本南極地域観測隊では堆積物試料を採
取・分析し，最終退氷期の海水準記録を取得する予定です．

最後に
　これまでの研究生活を振り返ると，恵まれた環境で研究生活
を送ることができたと実感しております．ご紹介できなかった
方々も含め，多くの先生方，先輩，同期，後輩に大変お世話に
なりました．今回ご紹介したGIAというキーワードは馴染みが
ない方が多いと思います．しかし，将来の海面上昇予測や，全
球的な気候に大きな影響を及ぼす氷床変動を理解する上では，
重要なキーワードとなります．堆積物試料から得られるデータ
の裏側に潜む意味合いを理解しつつ，GIAモデルと統合的に解
釈し，氷床変動復元をテーマに今後も取り組んでいきたいと思
います．今回頂戴した「小澤儀明賞」を励みにより一層研究に
励み，分野の発展に貢献できるような研究を進めていきたいと
思います．

はじめに
本日はこのような大変名誉ある賞をいただき誠に光栄です．

いままで指導してくださった先生方，諸先輩方そして一緒に研
究を進めてきた学生さん達に深く感謝申し上げます．私は，岩
石中に記録されている地球内部の動的な現象を追い求めて，研
究を進めてきました．そのモチベーションは，現在，日本列島
のようなプレート収束帯の下で起こっている変動現象を，岩石
から物質科学的に理解したい，というものです（図１）．特に
近年，地球物理観測の発達で，火山下での深部低周波地震の数
カ月後に浅部地殻地震が発生したり，プレート境界でゆっくり
地震の数カ月後に上盤地殻で地震が発生したりと，数百メート
ルから10 kmスケール，数時間から数ヶ月程度の流体の動きが
克明に捉えられるようになってきました．このような動的な流
体の動きは，火山下であれば高温変成岩に，プレート境界であ
れば高圧変成岩や付加体中に記録されているはずです．私は，
岩石熱力学と地球化学，地殻水理学を融合した方法で，このよ
うな岩石と水の動的な反応と破壊プロセス，そしてそれらと地
震発生や火山生成との関係を追い求めてきました．

地質学との出会い
　私と地質学との出会いは，中学生の時に巣鴨学園で地学の指導
をされていた萩谷宏さんに，長瀞の三波川変成岩の解説をしてい
ただいたのがきっかけでした．萩谷さんは当時東大の地質で博士

課程を出られたばかりの地
質学者で，このような専門
家の方に中学で出会えたの
は幸運でした．中学・高校・
大学と地学系の部活動をし
ていましたが，学問として
地質学を志そうとしたのは，
東京大学の教養課程２年の
ときに磯崎行雄さんが主催
されていた「地球探訪」と
いうアメリカ大巡検に参加して，地質学の壮大さを実感したのが
決め手でした．その後，学部から博士，現在に至るまで，岩石と
水の動的な破壊と反応をテーマとして研究を進めてまいりました．

岩石熱力学と地球化学をあわせた変成作用の温度・圧力・物質
輸送解析
　変成岩の中から動的な流体活動を検出して，それを現在観測
されている地震や火山現象と比較するためには，変成岩中の鉱
物脈や反応帯から，温度・圧力や反応経路のみならず，破壊プ
ロセスや物質輸送，そしてそれらの現象の時間スケールを明ら
かにする必要があります．
　卒業研究では，東京大学の鳥海光弘さんの研究室に入り，ま
さにそのようなテーマに取り組みました．長瀞の三波川変成帯

プレート収束帯の動的な流体活動に関する研究：
“時空間スケールの壁”に挑戦する動的な岩石学を目指して	 日本地質学会柵山雅則賞

宇野正起（東北大学大学院環境科学研究科）
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中に分布する，片理面と平行な，せん断破壊で形成された鉱物
脈のサイズ分布を計測して，その形成過程を明らかにするとい
うものです．ところが，実際に調査にいってみると，天然岩石
の複雑さに圧倒されて何もわかりませんでした．というのも，
これらの鉱物脈は，あるものは明らかにせん断破壊で生じてい
ますが，あるものは既に変形してブーディン化したり，あるも
のは褶曲したりしているし，細かく観察するとどれまでが鉱物
脈か，どれからが元々の変成岩に内在する縞状構造か，わから
なかったからです．これは今思えば地質学の根本的な３つの問
題に直面していました．すなわち，「地質記録の多重性」，つま
り岩石中の記録は過去から現在までの積分値であること，「初
期条件の不定性」，つまり元々の岩石はなんだったのか，そし
て，「境界条件の不定性」，つまり流体はどこから入ってきたの
か，が多くの場合自明でない，ということです．
　修士課程ではよりリジッドな問題を解きたいと思い，三波川
帯の高変成度域に分布する，ザクロ石角閃岩の熱力学解析に取
り組みました．具体的にはザクロ石や角閃石の組成累帯構造か
ら，連続的な温度圧力履歴を復元し，ウェッジマントル深度で
の脱水から吸水に至る流体発生量を明らかにしました（図２）．
さらに，温度圧力だけではなく，流体の情報を取り出したいと
考えて，流体活動の痕跡である物質輸送の解析に取り組みまし
た．この問題は実際に取り組んでみると，観測できる変数の数
より未知数の数が多い不定問題であることがわかりました．と
いうのも，物質移動量は場所によって異なるので，元素数×空
間座標分の未知数が生じてしまうためです．これらの問題を解
決するために，今思うとスパースモデリングの考え方ですが，
物質移動量が空間的に連続である，という仮定を与えることで，

この問題を定式化して最適化問題として解きました．この物質
移動解析は，手法としては仮定が多すぎるものの，鳥海さんか
ら初めて褒められて，「新しいことをするというのは，誰も取
り組んだことの無い問題を解くことなんだ」と実感しました．
　一方で主要元素の解析だけでは限界を感じたのと，鳥海さん
が退官されたこともあり，博士課程は東工大で地球化学を精力
的に進められていた岩森光さんのところに移りました．岩森さ
んからは，「変成岩の個々の履歴の解析はラグランジュ的だけ
ど，そこに沈み込み帯全体を包括するようなオイラー的な視点
が必要だ」と指導していただきました．そのような沈み込み帯
を包括的に捉える手法として，微量元素や同位体組成をはじめ
とした地球化学分析と岩石熱力学的な反応解析を融合させた研
究に取り組みました．その結果，三波川変成帯の上昇期に大規
模な微量元素の付加があったことを明らかにしました．
　さらに，博士論文では，岩石学的な反応進行度と，流体で輸
送されづらい不動元素濃度との間に相関があることから，変成
帯上昇時に-77%から+250%にも渡る大規模な主要元素の移動が
あったことを主張しました．しかしながら，これは審査委員の
先生方から猛烈に批判され，「原岩にも不均質があるでしょ．
変成岩の岩相境界はそんなに反応していない．」とか「私も同
意見で信じない．20年ぶりに〇〇先生と意見が合った．」と反
論されてしまいました．なんとか他の状況証拠も含めてディフ
ェンスすることは出来ましたが，彼らに指摘されたことはまさ
に当を得ており，沈み込む前の岩石の化学組成には不均質性が
あるので，「変成岩の原岩不均質性問題を考慮しなければ，物
質移動問題は解けない」，ということを痛感しました．
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岩石-流体反応帯からの動的流体活動の抽出
　ポスドク以降は，より動的な現象を扱いたいと思い，地殻内
部の流体の流動やカイネティクスを扱っている東北大学の土屋
範芳さん，岡本敦さんのところに移りました．そこで，土屋さ
んが南極で採取されたとても素晴らしい試料に出会いました．
花崗岩質岩脈とグラニュライトの反応帯で，花崗岩質マグマか
ら流体が地殻へと供給されている様子が，含水量の分布やハロ
ゲンの濃度分布から見えて，流体供給の境界条件がよく分かる
試料です（図３）．特に，フロゴパイトやアパタイト中のフッ
素濃度のプロファイルは，非常にきれいな移流拡散プロファイ
ルを示しています．これに反応輸送モデルを適用することで，
この反応帯が形成した際の流体活動の時間スケールが，数百日
程度と非常に短いことを明らかにしました．これは従来の放射
壊変を基にした地質年代計では捉えることの出来ない短い時間
です．さらに，岩石―流体反応帯から，従来は見積もることの
難しかった流体活動の時間，浸透率，流体圧勾配など，地殻深
部の動的な流体流動に係るパラメーターを推定する方法論を確
立しました．
　こうした研究は，修士・博士課程の学生さんであったディア
ナ・ミンダレバさんとも共同で進めたもので，彼女は角閃岩相
の鉱物脈から，約10時間程度の非常に短時間の流体活動を見出
しました．さらに，これらの流体が引き起こしうる地震の規模
を推定したところ，流体活動時間とマグニチュードの関係が，
ゆっくり地震のスケーリング則に載ってくることを見出しつつ
あります．
　私自身は，2019年から2020年にかけて日本南極地域観測隊と
して運良く南極に調査に向かう機会を得ました．そこでは，地
質学のスケールの壁を超えるような，非常に明瞭な露頭に数多
く出会いました．この写真の露頭は，幅2 km，高さ600 mにも
渡って下部地殻物質が露出しています．花崗岩質マグマがグラ
ニュライト相の地殻物質に貫入して，マグマだまりを中心とし
て地殻を次々と破砕している様子がよくわかります．このよう
な岩脈群を含む露頭をドローンで３次元解析し，応力インバー
ジョンを適用することで，短時間の流体活動が繰り返す中で，
応力状態が繰り返し逆転している様子を，捉えつつあります．

カルフォルニア蛇紋岩の反応履歴の解明と体積膨張反応の反応-
破壊自己促進過程
　こうした研究とは独立に，博士課程の途中からは，アメリカ
地質調査所（USGS）のステファン・カービーさんと共同で，
カルフォルニアの蛇紋岩の反応過程に関する研究を続けてきま
した．特に極めて露出の良い，新鮮な蛇紋岩を調査することで，
サンアンドレアス断層直上の蛇紋岩が地殻内部を上昇してきた
ことを支持する物質科学的な証拠を発見しました．

　カルフォルニアの蛇紋岩を数多く調査するなかで，蛇紋岩化
反応やかんらん岩の炭酸塩化反応では，必ず特徴的な亀裂パタ
ーンを伴いながら反応が進むことに気が付き，天然岩石の多様
な亀裂生成を再現しそのメカニズムを理解したいと思いまし
た．実はこれらの反応は，固体の体積が数十％も大きくなる体
積膨張反応です．地球内部の高封圧下でどのように体積膨張し
ながら目詰まりすることなく加水反応や炭酸塩化反応が進行で
きるのかは，地球科学上の大きな問題です．天然岩石の観察か
らは反応の体積膨張で岩石が破砕され，流体の流れが促進され
ることで反応が加速するのではと推測されていましたが，実験
では誰もそのようなプロセスを再現したことがありませんでし
た．その原因は，天然岩石で観察される高い反応進行度を，実
験室では再現出来ていないことにあるのではと考えました．そ
こで，東北大学の岡本敦さんと共同で，アナログ物質で反応が
早いMgOをもちいた流通式水熱反応実験をおこない，体積膨
張反応により岩石が破砕され，流体流れが加速することを，世
界で初めて実験的に明らかにしました（図４）．

地化学機械学習による変成岩の原岩不定問題の解決
　さらに最近，博士課程１年の松野哲士さんと共同で，地化学
データに機械学習適用することで，変成岩の原岩組成不定問題
を解決する枠組みを開発しました．全球の玄武岩の化学組成に
ついて，組成空間上の相関を機械学習で学習することで，たっ
た数個の不動元素を仮定するだけで，変質・変成した玄武岩か
ら元の玄武岩の化学組成を精度よく推定できることを明らかに
しました．

地球物理観測と地質学現象を結ぶ動的な岩石学の確立へ
　このようにして，変成岩中の反応帯や鉱物脈における流体活
動の時間スケールや流体圧，透水率，応力変動や物質移動など，
私の学部時代にはよくわかっていなかった様々なパラメーター
が，岩石から解明できるようになり，地球物理観測と地質学的
現象を具体的なパラメーターを介して比較できるようになって
きました．私も（前のご講演の岡崎さんと一緒で），本当に今
が一番，研究が楽しいです．今後はこのような研究をより多く
の岩石組織に展開していくことで，現在進行中の地球内部現象
の解明を進めていきたいと思っています（図５）．
　更に最近は，地球物理学とのコラボレーションを進めており，
水理学や地熱の研究者とともに日本の浅部から深部までの地殻
浸透率を総説にまとめたり，地震学的に推定される地震イベン
ト時の流体フラックスと，地質学的に見積もられる長期の流体
フラックスを比較するような研究にも取り組んでいます．

最後に
　今日まで，高圧変成帯や高温変成帯をはじめとして，ウェッ
ジマントルや海洋リソスフェア，マグマだまり，鉱床に至るま
で，プレート収束帯の様々な動的な流体活動を研究することが
できました．このような幅広い研究が行えたのは，一重に共同
研究してくださった皆様のおかげです．これまでに関わったす
べての皆様から学んだ科学観，地球科学観が大きな財産となっ
ております．最後に多様な地質学観・地球科学観を育み継承さ
れている地質学会の皆様に御礼申し上げて講演とさせていただ
きます．最後までご清聴ありがとうございました．

※次号12月号ニュース誌にも他の受賞記念講演の記事を掲載予
定です。

図5
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C A L E N DAR
2022.11～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をごҊ内致します．会員の皆様の情報
をおちしています．
˒ҹは学会主催，（共）共催，（後）後ԉ，

（協）協ࢍ．

����
■11݄　/PWFNCFS
ୈ�ճ245ࡍࠃγϯϙδϜ

「/ano5eSasuが拓く科学ٕ術イノベーション」
11月14日（月）ʙ15日（火）
会場ɿイイノホール（東京ઍ代田۠内幸
ொ）（オンラインซ用）
Ittps:��XXX�Rst�go�jp�site�3geW�intl-
sZmposium2022jp�Itml

地Ҭࢁ࢜γϯϙδϜ����ʮࡍࠃ
%9ʙַࢁ観ޫとੈ࣍௨৴ʙʯ
主催ɿ山སݝ士山科学研究所
11月20日（日）13:00-16:30（予定）
;oomによるオンライン開催
事前申込制ɿ11�10（木）まで
Ittps:��XXX�mGSi�pSeG�ZamanasIi�jp�

ʢ後ʣୈ��ճࣾ会地質学γϯϙδϜ
11月25日（ۚ）ʙ 26日（土）
場所ɿ日本大学文理学部オーバル・ホール，
オンライン（;oom）ซ用
It t p s : � �XXX � j s pmug � o S g � enWge o @
sZmpo�32nd@sZmpo�

■12݄　%FDFNCFS
ʢڠʣୈ��ճθΦϥΠτൃڀݚ表会
12月1日（木）ʙ 2日（ۚ）
場所ɿあわぎんホール（徳島ڷݝ土文化会館）
Ittps:��j[a-online�oSg�

ୈ��ճ�地質ௐࠪ૯߹ηϯλʔγϯϙ
δϜɿྩ�度地ݯࢿݍ環境ڀݚ
部ڀݚ成Ռใࠂ会
地圏ࢿ源環境研究部門の最新研究r新たなチ
ャレンジと展望r
12月7日（水）13:30-17:20（予定）
会場ɿステーションコンファレンス万世4ڮ

֊（東京ઍ代田۠ਆ田須田ொ）
参加අ無料（要事前申込）
Ittps :��XXX�gs j � jp�SeseaScIes�gs j -
sZmposium�sZmpo37�index�Itml

γϯϙδϜʮޚባࢁ・ശࠜࢁ・
നࠜࢁɿ水ৠؾՐ͓よͼࡂと
観ޫʯ
12月16日（ۚ）-17日（土）
場所ɿ長野ݝ・木ીொ文化交流センター
開催方法ɿ現地・オンラインซ用
参加අ無料（要事前申込）
Ittps:��ontake-Wc�jp�satoneXs�neXs25�

地質学史࠙会ʢϋΠϒϦουʣ
12月17日（土）13:30 ʙ 16:30
場所ɿ早稲田ไ仕園（東京メトロ東西線早稲
田Ӻ下ंెา5分）
山田ढ़弘・須ढ़「望月উ海日記通ಡプロ
ジェクト」（仮題）
今村ྒྷ平「中国地図測量史」
問い合わせɿ島ಓ子 pxi02070!niGtZ�com

˒ୈ�ճγϣʔτίʔε
12月18日（日）
開催方法ɿ[oomによるオンライン講義
・法地質学の現在ɿਿ田子
・付加体地質学と沈み込み帯掘削の現在ɿ山
ඈ鳥ޱ
申込కɿ12月8日（木）
Ittp:��geosocietZ�jp�science�content0151�
Itml

学ज़会ٞެ։γϯϙδϜʮ地໊ඪ
४化の現ঢ়と՝題ɿ地໊デʔλϕʔ
εのߏஙと地໊ඪ४化機ؔのઃஔに
ʯ͚ͯ
12月18日（日）13:00-17:00（オンライン開催）
参加無料，定員300名
Ittps:��XXX�scj�go�jp�ja�eWent�2022�331-s-
1218�Itml

アΠデアιϯʮ地・測地なͲのデ
ʔλにؔ͢るڀݚల։からࣾ会応用
·での෯い活用ํࡦʯ
S5A3-Eプロジェクト 第1回研究者・学生向
けイベント
12月27日（火）10:00-17:30
会場ɿ5,P新ڮカンファレンスセンター
参加අ無料，定員ɿ50人

申込కɿ12月13日(火) 12:00
Ittps:��staS-e-pSoject-221227�eWentcloudmix�
com�

����
■1݄　+BOVBSZ
˒ؔ౦ࢧ部ΦϯϥΠϯߨԋ会
ʮݝの石�ҵݝʯ
1月22日（日）13:00-16:05
参加අ無料（要事前申込）
申込కɿ1月11日（水）まで
Ittp : � �XXX�geosoc i e tZ � j p�ou t l i ne�
content0201�Itml�2022isIi

■3݄　.BSDI
˒ຊࢧ部ྩ�度૯会・ୈ���
ճྫ会
3月4日（土） ྫ会・総会
会場ɿ島根大学総合理工学部多目的ホールほ
か
講演・参加申込కɿ2月1日（水）

（注）状況によってオンライン開催を検౼
Ittp : � �XXX�geosoc i e tZ � j p�ou t l i ne�
content0025�Itml

■�݄　+VMZ
ୈ�ճ༵ࠇࡍࠃ石会ٞ
InteSnational OCsidian $onGeSence(IO$) 
EngaSu 2023
7月3日（月）-6日（木）
開催地ɿ北海ಓ紋ผ܊ԕܰொ
I t t p s : � � s i t e s � g o o g l e � c o m � W i e X �
iocengaSu2023�Iome

■9݄　4FQUFNCFS
˒ຊ地質学会ୈ���学ज़େ会
ʢژ����ʣ
9月17日（日）-19日（火）
会場ɿ京大学

ҙɿ৽ܕίϩφΟϧスײછ֦େのӨڹ
ʹΑΓɼࣄߦதࢭのՄੑ͋Γ·͢ɽ࣮
લʹ֤ओࣄの༗ແʹ͍ͭͯ࠵։ࣄߦのࡍ
ɼ͍߹Θͤઌʹ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɽऀ࠵
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教員・৬員ެื等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようおئい致します．

ެื

京大学大学院工学研究科
ࣾࢢ会工学ઐ߈ॿڭ
ूื（ఆݶੑঁ）

৬種ɿ助教
ืू人員ɿ1名
ࢢ場所ɿ京大学大学Ӄ 工学研究科 ۈ
ࣾ会工学専߈（ॅ所ɿ京ࢢ西京۠京大学
（クラスター̘ܡ
৬内容ɿ地球ࢿ源学講座地球ࢿ源システム
分野に関連する教育と研究，ならびに研究室
の運営にかかわる業を行う．

ʲ専門分野ʳ応ื者は，地球ࢿ源分野での地
質学・地質工学，岩石・岩盤の物性，地殻ダ
イナミクスなどに関する研究業績を有し，Τ
ネルギー・鉱物等の地球ࢿ源の成因，評価，
開発などにおいてࢿ源工学の学術的発展にد
与できる方が望ましい．

ʲその他ʳࣾࢢ会工学専߈地球ࢿ源学講座
（地殻環境工学分野）およびࣾ会基盤工学専
源工学講座（応用地球物理学分野，地殻ࢿ߈
開発工学分野，計測評価工学分野）と協力
し，工学研究科ࣾࢢ会工学専߈・ࣾ会基盤
工学専߈および工学部地球工学科の教育・研
究および運営にかかわる業を行う．
格等ɿ女性であること．博士の学位を有すࢿ
る（取得後֓Ͷ7年以内）または着任時まで
に取得予定のこと．当֘分野に関する༏れた
研究業績を有し，熱意をもって，これらの研
究教育に取り組める方．なお国籍は問わない
が，日本語での会話および文ॻによる意思の
ૄ通に支োのないこと．また英語による講義
の担当が可能なこと．
任期ɿなし
用期間（着任時期）ɿྩ和5年4月1日(またޏ
は，それ以降できるだけ早い時期)
試用期間ɿあり（6 ϱ月ɿ本学教৬員ब業規
則に基づく）
量労働制（1日̓時ࡋܕ形態ɿ専門業ۈ
間45分相当），ٳ日ɿ土日༵，ॕ日，年年
始，立記念日
Ԡืకɿྩ412݄2�ʢ݄ʣඞண
その他ɿ本学におけるஉ女共同参ը推進施ࡦ
の一環として，「ޏ用の分野におけるஉ女の
均等な機会及び۰の確อ等に関する法

（உ女ޏ用機会均等法）」第8条の規定に基づ
き，女性に限定したެืを実施するもので
す．
問い合わせ先ɿ京大学大学Ӄ 工学研究科 
ࣾࢢ会工学専߈ 教त ྛ 為人
̚-mailɿIaZasIi�tameto�6s!kZoto-u�ac�jp
※選考に関する問い合わせには応じられません．

応ื方法，応ืॻྨ等ެืのৄ細は，下記を
参রしてください．
Ittps:��XXX�kZoto-u�ac�jp�sites�deGault�
G i l e s � 2 0 2 2 - 1 1 � 2 2 1 2 2 6 @ 1 6 0 0 -
d829e9c6c8eG68827C04C4a178C570ac�pdG
Ittps:��XXX�t�kZoto-u�ac�jp�ja�joCs�open

Լ北δΦύーΫ
ਪ進һืू

৬ɿ下北ジオパークの推進に関する業
ืू人員ɿ2名
任期ɿྩ和５年４月１日からྩ和̒年３月31
日
業内容
 ・日本ジオパークネットワークへの貢献に係

る業
 ・研究者と連携して学術連携を行うことおよ

びその成果のެ表に係る業
 ・専門分野に関する学術研究のී及活動およ

び教育活動
 ・解説パンフレットɺ板等ܒ発物の説明文

ฤूおよび説明教ࡐの作成
 ・その他ジオパーク推進に係る業
応ืࢿ格（次のすべての要件を満たす者）
 ・ジオパーク活動にڵ味・関心がある者
 ・ジオパークに関連する分野（地質学・地理

学・火山学・生態学・海洋科学等）を専߈
または研究した者でɺ大学Ӄ修士課程修ྃ
以上の学歴を有する者ɺまたは同等以上の
学力を有すると認めれた者

 ・ී通自動ं運転໔ڐを有している者
 ・パソコン（Excel・8oSd・PoXeSPoint等）

の基本的なૢ作を行うことができɺポスタ
ーやチラシなどの広報を作成することがで
きる者
ɿ2�2212݄2�ʢ水ʣඞணݶظूื
問合せ先ɿاըࡦ部ジオパーク推進課
　　　　　˟035-8686
　　　　　青森ݝむつࢢ中央一ஸ目8-1
　　　　　電話ɿ0175-22-1111(代表)　内線ɿ
2814・2815
ืूのৄ細は下記をご参রください．
　　　　 　Ittps:��XXX�citZ�mutsu�lg�jp�
Cunka�geopaSk�geopaSksuisIinin�Itml

日本地質学会にدせられ
た候ิ者のืू・推薦依
པ等をごҊ内致します．

֤・
ॿ成ڀݚ

ेউַδΦύーΫ
研究ॿۚืू

झࢫɿ
　十উַジオパークは，火山活動によりつく
られた大地やその上に成り立つ生態系，人が
築き上げてきた文化をकり伝えながら地域ࣾ
会の持続可能な発展のために活用していま
す．しかし，Τリア内においては地域のҨ産
やそのอ全，観光面での活用方法などが十分
に研究されているとは言えません．また，こ
の100年間で3回の火を繰り返した十উַ
も，1988-89年の火から33年が経過するな
か地域で起こりうるࡂにࡂ意ࣝを高めて
いかなければなりません．
　そのため，十উַジオパーク推進協議会で
は，学術ࢿ料の積と活用を促進し，十উַ
ジオパークの質の向上や新たな価値をఏ供す
ることを目的に，学術調査や研究活動を行う
学生や研究者に対し，調査研究අの助成を行
います．
助成対象となる研究ɿ
　十উַジオパークΤリアを対象とした学術
研究で，次のいずれかのテーマを扱ったも
の．
(1)地形・地質
(2)動২物
(3)文化，歴史，産業，地域ࣾ会など人文・ࣾ
会科学
(4)ࡂ・減ࡂ
(5)ジオパーク活動を通じた地域づくりおよび
地域経ࡁ
(6)その他ジオパークのอ全と活用，持続可能
な地域の発展にࢿすると認められる調査研究
助成対象者ɿ
(1)日本所在の大学及び大学Ӄに在籍する学生
で，当研究について指導教員の推薦ॻをఏ出
できる者．
(2)日本所在の大学等，研究機関に在籍する教
員及び研究員
(3)前２号に掲げる者のほか，十উַジオパー
クの質の向上や新しい価値をఏ供する研究が
可能と十উַジオパーク推進協議会会長が認
めたもの．
研究期間ɿ採通知日から2024(ྩ和6)年2月
28日まで
ਃॻडకɿྩ412݄31	ফҹ
༗ޮ

申方法等ืूのৄ細は下記を参রしてくだ
さい．
Ittp:��tokacIidake-geopaSk�jp�actiWitZ�
education��
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東大地研・京大ࡂ研：
ྩ�年ڌ間࿈ܞ
ಉ研究のެืڞ

　本ެืは「ࡂのܰ減に貢献するための地
震火山観測研究計ը（第２次）の推進につい
て」（ݐ議）を受けて東京大学地震研究所と
京大学ࡂ研究所が連携して共同研究をެ
ืするもので，幅広い関連研究分野からの応
ืを期しております．
ެื事߲
ʻ拠点間連携共同研究ʼ
１．重点推進研究， ２．一ൠ課題ܕ研究
申ࢿ格 ɿ大学及び国，ެ立研究機関の教
員・研究者ຢはこれに準じる者．
申方法 ɿ所定の様式に必要事߲を記入の
うえ，拠点間連携共同研究 8eC 申システ
ム(Ittps:��dpSieSi�conGit�atlas�jp�ja)よ り，
8eC 申してください．様式は以下の )P
に掲載されています．
東京大学地震研究所の共同利用の )P
Ittps:��XXX�eSi�u-tokZo�ac�jp�kZodoSiZou�
cooSdinating�
京大学ࡂ研究所の共同研究の )P
I t t p s : � � X X X � d p S i � k Z o t o - u � a c � j p �
collaCoSation@X@eSi�
研究期間ɿ研究期間は，原則としてྩ和５年
採日からྩ和̒年３月まで（１か年）と

します．ただし，一ൠ課題ܕ研究においては
２か年にわたる申を予定することが可能で
す．２か年にわたって申を予定する場合
は，申ॻに年度ຖの研究目標，計ըを記述
してください．なお，前年度に研究期間を２
か年で申した場合は，継続申ॻฒびに中
間報告ॻを申期限までにఏ出し，改めて審
査を受けて採される必要があります．
ਃݶظɿྩ̑1݄13ʢۚʣ̡ कʳݫ

ʲ問い合わせ先ʳ˟113-0032 東京文京۠
生 1-1-1
東京大学地震研究所研究支ԉチーム（共同利
用担当）
電 話ɿ03-5841-5710，1769 'A9ɿ03-5689-
4467
E-mailɿk-kZodoSiZo!eSi�u-tokZo�ac�jp
˟611-0011 京Ӊޒࢢ࣏ケঙ
京大学Ӊ࣏地۠事部研究協力課拠点支ԉ
ֻ
電話ɿ0774-38-3350 'A9ɿ0774-38-3369
E-mailɿkZodo!dpSi�kZoto-u�ac�jp

ୈ��ճ（202�年）
ެӹஂࡒ๏ਓࡾඛஂࡒ
ࣗવ科学研究ॿެื

総ֹɿ約3ԯ3000万ԁうち 
 ・一ൠ助成 約2ԯ7000万ԁ（1件2000万ԁ以

内）
 ・若手助成 約6000万ԁ（１件一400万ԁ）
Ԡืؒظɿ2�23�1݄��ʢۚʣʙ2�23�2
݄�3ʢۚʣ1࣌�ʢకݫकʣ
助成対象ɿ近年の自然科学の進าはめざまし
く，各学問分野の研究の深化はもとより分野
間の相互作用により，つぎつぎに新たな研究
領域が誕生しつつあります．このような状況
のもとで本事業では，自然科学のすべての分
野にかかわる独的かつ先駆的研究を支ԉし
ます．さらに，既成の֓念にとらわれず，新
しい発想で複数の領域にまたがる研究に対し
ても大きな期をよせ，助成します．なお，

「一ൠ助成」に加え，若手の研究者の方を対
象とした「若手助成」を実施します．
応ื方法ɿ応ื要領は，下記当財ஂホームペ
ージをごཡ下さい．助成申込方法は，8eC
応ืシステムのみでのఏ出によります．ৄし
くは当財ஂホームページ上の各分野応ื手ॱ
をごཡ下さい．

ʦ ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス ʧIttps:��XXX�
mitsuCisIi-[aidan�jp�suppoSt�index�Itml
(注)ご不明な点は財ஂ事ہѼごর会下さい．
ެӹ財ஂ法人三ඛ財ஂ事ہ
˟100-0005 東京ઍ代田ؙ۠の内2-3-1 三ඛ
事ビルディング21֊
電話 03-3214-5754 　'ax 03-3215-7168
E-mail inGo!mitsuCisIi-[aidan�jp

ୈ��ճ地球ϑΥトίンςスト�スマϗ賞
ʮ島山島のγマγマʯ

写真ɿ҆Ӭ　խ（長崎ݝ）

೭浦ொ島山島西海岸ۄࢢ島ޒݝӨॴɿ長崎ࡱ

波によって削り出さߥӨऀΑΓɿ島山島は，その名の通りシマシマの山が見られる島．その西海岸では，東シナ海のࡱ
れたシマシマの大断֑が見られます．この大断֑は島の南の大崎から約10kmにわたって続き，高さは最大で100mに
なります．約2000万年前に大から流れていた大Տの底に堆積した࠭ట互層がഭ力の大露頭を形成しています．

৹ࠪҕһߨධɿޒ島列島は2022年1月，日本ジオパークに認定された地域で，そのためか今回はޒ島列島から多くの
作がدせられました．船からしかࡱ影できないポイントですが，船からோめる10kmの大露頭はさͧかし壮観でしょ
う．ബಶりだったようでӄがあまりなく，地層のৄ細がよくわかります．ࡱ影者の解説も適でした．（審査委員長　
നඌ元理）

地࣭తഎܠɿޒ島列島福ߐ島の西海岸は，東シナ海に面する常に大波にさらされる場所で，きれいな縞々の露頭が数キ
ロにわたって連続します．この地層は，Տ川と൙ཞ原堆積物からなる約1700年前の成層であり，100mの断֑には上
方細ཻ化ʗബ層化がよく見られます．ここでは，日本海が開く前のϢーラシア大のԑล部の堆積環境を記録する地層
が，圧倒的なスケールでされています．安Ӭさんは地元ジオパーク推進協議会の専門委員であり，一ൠの人がなかな
か行けない地の利を生かした素晴らしいジオ写真をఏ供していただくことができました．（清川ণ一ɿभ大学）

දࢴհ
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日本ྻ島地質૯ཡ
ᴷ地史・地質環境・ࡂ・ݯࢿᴷ

Ճ౻	ᛨҰ・田	ߒೋ・ࡈ౻	ᚸ・
Ұതฤ	࡚ٶ・ਗ਼ल	Ұ・水野	ߴ

朝倉書店，刊行日：2022年6月1日発行，
B5判，460ページ，
ISBN：978-4-254-16277-6 C3044，
定価 19,800円（税込）

　本ॻの頭，今まで地方地質誌は数種ྨ以
上がاը・発行されてきたが，本ॻのような
総論的な日本列島全体をཏするॻ物がこの
ところॻかれていないとの紹介がある．日本
列島を題ࡐにしたテクトニクスは論文として
は多くが発表されて来たが，全域の地質や環
境をくまなく記載しあるいは引用した上での
議論は最近は少なかった．2005年前後から日
本地質学会をฤूの主導として，各地域ごと
の地質誌がேॻళ発行の新ฤ日本地方地質
誌のシリーズとしてاըされ，先年それが
結したのであるが，今回は産総研の地質調査
総合センターの方々がฤू者・執筆者として
ूまり（ฤू者は8名，執筆者は29名），چ地
質調査所および同センターになるシリーズの
5万分の1地域地質研究（چ図幅と同説明ॻ）
と，新ฤ地方地質誌の記述を基本とし，その
後の地層と岩石の年代を含めた新しい地質系
統，岩体や地体構造形成のテクトニクスの記
述を含め主要な地域の最新の研究を一本と
してฤूされたものであり，ฤू執筆ਞのご
苦労と意気込みが感じられる．地史はプレー
トテクトニクス的に解釈し意義づけられてお
り，研究ॻとしての最新の総論ともいえる． 
　本ॻの内容は，日本列島の地体構造・地史・

地質環境・ࢿ・ࡂ源およびそれらに基づく
テクトニクスの解釈である．20世ل後から
21世لにかけてٸ速に進าした研究手法，特
に地層と岩石の年代，化学組成を中心とする
定量的データによる新しい用語の定義と֓念
の歴史的意義や発展を示しつつཏ的に理
してある．第1ষং説においては地体構造の
全体の၆ᛌをし，その後第2ষの人・ࣾ会と
かかわる地質環境・ࢿ・ࡂ源では，応用的
な分野を理し，第3ষと第4ষにおいて地質
誌のৄ細なレビューをしつつテクトニクスの
議論を，新しい年代から古い年代にさかのぼ
る方法で記述している．第3ষの日本列島の
発達テクトニクスと地史新生代では，ネオテ
クトニクスに地物的な基ૅ情報を加え，活断
層や火山，地震，地殻構造，プレート構造な
どを理し，本ॻの特徴の一つとなっている．
現代に近い地質とテクトニクスが，日本海の
形成，日本列島の形成，৳長および短ॖテク
トニクスとに関連づけて的確にまとめられて
いる．ついで第4ষの日本列島の基盤テクト
ニクスと地史では，中古生代とその前後の地
史を先カンブリア時代から古第三لまで，近
年の地層と岩石の新しい年代値を引用しつ
つ，ৄ細なレビューとなっている．特に，付
加体とその周囲，変成岩と火成岩をプレート
沈み込みに関連させての一貫した記述とグロ
ーバルな議論は分かりやすい．その中で，層
ংが復元される地層（正常層(相)）と，そう
でないࠞ在層(相)が，各帯各年代ごとに各著
者の専門分野にあわせてৄしく示されてい
る．特に，地史とテクトニクスのステージを
6つにผけ，๛な図表とともに示されてい
る．それは，ロディニア超大の分裂に始ま
り，ゴンドワナ大の分裂移動に伴う沈み込
みと付加テクトニクスを基調に説明されてい
る．その中で大ԑのԑ海（എހຍ）の形成
の意義と，沈み込みに伴う構造৵৯，蛇紋岩
を伴う固体貫入，付加体の形成(特に海洋プレ
ート層ং(OPS)の取り込み)，花崗岩マグマ活
動，それらと変成帯の意義などとの関連で説
明されている．なお，島ހ側の付加体と下部
地殻の深部構造，構造的な欠ଛや変位は，変
成岩を含めた島ހの発達に関して重要なテー
マであるが，本ॻでは変成岩と火成岩の߲で
最近の年代値の紹介を中心にৄしい解説があ
るものの，メカニズム的にはいまだに課題が
ある．それと関係するが，用語としての「帯，
構造帯」と「地質体，層群やコンプレックス」
などの定義と用法に関しては，解釈の入る༨
地が多く，第1および4ষでも述べられている
ように，৻重に使うべきと思われる． 
　本ॻの内容は全体的に盛り山で，非常に濃
く，かつ重たい．最近の内外の雑誌などに示さ
れた主要な文献はほぼཏ的に引用されてお
り，また所々に用語の起源や意味をコラムや٭
注で幅広く紹介している．新しい֓念のొ場と
進展は，用語の意味の確認と研究手法の評価と
理解に基づくので，ৄしく学びたい学生，研究
者や現場の事業者のศٓとなっている．地名に
は初出でルビが振られているのもありがたい．

ただし，地質に用いられる地名には，ローカル
な名শが使われる場合も多く，それらは歴史的
༝来を持つ．しかし，地質学界での習׳的なಡ
みと実際の現地ಡみとは異なることがしばしば
ある．明࣏期から昭和期のޡಡがটいたことで
はあろうが，今から改గするとࠞཚをটくかも
しれないが，現地ಡみをଚ重するという考えも
ある．また，英語用語の発Ի表記があるもので
は文科লの学術用語ですら不適当なものもあ
り，多くの教科ॻや論文で使われていて修正が
困難なものも多い．たとえば，トラフ(英米地
質研究者のほとんどはトロフと発Իする)，リ
ソスフェア（同リソスフィア），プリューム

（同プルーム）などである．今後検౼ئいたい
ことである．
　一つ付け加えると，本ॻは日本列島の主部の
ほとんどをཏしているが，周ลの海洋部分に
関しては地殻構造やԭ積・浅海域に関しては充
実しているが，海溝周ลや大୨部分のৄ細な
地形や現世の地質作用に関してはややബい．そ
れらの情報は過去の地史とテクトニクスの解釈
の基本となる．それらと地物的基ૅ情報をཏ
的に含めるとなると，ゆうにผが必要となろ
う．今後列島の地質系統に関してもさらに新し
いデータがఏ供されると思われるので，それら
をも含めたิ的なผがاըされることを望
みたい．日本列島には，本ॻでも述べられてい
るように，デボンل以降の連໖とした沈み込み
や付加作用が記録されており，小規模な地質体
や断片を含めると先カンブリア時代までさかの
ぼりうる．そうした沈み込み境界での地質作用
は，いわゆるコルディレラܕの造山運動と知ら
れている．しかし，本ॻや地方地質誌シリーズ
では不合の記述はあるものの，その意義や造
山運動に関する記述や議論が少ない．ळࠤ，٢
川，本भなどのかつて盛んだった造山運動議論
はれようとの考えもあるが，明࣏期以降連໖
として行われてきた日本の地質研究者の基ૅ的
なマッピングに基づいてこそ，地層や岩体の分
布や全体૾の知ࣝは積されて来たのであっ
て，その上でその後の進展があったのだと思わ
れる．くしくも日本のテクトニクスは北米のコ
ルディレラ造山帯での最近の議論とූ合する部
分が多い．本ॻの発ץをܖ機として，アジアの
東ԑでのテクトニクスの研究がさらによりグロ
ーバルな観点からࢭ༲されることをئうもので
ある．
　本ॻは，いわゆる地誌，地史，テクトニクス
以外にも，上に述べたようにࣾ会に直接する，
環境，ࢿ源，ࡂ，ジオパーク，ഇغॲ分，温
ઘ，地熱，温暖化などについても充実したষ立
てとなっており，ࣾ会の現場で必要な知ࣝを
得，確認，指を得るための役割も果たしてい
る．本ॻの執筆ฤू発行のҒ業に対して深くܟ
意をうとともに，多くの研究・教育機関の図
ॻ館，教育・研究者および地質を専߈する学
生，それに事業者，行に携わる方々，さらに
一ൠのڵ味を持つ国ຽに，新ฤ地方地質誌シリ
ーズとともに広く活用してほしいॻ物として，
本ॻを推薦する次第である．

（খ༐ೋ）

ɹհ
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―古生代ペルムل―」「中生代」「全国の石փ
岩」「生層の世界―新生代第ل࢛更新世―」

「現在の自然」と5つのテーマに分けて展示し
ています．
「―ل生石փ岩の時代―古生代ペルム」　
は生石փ岩を造った生き物の展示を中心
に，古生代ペルムلの様々な生き物を化石と
共に紹介しています．「中生代」はࠤ野ࢢ産
コノドント化石や放散のパネル展示，アン
モナイトを展示しています．また，「全国の
石փ岩」は日本全国の様々な石փ岩を，その
利用ྫと共に展示しています．石փ岩は私た
ちの生活の中でいろいろな場面で活༂してい
るࢿ源ですが，意外にその用途はセメント以
外に知られていません．学校のライン引きの
คやమ業の෭原料として使われているこ
と，業やச産業でも利用があることを紹介
しています．石փ工業が盛んな当地ならでは
の展示といえます．「生層の世界―新生代
第ل࢛更新世―」は，裂

れっ


か

堆積物やಎ۸堆積
物から見つかる，かつて日本に生ଉしていた
ナウマンゾウやϠベオオツノジカなどの化石
を，復元ࠎ格と共に見ることができます．特
に，日本で།一，ほぼ一頭分そろった状態で
発見されたニッポンサイの産出状況や全身ࠎ
格の復元模ܕは当館のメイン展示の一つで
す．「現在の自然」は現在のࠤ野ࢢでみられ
る動物を展示しています．生層の化石動物

化石ؗ֓ཁ
　ಢ木ݝの南に位置するࠤ野ࢢは，ࠤ野ラー
メンやࠤ野আ大ࢣで知られるࢢです．生
化石館は，そのࠤ野ࢢの北東の生地域にあ
ります．この地域は古生代の石փ岩地帯が広
がり，知る人ͧ知る，化石産地です．ट圏
からも近く，良質の石փ岩の採掘できる場所
であるため，セメント・石փ工業が盛んな地
域でもあります．
生ொ役生化石館は，昭和54年に当時の　
場ෑ地内に生ொڷ土ࢿ料室としてオープン
しました．ઃ立当初は展示室が2部屋しかあ
りませんでしたが，何度か展示スペースを拡
張していき，現在は500平方メートルほどの
スペースを5つに分けた5部屋となっていま
す．名শも，平成14年度にݺশ「化石館」と
なり，平成17年2月のࢢொ村合ซに伴い「ࠤ
野ࢢ生化石館」として再スタート，現在に
至っています．当初から地元を紹介する施ઃ
であり，中でもこの地域に特徴的な化石を中
心に紹介する博物館に特化していったという
経Ңのある地方博物館です．
　また，この地域は周ลにඒ術館や伝承館な
ど文化施ઃがूまり，ࠤ野ࢢの文教地۠とな
っています．

ৗઃలࣔで地ݩ化石をհ
　化石館の常ઃ展示は，「生石փ岩の時代

群と比較してみてもらうために，同じ展示室
内で展示しています．

地ݩの地質հにಛ化͠たలࣔ
生化石館は自然史系の博物館ではありま　
すが，過去のすべての時代を紹介するのでは
なく，地元の化石の時代に特化して紹介して
います．ここ生石փ岩地域でたくさん化石
のみつかる，古生代ペルムلと新生代第ل࢛
更新世後期が展示の中心です．化石の展示と
いうとཽڪやアンモナイトの時代として知ら
れている中生代に人気がूまりますが，念
ながら生地域ではこの時代の大ܕ化石の産
出はほとんど無いこともあり（།一アンモナ
イトが一つだけ見つかっていますが），中生
代の展示はメインの２つの地質時代の展示に
比べると小さなスペースとなっています．
中期をل生地域の石փ岩は古生代ペルム　
代表するパラフズリナの化石を始め多くの化
石を含むことで有名です． フズリナྨ以外
にも足動物ྨやウミϢリྨ，サンゴྨなど
の化石が見つかっています．展示ではこの時
代の石փ岩から見つかる海の生き物を中心に
紹介し，さらに，この時代にൟ栄していた
上の生物も紹介しています．特に古生代ペル
ムلは私たちほೕྨの先である単ྨٷの
間が生ଉしていました．私たちの先である
わりに，この生き物たちの知名度は低いです
が，知れば知るほどڵ味深い生き物でもあり
ます．古生代ペルムلを紹介する展示は他館
ではあまりみかけない，ʠご当地ʡ展示の一
つでもあります．当時の上生物の者でも
あったイノストランケϰィアの全身ࠎ格模ܕ
は当館自ຫの標本の一つです（図1）．
生石փ岩地域では，石փ岩の大きな割れ　
目である裂やಎ۸に新生代第ل࢛更新世後
期の地層が堆積し，動物の化石がたくさ
ん見つかっています．当館で力を入れている
もう一つの地質時代展示がこの時代です．当
時，ここ，生石փ岩地域に生ଉしていたナ

地ݩԽ石をհするതؗɼࠤ野ࢢੜԽ石ؗ
佐野市葛生化石館　学芸員　奥村よほ子

博物館で地学を学ぼう！（11）
葛生化石館

ੜԽ石ؗࢢ野ࠤ
〒327-0501　佐野市葛生東1－11－15
Tel:0283-86-3332　Fax:0283-86-3600
URL: https://www.city.sano.lg.jp/
kuzuufossil/
開館時間：9:00～17:00

JOGP

図1　ΠϊスτϥϯέϰΟΞの෮֨ࠎݩܕ 図2　χοϙϯαΠのలࣔ
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തؗͰֶΛֶ΅͏ʂ

図4　ମ࠲ߨݧʢϛχԽੴ୳͠ମݧʣの༷ࢠ

　また，化石館では化石や地質に関連した講
座を開催しています．化石館の講座の中でも
化石採ू教室は，屋外の化石産地へෝき自分
で化石を探し，見つけた化石は持ってؼるこ
とができる講座です．特に地元の石փ石鉱山
に入れてもらっての体験講座は，通常は入れ
ない場所ということもあり，ຖ回数倍の応ื
がある人気講座となっています．他にも「地
質の日」や「化石の日」に関連したイベント
や，専門家をটいての化石講座なども人気が
高いです．
　コロナӔが始まる前まで，化石館では体験
展示として，本物の化石に触れることのでܕ
きるハンズ・オン標本を各スペースに置いて
いましたが，現在は感染対ࡦのためࢭٳし
ています．また，土日に行っていた解説ボラ
ンティアによる展示解説もおٳみをさせてい
ただいています．現在は感染拡大の状況を見
ながら教育機関でのࣾ会科見学に来たࣇಐに
対し，学ܳ員によるҊ内を，人数制限をઃけ
たうえで再開したところです．いまだ対面で
の対応が制限されている状況ではあります
が，見学に来ていただいた方が楽しめるよう
に，展示標本を解説した動ըを作成しまし
た．展示標本の横にઃ置した二次元バーコー
ドを自身のスマホでಡみ込むと，来館者がい
つでも自༝に解説をฉけます．今後も来館者
が展示室内でできることを少しずつではあり
ますが，増やしていこうと思っています．

地Ҭとの࿈ۀࣄܞをڧ化
内の学校や施ઃへの出張体験講座や，化ࢢ　
石館へ見学に来た際に屋内での体験講座を行
うこともあります．この時に行うのはやはり
地元の化石を使った体験です．単体のフズリ
ナやウミϢリを探すミニ化石探し体験（図
４）と，石փ岩を水ࢴやすりでຏく体験の
二つを用意しています．中でも石ຏき体験は
一見地味ですが，やってみると楽しく，成
した石はピカピカで達成感があります．ま
た，じっくり観察することの少ないフズリナ
化石の内部構造も見ることもできるため，学
習効果も高いと評です．

　また，化石館ではボランティアが様々な活
動を行っています．イベントなどでの体験講

座のิ助はもちろん，化石館
の維持理のお手伝いから調
査のิ助も行ってくれていま
す．メンバーは近所の方から，
近ྡݝの方まで様々ですが，
みな積極的に活動をしてくれ
ています．特に体験講座では
子供への指導に人手がかかる
ことも多く，なくてならない
ઓ力となっています．

͝ར用͓͓ͪͯ͠Γ·͢
生石փ岩地域での地質調　
査やジオサイトマップを利用
しての見学・現地Ҋ内なども

ウマンゾウやϠベオオツノジカをはじめ，ト
ガリネズミやトラ，タイリクオオカミなどを
実物の化石と復元模ܕを交えて展示していま
す．特にニッポンサイはほぼ全身のࠎがそろ
って出た，日本で།一の標本です（図２）．ま
た，関東で初産出のバイソンの化石や最小サ
イズのナウマンゾウの化石も報告されていま
す．なお，ここで見つかるこれらの化石動物
群は生化石動物群として知られています．

地ਤをͯͬ࣋֎に出よ͏ʕδΦαΠτϚοϓ
ʕ
　せっかく化石のๅ庫へ来たのだから，展示
を見学した後は，地質探検をしてもらおうと
化石館では，来館向けに近ྡの露頭など観察
ポイントを紹介する地図，「ジオサイトマッ
プ（図３）」を展示室内で配布しています．
　この地図を持って行けば，お散า気分でา
いて見学地を回ったり，ंがあれば少し足を
Ԇばして露頭を巡ったりすることもできま
す．きれいな川の流れと๛かな山ฒみを見
ながら自然体験ができるので，おすすめで
す．近年，野外での自然体験は人気がありま
すが，手ܰにできるジオサイトめ͙りを来館
のついでに楽しむことができ，来館者の利用
も増えています．

ͬとੜの化石をみΜなにͬͯら͏た
めに
生の化石をより身近に，生化石館では　
感じてもらういろいろな工夫をしています．
　常ઃ展示では紹介しきれない化石や地質の
アレコレを紹介するاը展をຖ年ҧうテーマ
で開催しています．ྫえば，ྩ 和４年度は「ࣃ
の進化の話ʙ今もੲもࣃは命ʙ」展と題して
ࡧ動物のࣃを紹介する展示を行いました．
生地域は更新世のほೕྨ化石の産地でもあ
るので，そのࣃについて深掘りした内容にな
っています．また，ࡢ年度は「日本の石փ岩
と化石展ʙཱྀする石փ岩の物語ʙ」を開催し
ました．日本の石փ岩の༝来を，産出する化
石とともに展示する，石փ岩地域ならではの
テーマです．このように今後も生地域の化
石や地質に関連した内容を深化させたاը展
を開催し，多くの方が地質や化石に親しむ機
会を作ることができればと思っています．

可能な限り対応しています．त業など，大学
生の方の見学Ҋ内や巡検のお手伝いも時折さ
せていただいています．化石館には大きくは
ありませんが講座室がありますので，屋内で
の体験も可能です．ෑ地内に数人で石割り体
験ができるスペースもあります．化石館見学
と野外での活動，屋内体験を組み合わせれば
充実した体験活動となるはずです．
　また，生化石館には，地元の化石を中心
とした収蔵標本があります．学術利用可能で
す．当地で産出した古生代ペルムلや新生代
第ل࢛更新世後期の化石が多くありますの
で，Ӿཡなど対応いたします．生の地質や
古生物がʠ活༂するʡお手伝いができれば幸
いです．

地Ҭີணത物ؗをͯ͠ࢦ
生化石館は，小さな博物館ですが，地　
元，ࠤ野ࢢ生石փ岩地域の化石ではどこに
も負けないようにと，地元密着の博物館を目
指しています．ここへ来れば生の化石のこ
とがわかる，と言ってもらえるような展示，
参加者が化石について楽しく学べるような講
座を開催していきたいと思っています．ま
た，ࠤ野ࢢの文教地۠である立地を活かし
て，近ྡのඒ術館や伝承館，図ॻ館などとイ
ベントを共催しています．ඒ術に使われて
いる石ࡐを紹介したり，ֆの具の原料になっ
た鉱物を紹介する共催展示をはじめ，اը展
に関連した図ॻを図ॻ館で紹介してもらう共
催اըなどを開催してきました．それͧれの
館の来館者にとって新鮮なりޱでの紹介と
なり，ීஈは足が向かなかった他館への来館
を促すことにも繋がっています．
　今後も当館で活༂するボランティアをはじ
めとする，地域の人たちや，見学に来た人た
ちの交流の場となるような場所作りを目指し
ていきたいと考えています．近くにいらっし
Όる機会がありましたらぜͻ，ご来館くださ
い．

図3　δΦαΠτϚοϓʢද໘ʣ
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$2�24の)*ࠃؖ
αϙʔτϨλʔఫճʹ͍ͭͯ

ຊ地ֶ࣭ձࣥߦཧࣄձ

　日本地質学会は，大ؖ地質学会からの要に基づき，
2024年にؖ国ז山で開催予定の万国地質学会議（IG$）
2024をサポートするࢫを2016年に大ؖ地質学会Ѽにサポー
トレターを送付し表明していましたが，このたび諸問題に
よりこのサポートレターをఫ回するに至りました．サポー
トレターのఫ回については2022年9月16日付けでIG$2024の
現地組織委員会（-O$）に通知しております．

　以下に，日本地質学会がؖ国IG$2024開催に対するサポ
ートの表明とఫ回の経Ңを説明いたします． また本件に関
し，会長より会員の皆様に重要なメッセージがあります．
会員ページをごཡいただけますようおئいいたします．
ʮຊ地質学会　会һのօ༷へʯ

　Ittps:��suC�geosocietZ�jp�useS�pIp（要会員ログイン）

˔2015年，ؖ国の地質コミュニティーによる2024年のIG$
開催地立候ิに際し，大ؖ地質学会から日本地質学会に
対して，日本国内での巡検実施などに対する協力要が
ありました．日本地質学会は，ؖ国の地質学�地球科学コ
ミュニティーと共に発展することをئい，大ؖ地質学会
からの依པに基づき，巡検の協力も含め全力でサポート
するࢫを表明したサポートレターを2016年4月1日付け会
長名で大ؖ地質学会Ѽに送付しました．また，当時の学
会長の個人的なサポートメッセージも4月23日付けで大ؖ
地質学会Ѽに送付されました．同時に，ؖ国の開催地申
への協力Ҋとして，日本国内で潜在的に実施可能と考
えられた10コースの巡検Ҋをఏ示しました．

˔2016年にIG$2024のؖ国開催が決定されました．その後，
ؖ国-O$による開催準備が開始されたものと推察されま
す．しかし，2016年から2021年までの約５年間，ؖ国
-O$から日本地質学会に対して，巡検計ըを含むIG$関
係の情報ఏ供や相ஊは一なされませんでした．そして，
2021年 に ؖ 国-O$は ウ ェ ブ ペ ー ジ に お い て， ಥ 然
IG$2024計ըҊを示しました．その中には，領有ݖを巡
って日ؖ྆国間で࣏的に対立している島での巡検ا
ըが含まれていました．また，2016年に日本側がఏ示し
た巡検Ҋ（上述）の一部の用語，具体的には<+apan Sea>
という単語が<East Sea (+apan Sea)>と，日本側に無断で
ॻき換えられていました．さらに，その他のՕ所にも
<East Sea>の表記が使われていました．この海域は，世界
標準である国際水路機関によるガイドラインでは<+apan 
Sea>が།一の名শとされていますが，現在，྆国間
の外交問題となっていることは会員の皆様もご承知のこ
とと思います．この時点で日本地質学会は，IG$2024が
ؖ国の࣏的主張を展開するために利用されることにة
ዧを覚え，日本からの協力や参加が困難である状況を認
ࣝしました．

˔2021年8月以降，こうした国際的に問題のある状況を改
善し，日ؖ྆国の良な協力体制の基にIG$2024が開催
できるよう，日本地質学会はؖ国-O$に対して協議・調
をఏҊし，方の合意が得られるまでの間，ウェブサ
イト上での巡検表示をしないことを求めました．そして，
྆者間の第一回目のリモート会議が2021年9月27日に開催
されましたが，-O$側の反応はಷく，具体的な議論の進
展がないまま年が経過しました．この時期以降，日本
地質学会は日本学術会議メンバーと共にこの問題につい
て議論を重Ͷてまいりました．その結果，この問題につ
いては日ؖの当事者間だけではなく第三者の意見が必要
と判断しました．2022年3月16ʙ18日に開かれたIUGS（国
際地質科学連合）理事会に日本の委員（学術会議地球科
学部門の対応委員）がリモート参加し，IUGSの参加委員
全員に対してIG$2024開催Ҋに内在する問題点（島巡
検の計ըと日本海のݺশ）を説明し，IG$プログラムは
国際的な合意のもと，国際的な࣏的不一致を含まない
ことが重要であると主張しました．この理事会ではIUGS
執行部から྆国の関係者間できちんと協議するようにと
の指示を受けました．
　これをܖ機に，ؖ国-O$と日本地質学会を含む日本側
関係者との間の協議が活発化し，2022年3月22日，5月12
日，6月21日および7月29日に計4回のリモート会議を行い
ました．2022年6月21日のリモート会議において，ؖ国
-O$は「島巡検のఫ回」を表明し，次回の-O$会議で
正式決定すると伝えてきました．そして7月29日のリモー
ト会議において，ؖ国-O$は「島巡検のఫ回」および

「日本海のݺশについては྆論ซ記」を表明しました．一
方，日本側からは，日本海のݺশ問題解決のଧ開Ҋとし
て，近年，国際的に採用されつつある「名শ自体を使わ
ず，国際海洋コードを使用する方法」をఏҊしました．
本ఏҊに対し，ؖ国-O$側はཌिには回答したいとのこ
とでした．

˔その後1ि間経過してもؖ国-O$側からの回答はなく，
日本側から数回にわたり回答要のメールを送付しまし
た．無回答状態が一ヶ月以上続きましたが，2022年9月9
日にؖ国-O$から日本地質学会長（ただし14年前の会長
名）Ѽの回答が来ました．そこには，島巡検は中ࢭで
はなく中ࢭを「検౼中」であること（中ࢭ検౼理༝は時
期的に天候が不安定であるため），およびIG$2024におけ
る日本海の正式表記をEast Sea�+apan Seaとすることが
-O$の最終決定として記されていました．この間，-O$
はウェブサイトでの表示を一変更しませんでした（現
在は，ウェブサイト上での巡検表示はされていません）．

˔日本地質学会および関係者はこの回答に大変ࣦ望しまし
た．1年間の長い交বを行ってきたにもかかわらず，ؖ国
-O$はؤなに自らの主張をするのみでした．ؖ国-O$の
最終決定にؑみ，日本地質学会は，2016年4月1日送付の
サポートレターおよび2016年4月23日送付の当時の学会長
によるサポートメッセージをఫ回せざるをえないという
結論に至りました．

　日本地質学会としては，今回の件を極めてҨ״であると
判断しています．ؖ国地質コミュニティーが今後，国際協
調を踏まえたより݈全な方ࡦを模ࡧし，IG$2024を成功に
導くことをئいます．
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ʲ1ߟࢀʳ2016年4月1日付 大ؖ地質学会Ѽサポートレター

ApSil 1 2016

DeaS DS� DaekZo $Ieong and DS� ,Zu-)an ,im:

I Xas deligIted to IeaS aCout ZouS pSoposal to CSing tIe 
37tI InteSnational Geological $ongSess (37tI IG$) to 
#usan ,oSea� I am suSe ,oSea Xould Ce an excellent 
location GoS tIis meeting� and I am pleased to oGGeS mZ 
Gull-IeaSted suppoSt to GS, and ,IGAM GoS tIeiS 
pSoposal� I tIink tIe GolloXing points make tIis a timelZ 
and Xell-consideSed pSoposal�

1� ,oSea is ideallZ situated to act as a IuC and CSing 
togetIeS tIe SapidlZ gSoXing CodZ oG Zoung actiWe 
geoscientists GSom tISougIout tIe Asian Segion�
2� 5Ie tXo pSoposed Iost institutions tIe Geological 
SocietZ oG ,oSea (GS,) and ,oSea Institute oG Geoscience 
and MineSal 3esouSces (,IGAM)  IaWe plaZed leading 
Soles in pSomoting geological SeseaScI and undeSstanding 
oG geosciences and CotI IaWe excellent tSack SecoSds in 
oSgani[ing inteSnational conGeSences�
3� ,oSea Ias outstanding Wenues GoS Iosting laSge 
inteSnational meeting� I IaWe peSsonallZ enjoZed attending 
tIe successGul GS, annual meeting in Pusan in 2015�

5IeSe aSe manZ links CetXeen geoscientists in ,oSea and 
+apan CotI on a peSsonal leWel and tISougI tIeiS aGGiliated 
oSgani[ations� In paSticulaS I Xould like to mention tIe 
MemoSandum oG UndeSstanding CetXeen tIe Geological 
Societies oG ,oSea and +apan signed in 2007� 3egulaS 
meetings CetXeen tIe leadeSs oG CotI oSgani[ations IaWe 
Ielped deWelop excellent Selations CetXeen ouS tXo 
Societies and tIe 37tI IG$ Xould Ce an ideal oppoStunitZ 
GoS GuStIeS deWelopment� In paSticulaS tIe Geological 
SocietZ oG +apan Xould Ce aCle to Ielp XitI tIe 
conGeSence-Selated Gield tSips tIat Xould include Wisits to 
classic locations in +apan�

SinceSelZ ZouSs

:asuGumi I3:U
PSesident oG tIe Geological SocietZ oG +apan
PSoGessoS oG GeologZ at 5oIoku UniWeSsitZ

ʲ2ߟࢀʳ2022年9月16日付 IG$2024 -O$Ѽサポートレター
ఫ回の文ॻ（学会)Pに全文を掲載しています）
It tp : � �XXX �geo soc i e tZ � j p �up l o ads� G cked i t o S �
science�20220916@-etteS%20GSom%20+GS�pdG
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日ఔ：2022年�2݄��日（）
後ԉɿ日本地球掘削科学コンソーシアム（+-DES$）

内容ɿ（各コース，講義・質ٙ応答含め3時間を予定）
ʻޕલʼ	���0��2��0
๏地質学のݱ在：ਿ田ࢠ（科学ܯ研究所）ɹ
　法地質学は地質学の知ࣝやٕ術を事件や事ނの解決のた
めに利用する，地質学の一分野です．ドラマや小説で൜ࡑ
現場やҥ服にされた土などが証拠ࢿ料として扱われるシ
ーンがあり，何となくイメージを持っている方も多いと思
います．しかし，日本国内では法地質学を学ぶことができ
る機会はほとんどありません．このショートコースでは，
2020年に発行された地質学雑誌の特ू号（第1268ר号）の
一部をテキストとして使用し，法地質学の֓要と研究，事
ྫ報告などとともに，さらにڵ味のある方たちのために文
献の紹介もする予定です．

ʻޙޕʼ	���00����00
Ճ体地質学とみࠐみ帯۷のݱ在：山ޱඈௗ（東京
大学大ؾ海洋研究所）	ɹ
　日本列島の基盤をなす付加体の年代や大構造は，1980年
代の「放散革命」を経て，現在までにその大枠が明かさ
れてきました．付加体には，古海洋の情報とともにプレー
ト境界の変形や物質移動の情報が記録されています．付加
体から沈み込みプレート境界で起こる現象をಡみ解く研究
は，掘削船を用いた海溝域の研究と相まって発展してきま
した．このショートコースでは，主に2000年以後の付加体
地質学と，南海トラフ・日本海溝に代表される沈み込み帯
掘削の成果，および今後の展望について，構造地質学・岩
石力学や地球物理学的観測の知見もとりまぜつつ紹介しま
す．

受講料（各1日݊）:
地質学会会員 2000ԁ（地質学会ࢍ助会員に所属する方は地
質学会会員と同ֹです）
非会員 5000ԁ
※非会員の学部生・Ӄ生は「地質学会会員」料ۚに含まれま

す．「非会員」とは学部生・Ӄ生ではない非会員とします．
後のみの受講の場合も，受講料の割引はあޕ，前のみޕ※

りません．

開催方法ɿ8&#ձٞシステム[PPNʢIUUQT���[PPN�VT�ʣ
ʹΑΔΦϯϥΠϯٛߨ
※受講申込క後，受講者が確定しましたら[oomアクセス

U3-，事前ࢿ料をメールでお送りします．
定員ɿ各コース100名（定員は事ہおよび講ࢣを含み，定
員を超えた場合は，会員が༏先となります）
申込方法ɿ学会)Pからお申し込み下さい．
その他ɿ希望者には各コースຖの$PD受講証明ॻを発行し
ます．ޕ前・ޕ後各3単位を予定（$PD受講証明ॻの発行
については，受講日当日に受講者のかたへผ途ごҊ内いた
します）．（$PDプログラムIDɿ3405）
ਃࠐకɿ2�2212݄�ʢʣ

問い合わせ先ɿ一ൠࣾஂ法人日本地質学会
メールɿ mai!geosocietZ�jp　　電話 03-5823-1150

申込方法ほかৄしくは，下記を参রしてください．
Ittp:��XXX�geosocietZ�jp�science�content0151�Itml

ୈ�ճγϣʔτίʔεɿ։͠࠵·͢
　2020年・2021年に計5回開催し，評を博したショートコースを再開します．
ୈ�ճのલ๏地ֶ࣭ɺޙՃମ地ֶ࣭ɾΈࠐΈଳ۷ʹؔ͢Δ࠷৽のݟΛֶͿػձΛఏ͠ڙ·͢ɽ広く一ൠ

の方や，学校教員，地質調査業従事者，中ݎ・ベテラン研究者に受講していただきたいコースです．学生・若手研究者の皆
様もぜͻご参加ください．講ࢣは，ޕ前がզが国における法地質学の第一人者であるਿ田子ࢯ（日本地質学会෭会長），
．ですࢯඈ鳥ޱ後が沈み込み帯の上・海洋研究にৄしい山ޕ
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˒地質ٕज़ऀڭҭҕһ会

早稲田大会：2022年学ੜのたΊの
地質系ۀքઆ明会

ʙͦのۀքのࣄをるたΊのαϙートαーϏスʙ
Ξンケート݁Ռ

　※説明会報告記事は，本誌9ページを参রしてください．

ҕ һ 会 ͩ よ Γ
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෦ίーナーࢧ

ˑ関東ࢧ෦

͓らͤ

関東ࢧ෦ޭ࿑賞ืू

　日本地質学会関東支部では，支部の顕জ制度に基づき2022年
度も支部活動や地質学を通してࣾ会貢献された個人・ஂ体を関
東支部として顕জいたします．
　つきましては，下記の要領で支部会員からの推薦をืूしま
す．

対象者ɿ 支部活動や地質学を通して広くࣾ会貢献をされた関東
支部内に在ॅの個人・ஂ体

ˎ ࣾ 会貢献や活動の評価においては，必ずしも学問的な成果を
問うものではありません．
ɿ2�2212݄1�ʙ2�231݄21ؒظืެ
選考期間ɿ2023年1月23日ʙ2023年1月31日
　　　　　 関東支部功労賞審査委員会（委員長ɿ山崎晴雄 前

支部長）をઃ置
審査結果報告ɿ/E8S誌ɺ関東支部総会
推薦方法ɿ 対象者ࢯ名，推薦者ࢯ名，推薦理༝（400ࣈ程度）

を記入の上，件名を「関東支部功労賞推薦」として
メールにて下記へお送りください．

推薦受付ɿ ശ根ொاը課ジオパーク事ہ   ּ間༑博 　˟250-
0631　ശ根ொ౬本256

　　　　　E-mailɿkasama!mI�scn-net�ne�jp　電話ɿ0460-85-9560
これまでの関東支部功労賞受賞者（ॱ不同ܟশུ）
2010年度　清水ዳ助
2011年度　川फ雄，かわさきとの科学館
2012年度　ਆށ信和，松島義ষ，加༃೭，下ਔ田自然学校
2013年度　 ࡛ 立自然の博物館，早稲田大学高等学Ӄ理科部ݝۄ

地学班
2014年度　ઍ༿達࿕，横須լࢢ立自然・人文博物館
2015年度　 ઍ༿ݝ立中央博物館，ਆಸ川ݝ大Ҫொ・ג式会ࣾ古

川
2016年度　門田真人，ԕ౻　ؽ，ಢ木ݝ立博物館
2017年度　ނ山本高࢘，中山ढ़雄
2018年度　ミュージアムパークҵݝ立自然博物館，本間ַ史
2019年度　東京大学大学Ӄઍ༿演習ྛ，相模原ࢢ立博物館
2020年度　群അݝ立自然史博物館
2021年度　ਆಸ川ݝ立生命の星・地球博物館

関東ࢧ෦：ΦンϥΠン講演会ʮݝの石ɹҵݝʯ

日時ɿ2023年１月22日（日）13ɿ00ʙ16ɿ05
ਃؒظࠐɿ2�2212݄1�ʢ݄ʣʙ 2�23݄̍11ʢ水ʣ
ৄしくは，ニュース誌10月号，学会)Pをご参রください．
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　東京大学新領域成科学研究科の中西ྒと申します．博士課
程在籍中は北海ಓの波堆積物調査を基に古地震・波履歴の
研究を行ってきました．10年と短い期間ですが，これまでの大
学Ӄ生としての研究について紹介させていただければと思いま
す．こんな学生生活（+Ћ）もあるのかと参考にしていただけ
れば幸いです．
　学部生として初めて研究に触れたのは，北海ಓ教育大学ࡳຈ
校での卒業研究でした．この年はあの痛ましいࡂに見われ
た2011年であったこともあり，指導教員の岡村૱先生のڧいק
めで波堆積物研究を行うことになりました．調査地である北
海ಓനொへは研究室の先輩・後輩の助けを借りながら何度も
野外調査に訪れ，1̼にも及ぶ火山փ層を掘り返して，その下
位に分布する࠭層の分布や堆積学的な特徴を明らかにしました

（図1）．先行研究において，ઍ島海溝では17世ࠒلに大きな地
震が発生し，波が北海ಓ太平洋沿岸をऻったとされています．
北海ಓは文ࣈ記録にしいため，ઍ島海溝における巨大地震の
存在は波堆積物を基に推定されています．そのため，波堆
積物がどこまで対比されるかによって，その最大規模の推定値
が大きく異なります．しかしながら，17世لの北海ಓは多くの
自然ࡂに見われていたことが知られており，1611年ܚ長
波，1640年ۨヶַ火による山体崩壊波，相次͙有च山・୬
前山・ۨヶַの火が続いたとされています．このようにほぼ
同年代に複数の波波源が存在することから，確認された波
堆積物がどの波源に起因するかを決定するのが非常に難しい問
題となります（10年たった今でもこの課題に取り組んでいま
す）．
　卒業後は，北海ಓの高等学校理科教員を4年ほどۈめました
が，「一度きりの人生やりたいことをやろうʂ」と研究৬を目
指すことにしました（注ɿ教員生活は非常に充実したものでし
た）．そこで再び岡村研究室へと進学し，卒業研究の続きとし
て，手始めに波源が明確である1640年ۨヶַ山体崩壊の波規
模を明らかにする研究を始めました．内浦湾ʙొผࢢにかけた
野外調査によって波堆積物の分布を握しながら，波規模
を推定するため数値シミュレーションにもઓしました．プロ
グラミング言語のʠプʡのࣈもわからない初学者でしたが，諸
先輩方に力を借りながら，なんとかコンパイルに成功したのを
今でも覚えています．こうした成果は地質学雑誌において発表
することができ，この度研究励賞を頂戴することができまし
た．査ಡにおいてはい原稿をฤू者・査ಡ者の方々に改善い
ただき，今でもこの経験が生かされています．
　博士課程では現所属東京大学大気海洋研究所の芦研究室へと
進学を予定しており，北海ಓを離れた場合，調査には多くのඅ
用がかかるというのがみの種でした．日本では研究系のクラ
ウドファンディングはあまり馴染みがありませんでしたが，
振東部地震で中ࢭになってしまった地質情報展を開催したい，
というクラウドファンディングで，その存在を知り，自分も
ઓしてみることにしました．اը立Ҋでは担当の方にサポート
を受けながら準備を行い，いざ開始になると多く方に支ԉいた
だくことができ，無事北海ಓでの調査を実施することができま

した．学生がΤントリーできる助成ۚなどは数が限られており，
倍率も高いため，一ൠの方など多方面からの研究支ԉが可能と
なるシステムは意ཉ・アイディアにҲれる学生の皆さんにピッ
タリではないかと思います．また，支ԉ者の方からの応ԉの
は，あまり周囲からの反応が得られない研究活動にとって，大
きな励みになりました．
　博士課程では，ઍ島海溝の巨大地震による波が北海ಓ西部
に౸達していたかを明らかにするため，これまで調査空ന地で
あった日高地方の波堆積物履歴を研究テーマとしました．修
士までの研究とは異なり，過去数ઍ年の地質記録を対象とする
ため，波の高さを議論する上で相対的海水準変動を無視する
ことはできません．そこで野外調査に加え，海水の影響を検出
するܔ群ू解析や$/S元素分析を用いて，古海水準の復元に
も取り組みました．日高沿岸南部地域においては，数百年間隔
で堆積する波堆積物を確認することができましたが，海溝に
面した地域の堆積物とは異なり，特定の期間に限定して堆積し
ていることがわかりました．復元した海水準高長期は波堆積
物が堆積する時期と一致しており（図2），相対的海水準変動が
古波を復元する上で重要な要因であることを意味していま
す．
　波堆積物の分布からは，過去の浸水範囲を知ることが出来
るため，ࡂ上非常に重要な情報になります．しかし，すべて
の地域でཏ的に行うことは，現実的ではありません．一方で，
波の浸水範囲がいくつかの地域で明らかになれば，これらを
統一的に説明ができる震源断層モデルの構築が可能となりま
す．震源断層モデルは波堆積物の分布をཏする浸水を数値
シミュレーションによって再現することで構築されます．私は
日高地方で新たに確認された波堆積物の分布を従来のઍ島海
溝断層モデル（MX8�8）で再現が可能か，土࠭移動計算を用い
て検証しました．有史以前の土࠭移動計算は地形や底質などの

院ੜとしてのาみ
ʙ北海ಓのଯੵௐࠪʙ

東京大学大学院৽ྖҬ科学研究科
（大ؾ海洋研究所）ത࢜՝ఔ̏年

தɹྒ

院ੜίーナー

図1　͜Ε·でのௐࠪ地とΠϕϯτংの֓ཁɽ1�4�Րੑࢁと
　ઍౡ地のل1�ੈ

図2　༷ࣅʹ͓͚Δଯੵのଯੵとւ水४มಈのؔ
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ˑ学部ੜでനொをௐࠪ͠た成Ռ
　中西 ྒほか（2014）北海ಓ振海岸，ന地域にみられる
17世ل波堆積物の分布と波源の検౼，地ஂ研専報，60，169r
178．
ˑम࢜՝程で����ۨϲַࢁ体่壊のنを෮͠ݩた成Ռ
　中西 ྒ � 岡村 ૱（2019）1640年北海ಓۨヶַ火による
波堆積物の分布と波規模の推定，地質学雑誌，125，835r851�
ˑम࢜՝程で海ಓ部のҬՐࢁփ分をௐた成Ռ
　/akanisIi 3� et al� (2020)� A dataset GoS distSiCution and 
cIaSacteSistics oG )olocene pZSoclastic Gall deposits along tIe 
PaciGic coasts in XesteSn )okkaido +apan� Data in #SieG 33 
106565�
ˑ�ത࢜՝程でߴ地ํに͓͚る֎ௐࠪとݹ海水४を෮͠ݩた
成Ռ

　/akanisIi 3� et al� (2020)� )olocene tsunami stoSm and 
SelatiWe sea leWel SecoSds oCtained GSom tIe soutIeSn )idaka 
coast )okkaido +apan� 2uateSnaSZ Science 3eWieXs 250 
106678�
　/akanisIi 3� et al� (2022)� )olocene coastal eWolution past 
tsunamis and extSeme XaWe eWent SeconstSuctions using 
sediment coSes oCtained GSom tIe centSal coast oG )idaka 
)okkaido +apan� MaSine GeologZ 443 106663�
ˑത࢜՝程でݹのモデϦϯάをద用͠た成Ռ
　/akanisIi et al� (2022)� Spatial extent oG mid- to late-
)olocene sedimentaSZ SecoSd oG tsunamis along tIe SoutIeSn 
,uSil 5SencI )okkaido +apan� GeocIemistSZ GeopIZsics 
GeosZstems 23 e2022G$010334�
　/akanisIi 3� � AsIi +� (2022)� Sediment tSanspoSt modeling 
Cased on geological data GoS )olocene coastal eWolution: 8aWe 
souSce estimation oG sandZ laZeSs on tIe coast oG )idaka 
)okkaido +apan� +ouSnal oG GeopIZsical 3eseaScI: EaStI 
SuSGace 127 e2022+'006721�
˒ઓ͠たΫϥυフΝϯデΟϯάの)1
　学術系クラウドファンディングサイトacademist「北海ಓ西
部の太平洋沿いにされた波堆積物の波源はなにかʁ」
Ittps:��academist-cG�com�pSojects�123 lang�ja
ਓϗʔϜϖʔδݸ˒
　Ittps:��SeseaScI-aScIiWe-nS�XeC�app�

不確定要素が大きいため，ܔや化学分析から得られた古環境
情報を駆使し，土࠭移動計算を古波へ適用しました．その結
果，日高中部੩内地域の17世ل波堆積物の分布をઍ島海溝モ
デルで再現可能であることが明らかになりました（図3）．また，
より古い時代の堆積物についても海水準変動を考慮した場合，
その限定された堆積年代を数値計算によって合的に説明する
ことが可能です．
　波とともに大きなඃをもたらすのが地震動です．波堆
積物では波の発生源位置をߜり込むことがあまり得意ではな
いのに対して，地震性タービダイトは地震発生領域の地震動に
よって形成されるため，地震発生域のより直接的な証拠となり
えます．調査船による数̼の採టによってこうしたタービダイ
トを確認することで，地震動の履歴を調べることが出来ます．
現在は，古地震の規模をより制約するため，海底コア試料から
タービダイトの認定や年代測定によって地震履歴や地震発生域
の復元に取り組んでいます．

院ੜίーナー

常時稿をおちしています．ฤूは，現在以下の4名で行って
います．原稿は1500ʙ5000文ࣈ程度，図・写真3点以内を目安
に，e-mailでお送りください．
ELVXBOP!DIJCB�V�KQ� ଠีʢઍ༿େʣ܂
��SZNFOKQHS!HNBJM�DPN� ӬສԻʢ৽ׁେʣ࣌
LPLJ��24L!HNBJM�DPN� ٢Ӭرʢभେʣ
U�NPSPIPTIJ!FQT�T�V�UPLZP�BD�KQ� ॾڿ೭ʢ౦ژେʣ

図3　ଯੵと地࣭ใ͔Β෮ل1�ੈͨ͠ݩのݹ地ܗʢ্ʣɽ
ઍౡւߔϞσϧʹΑΔ࠭Ҡಈ݁Ռʢதʣɽଌઢʹ͓͚Δ؍ଌ
ްと֤ϞσϧとのൺֱʢԼʣɽ
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Ұൠࣾஂ๏ਓຊ࣭学ձ ӡӦࡒ෦ձ

Ұൠࣾஂ๏ਓຊ࣭学ձӡӦنଇʢ2022  6 ݄Ұ෦վਖ਼ɻҎԼӡӦنଇʣʹΑΓɼ2023 ͔Β৽͍͠ձ員छผɼ
ձඅͰͷӡ༻͕࢝·Γ·͢ɽӡӦنଇվਖ਼ʹΑΔ 2023 Ҏ߱ͷձඅٻͱओͳมߋʹ͍ͭͯ͝Ҋ͍ͨ͠·͢ɽ

̍ɽ���� 度の会අࠐにͭいͯ
2023  � ݄～ 202�  3 ݄ͷձඅֹԼهͷ௨ΓͰ͢ɽ2023 ͷۀࣄ 	 ձඅ 
 ·Δલ·ͰʹೲೖԼ͍͞·͕࢝

͢Α͏͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɽ

会һ֨ࢿ �����݄ʙ�����݄分会අ
ਖ਼会һʢγニア会һ・Ұൠ会һʣ 12000ԁ

　ʏ　�ʢ学ੜ会һʣ
˞学ੜূのࣸ͠をఏ出͠たऀにݶる

5000ԁ

ˎ１ɿ学生会員はパック制度による会අのೲ入方法を選することができます．ただし，一括ೲ入のみ．

　　　̎ύοΫ̔���ԁ（2023ʙ2024年度分） ʗ ̏ύοΫ����ԁ（2023ʙ2025年度分）

ˎ２ɿ学生会員の会අはɺ過去年度にっての申はお受けしません．新制度は2023年度会අから適用とします．

ᶃ自動Ҿ͖མと͠をొさΕͯいるํのҾ͖མと͠は ��݄ �� ʢۚʣで͢ɽ
2023 ձඅͷҾ͖མͱ͠ 12 ݄ 23 Ͱ͢ɽٻॻͳΒͼʹҾ͖མͱ͠௨ͷൃߦলུ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ͷ

Ͱྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɽ͜ΕΑΓҎલʹෆֹ͕͋Δ߹ʹՃ͞ࢉΕɼ༨͕ۚ͋Δ߹ͦͷΛֹͯ͠ݮҾ͖མͱ͠ͱͳ
Γ·͢ɽ௨ாʹֹۚͱͱʹʮνγπΧΠώʯ͋Δ͍ʮϑϦΧΤʯʮ̨̢̗̘ʯͳͲͱදࣔ͞Ε·͢ͷͰɼඞͣ֬͝ೝ
͍ͩ͘͞ɽ

ᶄ自動Ҿ͖མと͠を͝ར用くͩさいɽ
৽ͨʹձඅͷࣗಈҾ͖མͱ͠Λ͝رͷํɼຊרࢽʢ10 ݄߸χϡʔεרࢽʣͷৼସґཔॻΛ͝ఏग़͍ͩ͘͞ɽ
Ұखଓ͖Λ͍͖ͯͨͩ͠·͢ͱɼৼࠐΈͷͨΊʹۚ༥ؔػग़͘ඞཁ͋Γ·ͤΜ͠ɼձඅͷະೲࢭʹͳΓ·͢ɽ

ࣗಈҾ͖མͱ͠ͷਃࠐਵ時ड͍ͯ͠·͢ɽࠓճ 	12 ݄Ҏ߱ʹ 
 ͓ਃࠐΈ͍͍ͨͩͨํɼ2023  6 ݄ͷಜଅٻ時ʹҾ
མ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɽ

ᶅ͓ৼΓࠐみのํ
12 ݄த०ࠒ·Ͱʹٻॻ݉༣ศৼସ༻ࢴΛ͓ૹΓ͍ͨ͠·͢ɽંΓฦ͠͝ૹۚԼ͍͞·͢Α͏͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɽ

ʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕ

̎ɽࡏ会ʢ会අೲೖʣに応じた会අֹݮにͭいͯʙ ���� 度会අからద用༧定ʙ
2023 ͔Βɼਖ਼ձ員֘ � ݄ 1 時Ͱ l65 Ҏ্ࡀ z ͷγχΞձ員ͱ l65 ະຬࡀ z ͷҰൠձ員ͱʹࡉ͞Ε·͢ɽ
γχΞձ員ͱҰൠձ員ͷํͷ͏ͪɼձඅະೲ͕ͳ͘ࡏձ �0 ͋Δ͍ 50 ʢ࿈ଓͰͳͯ͘߹ܭͰՄʣʹ

ୡͨ͠߹ɼ202� Ҏ߱ͷձඅ͔ΒͦΕͧΕձඅֹݮΛ͍ߦ·͢ɽ
　ɾࡏձ �0 Ҏ߱　11000 ԁʢ1000 ԁׂҾʣ
　ɾࡏձ 50 Ҏ߱　10000 ԁʢ2000 ԁׂҾʣ

৽੍ελʔτ͔ޙΒͷׂҾ੍ͱͳΓ·͢ɽ2022 ΑΓҎલʹࡏձ͕ �0 ͋Δ͍ 50 Ҏ্ͱͳ͍ͬͯΔํʑɼ
202� ձඅ͔ΒׂҾձඅΛద༻͠·͢ʢਃखଓ͖ෆཁͰ͢ʣɽԿଔ͝ঝ͓͖͍ͩ͘͞ɽ

ʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕ

̏ɽআ੶ର象のنଇ変ߋにͭいͯɽظೲऀの会һは͝ҙԼさいɽ
　ӡӦنଇͷҰ෦վਖ਼ʹΑΓɼ2023 ͔Βআ੶ରͱͳΔೲ͕ʰೲ̐ʱ͔Βʰೲ̏ʱʹมߋ
ͱͳΓ·͢ɽ֘͢Δํʹݸผʹ͝Ҋ͢Δ͜ͱͱͳΓ·͕͢ɼ͘Ε͙Ε͝ҙԼ͍͞ɽ

ӡӦنଇୈ̓ʢձඅʣୈ߲̐ʢ�ʣ
ʢ�ʣձඅࢧ͍ͷಜଅΛड͚ͭͭɼਖ਼ͳཧ༝ͳ͘ɼ͔ͭɼୀձಧΛఏग़ͤ͵··ʹձඅΛೲͨ͠ձ員ɼೲ 3

ΛͬͯɼཧࣄձͷܾٞʹΑΓձ員ͷ֨ࢿΛࣦͤ͞আ੶ͱ͢Δɽ
ʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕ

ձඅֹʹ͍ͭͯ͝ෆ໌ͳ͕͋Δ߹ͦͷଞ֬ೝ͍ͨ͜͠ͱ͕͋Δ߹ɼ
ຊ࣭学ձࣄہ͓͍߹ΘͤԼ͍͞ɽ

ʢe-Nail：Nain!geosociety.jp ʗ F"9：03-5823-1156 ʗ T&L：03-5823-1150ʣ

���� 度Ҏ߱の会අٻとओな変ߋ点
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興味専門分野：あなたの興味専門分野を教えてください．３つまで選択することができます． （該当する項目に○印を付けて下さい）

　　１．層位　　２．堆積・堆積岩　　３．古生物　　４．構造地質　　５．火山・火山岩　　６．深成岩　　７．変成岩　　８．鉱床地質（金属・非金属）

　　９．鉱床　　10．鉱物　　11．燃料地質　　12．地熱　　13．第四紀　　14．環境地質　　15．都市地質　　16．土木地質　　17．土質工学

　　18．水文地質　　19．探査地質　　20．土木工学　　21．情報地質　　22．地震地質　　23．海洋地質　　24．地球物理　　25．地球化学

　　26．地質年代学　　27．地理　　28．地学教育　　29．考古学　　30．その他　　40．地球惑星

入 会 の ご 案 内

　入会には正会員1名の紹介が必要です．近くに紹介者となるべき会員がいない場合はその旨お申し出ください．また，初年度の会費は

申込書郵送時から時間の間隔をおかずに下記送金先へ速やかにご送金ください．会員としての正式登録は，入会承認後，初年度会費

の入金を確認した上で行い，雑誌の送付（4月号から）を開始いたします．

　　　　　　　　　大学 University  　　　　　　　　　　学部 Faculty                   年   　　　月 卒業（見込み）Year completed

修士 Master：         　　     大学Univ.                        研究科Fac.            年 　　   月 修了（見込み）Year completed

博士 Doctor：       　　       大学Univ.                        研究科Fac.            年　　　     月 修了（見込み）Year completed

自宅住所 Home address： (郵便番号 Zip code　　　 　　-             ）

Recommended by (name of member) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Signature

専門部会：現在，下記の15の専門部会があり活動しています．専門部会に参加ご希望の方は登録をお願いします．所属希望の部会を３つまで選択する
　ことができます．（該当する項目に○印を付けて下さい）

学部学生割引・院生割引申請欄：運営規則に基づき，学会費の割引申請をいたします．

上記本学の学生につき，　　□ 学部学生   ・   □ 定収のない院生（研究生） 〔いずれかにチェックをつけてください〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　であることを証明いたします．

first name

　　１．地域地質　　２．層序　　３．堆積地質　　４．海洋地質　　５．構造地質　　６．岩石　　７．火山　　８．応用地質

　　９．環境地質　　10．情報地質　　 11．古生物　　12．第四紀地質　　13．環境変動史　14．鉱物資源

連絡先 Correspondence：　　□　自宅　Home　　　　　□　所属機関　Office

紹介者名（正・院生会員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

指導教員 所属： 氏名： 印

　　　　　　　　　　　　　　　　  　　＠

　　※e-mail Addressは地質学会からのメルマガ配信用，その他連絡用に登録します．携帯電話各社のe-mail Addressを記入の場合は登録いたしません．ご注意ください．
　　※所属先（代表）の問い合わせ専用　e-mail Address　は記入しないでください．

          年Year        月Mo        日Day  生born on Sex： □ 男 Male　　□ 女 Female　　Country：

　　　　　　　　　学校 High school　　　　　　　　　　年卒業 Year completed
学歴 Academic career：

電話 Phone：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス Fax：

所属機関名称・所属機関住所 Affiliation with address： (郵便番号 Zip code　　　 　　-             ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　郵便物がきちんと届けられるよう，ご記入ください．

e-mail Address：

電話 Phone：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス Fax：

＊会員番号

太枠内のみにご記入ください（＊Official use only）

一般社団法人日本地質学会入会申込書 Application form for the Geological Society of Japan

氏名（ふりがな）　Name in Japanese

＊会員種別　 □ 正会員　（□ 学部学生割引　・　□ 院生割引）

ローマ字表記　family name

　入会ご希望の方は下記の入会申込書を一般社団法人日本地質学会事務局へお送りください．

　　　　　申込書送付先：101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　一般社団法人日本地質学会

　　　　　送金先：郵便振替口座　00140-8-28067　一般社団法人日本地質学会

　　　　　会費（※１）年額：正会員 12,000円　（学部学生割引＊5,000円，院生割引＊8,000円【定収のない方に限る】　※２）
　　　　　　　※１：学会費には地質学雑誌の購読料が含まれています．

（注）ご提供いただいた個人情報は、日本地質学会プライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います．

＊受付（　　　　　　年　　　　月　　　　日） ＊入金（　　　　　　年　　　　月　　　　日）　振替 ・ 現金 ・ 銀行 ・ 他

＊承認（　　　　　　年　　　　月　　　　日） ＊送本（　　　　　　巻　　　　　　号）

　　　　　　　　　　ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店／当座 0028067 ／一般社団法人日本地質学会 ｼﾔ)ﾆﾎﾝﾁｼﾂｶﾞﾂｶｲ

　　　　　　　※２：学部学生割引，院生割引を希望される方は，下記の割引申請欄に指導教員の署名，捺印をもらってください．

会員名簿の掲載項目：2年に1度，会員名簿を発行しています．氏名・所属先は掲載必須項目です．下記の項目について掲載を拒否する項目には
□ にチェックを付けてください（チェックが無い項目は掲載承諾いただいたものとします）．

□ 最終学歴　　□ 所属先学科名・部課名（掲載不可の場合は「○○大学○○学部」，「㈱△△△△社」までを必須項目として掲載）

□ 所属先住所　　□所属先電話・FAX番号　　□自宅住所　　□自宅電話・FAX番号　　□e-mail Address



SMBCファイナンスサービス株式会社

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

　〒105-8625　東京都港区新橋1－8－4　SMBC新橋ビル

不備返却先
　SMBCファイナンスサービス㈱
　決済ビジネス業務センター　口座振替依頼書課

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

お届け印（捨印）
ゆうちょ銀行を除く

振替日
（払込日）

記号（6桁目がある場合は※欄にご記入下さい）

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印

※

令和　　年　　月　　日
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